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　厳げん重じゆうなドアだった。

　硬い樫かしの木で作られたその扉とびらは、いかにも重じゆう厚こうで頑がん丈じようそうに見える。この広い天あま草くさ国こつ教きよう庁ちようの中でも、これほどの拵こしらえのものは数えるほどだろう。

　この部屋を使う人間がどのような地位にいるか、容易に悟さとれるというものだ。

　ゴシック体で『Ｌ』と刻まれたそのドアを、柴しば燐りんは強めに叩たたいた。硬く重い扉は、軽いノックでは音を部屋の中まで伝えてくれない。

「柴か？　入っていいぞ」

　中から聞こえるのは、扉には似に合あわないほど気軽な声。

　だが、燐はここでいつも自分を叱しつ咤たする。緊きん張ちようしろ。『Ｌ』とはすなわちリーダーのイニシャル。いくら自分が直ちよく属ぞくの部下とはいえ、相手は数多あまたいるエクソシストの中の代表格かくなのだから──と。

（もっともそれも、あくまでも『普通の』エクソシストの中での話ですが。教きよう皇こう近この衛えである『Ｇ』や『Ｍ』などは、私などが実力を想そう像ぞうできないほどの別べつ格かく────）

　そんなことを考えつつも、燐は中へと踏みこんだ。

　部屋の主ぬし────『Ｌ』の聖せいルカは、オフィスの奥のデスクに腰掛けていた。難しい顔をしながら、書類の束たばを神しん敵てきのごとくに睨にらみつけている。実じつ戦せん経験においてはトップクラスのエクソシストは、だからこそデスクワークが苦にが手てだったりした。

「柴燐、参まいりました────多た事じ多た難なんですか？　ルカさん？」

「まあな。深ふか間ま水み鳥どりの処しよ遇ぐうも、教皇の一いち存ぞんで決定したが──内外から不満が出るわ出るわ。特に古ふる株かぶのお偉えら方がたがうるさくてな。水鳥の懲ちよう罰ばつを納なつ得とくさせるために、一いつ体たい何枚の書類が必要だったと思う？」

　さすがのルカも苦にが笑わらいだった。

　だがまさか、自分が事務処しよ理りの手伝いに呼ばれたなどと燐は思っていない。そもそも、ルカはデスクワークをなるべく部下に任せる。ここにあるのは、ルカの承しよう認にん印いんが必要な、すなわち重要な書類のみということだ。わざわざオフィスに呼びつけてまで手伝わせることなどない。

　だから、燐は覚かく悟ごをしていた。おそらくデスクワークや、いつもの仕事ではない──なにか、特殊な命令が下るのだろうと。

「柴。お前が私の下で見習いになって、もう五年だ。その歳としで、私のチームをまとめているんだから大したものだよ、正直、その優ゆう秀しゆうさが怖いくらいだ」

「えっと……恐きよう悦えつ至し極ごく、です」

「いや、柴、褒ほめたいんじゃない。忠ちゆう告こくしたいんだよ。国教庁の人間はみな敬けい虔けんであり、嫉しつ妬となどしないと信じたいが──人間だからな。修しゆ行ぎようを積んだ顔の裏に、お前の早すぎる出しゆつ世せをうらやむ表情もあるかもしれないぞ」

　燐りんはどういう返答をすればいいのかわからず、曖あい昧まいにはあ、と答えるだけだった。

　ルカが何を言いたいのか摑つかめない。本来、ルカは任にん務むに必要なことだけを的てき確かくに伝える。このような回りくどい言い方は似に合あわないと思った。

「本ほん題だいに入ろう。エクソシスト内で、お前を『Ｒ』に抜ばつ擢てきする声がある」

　だから──ずばりと斬きりこまれたそれが、燐の脳のう髄ずいに電でん撃げきを奔はしらせた。

　エクソシストへの抜擢。それはつまり、燐が見習いからルカと同列の存在になれるということだ。ずっと追い続けた目標が、一気に近づいた気がした。

「教きよう皇こうや『Ｄ』を含めた数人だな。『Ｒ』は空席だし、京きよう都とにおける邪じや教きよう集団への牽けん制せいもできる、というのが主しゆ論ろんだ。だが私は性せい急きゆうすぎると言った。あまり早すぎる出世は、お前にとって害にしかならないと考えてな」

　慎しん重ちようなルカの意見に、燐は同意する。十六歳さいの退たい魔ま士しなど聞いたことがない。自分がそれほどの器うつわとはとても思えなかった。

「恨うらむなよ柴しば。私だってお前には期待しているが、あまりに早い。迷っているんだ。だが向こうはそれだけでは納なつ得とくしなくてな──だから、試験をすることにした」

　手に持った万まん年ねん筆ひつをくるくると回しながら、ルカが笑った。抜き打ち試験を課す時の教師というのは、大体こんな顔をしている。

「以前の私が関わった事件、覚えているな？　今回、同じ街でまた厄やつ介かいごとが発生している。既すでに調査隊たいを派は遣けんして、事件の原因や犯人まであらかた摑んでいる。あとはエクソシストが一人行って、事件を解決すればいい。無む論ろん、本来は私の仕事だった。前回の後あと始し末まつも含めて──な」

　察しの良い燐は、だんだんとルカがなにを言いたいのか、わかってきた。頭の中では、既に今回の任務について必要な装備、行動手て順じゆんを計算し始めている。

「だが、それをお前に任せる。予よ備び調査の情報も、必要最さい低てい限げんだけ渡す。自分で原因を発見し、解決、あるいは排除しろ。もちろん私は原因を知っているが──いきなり試験の答えを教えるわけにもいかないからな。ただ、解決が遅れ被害が広がるようなら不ふ合ごう格かく。残念だが私が出る」

　たった一人での事件の解決。それもタイムリミットがある。それは燐が経験したこともない、大きな任務であった。手に汗をかくのも当然だろう。

「ふふ──一人では辛つらいか？」

　そんな燐の緊きん張ちようを、あっさり見抜くルカ。やはり彼女は自分より何倍も上の存在なのだと、圧倒的に思い知らされるのはこういう時だ。

「実はな、『Ｄ』が協力を申し出ている。ヤツは随ずい分ぶんお前のことを買っているようだぞ？　後こう方ほう支援は任せろと言っていた。感謝しておけよ」

「あ…………は、はい。それは、もう」

　エクソシスト一人が手伝ってくれる。無む論ろんそれは、試験を円えん滑かつに進めるための試験官かんの意味が近いのだろう。が、燐りんにとっての任務の達たつ成せいが、容易になるわけではない。

「それと……そうか、お前には一度、おつかいに行ってもらったな。例の召しよう喚かん者がいる街だ。あいつらをこき使うくらいなら構わんさ────いや、むしろ思いっきり顎あごで使ってやれ。連れん中ちゆうには大きな大きな貸しがあるからな」

　聖せい職しよく者にあるまじき私し怨えんをむき出しのルカだった。

　前回の事件において、ルカは悪あく魔ま召喚者と協力したのだという。それは異い例れいなことだが、もっと異常なのは教きよう皇こうがその悪魔召喚者の存在を認めたことだ。その旨むねを、燐は確かに彼らに伝達した。

　その時の召喚者らの微び妙みような表情から察するに、ルカと彼らの間には一ひと言ことで表現できないものがあるのだろう。確かく執しつというには甘く、協調というには辛つらい、だが決してつながりの薄くない関係だ。

「────確かに、理解しました。迅じん速そく火か急きゆうに、事じ態たいの解決を試みます」

　燐は深く一いち礼れいする。ルカは軽く頷うなずいただけ。細かい説明などは追って連れん絡らくがあるはずだ。長なが崎さきから、件くだんの街までは空くう路ろで一時間弱じやくというところ。今日の夜には出発するべきだろう。

「頼むぞ。私も期待している────が、無む茶ちやだけはするな」

「はい。丁てい寧ねいかつ素早く、百点満まん点てんの成果をお見せします」

　そうして、燐は直立の体勢を。ルカも同じく。一いつ糸し乱れぬ不ふ動どうの姿し勢せい。それから素早く十字じを切った。示しあわせたかのように、同じタイミングで同じ言葉を呪じゆ文もんのごとく紡つむぎだす。




「神と」「子と」「聖せい霊れいの御み名なにおいて」「私たちは祈りを捧ささげます」「主しゆの御み心こころに適かないますように」「私たちの罪が赦ゆるされますように」「御名が聖せいとされますように」




　最後に、ルカが小さく燐のために、祈る。

「この小さき子こ羊ひつじが、主の祝福を受け、魔まを撃うつ清き者となれますように」




　────その言葉を柴しば燐は、緊きん張ちようした面おも持もちで受け取ったのだった。
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　遠とお野の九く罰ばつが登校する時には、教室には大たい概がい誰だれもいない。

　それはもちろん、九罰が早起きだとか勤きん勉べんだとかいうことではなく──ただ単に、他の生徒が全員教会で礼れい拝はいの最さい中ちゆうだからである。そういう意味では完かん璧ぺきに遅ち刻こくだし、だからこそあちらこちらからサボり魔まだなんだと言われてしまうのだ。

　アジア最大の景けい教きよう国こく、日本。

　そこで生活している人々は、食事や睡すい眠みんと同じくらい当たり前に、教会で礼拝をして、日々の祈りを欠かさない。本ほん場ばである欧おう州しゆうの人が驚くくらいだというのだから、その敬けい虔けんぶりが知れよう。この聖せいジョージ学園でも、クラスのほとんどは欠かさず礼拝に参加する。

（ああ──でも今は学校教会がぶっ壊こわれてるから、近所の教会を借りて礼拝してるんだっけ。ていうことは皆みな帰ってくるの遅いね）

　現在、学校教会は修しゆう復ふく中である。必要な経けい費ひは、きっとエクソシスト本部から出ているのだろう。以前より敷しき地ちが広い修復現場を見ると、そうとしか思えなかった。学園長も再さい築ちくにやたら気合をいれていたし。

　そして、先月粉こな々ごなに壊れた教会には、九罰が深く関わっていた。

「おーォー、早はェじャねーの遠野？　いや他の連れん中ちゆうはまだかァ？　まッたく俺たちばかり優ゆう等とう生せいで困ッちまうよな？」

　九罰一人の教室へ登校してくるのは、サボり仲間の羽は堂どう征せい重じゆう郎ろう。乱らん暴ぼうに自分の荷物を置くと、九罰の隣となりの席へと座ってくる。どうせまだ生徒は来ないのだから、悠ゆう々ゆうとしたものである。

　柑かん橘きつ系けいの良い香りがした。羽堂のつけているアロマオイルである。香こう水すいの好みは人それぞれだろうが、少なくとも九罰は、強すぎないそのアロマに好感が持てた。

「おはよう羽堂。そうだね。礼拝のことを考えなければ僕たちは確かに優等生だ。あといい加か減げん金かね返せ」

「なんでも仁に藤とうの旦だん那なの代わりに、随ずい分ぶん綺き麗れいな外人の先生が来たッて話だからなァ。ちョッと目の保ほ養ように行ッてもいいんだけどなァ。あとねェもんは返せねェ」

　からからと豪ごう快かいに笑う羽堂。そんなことを言いつつも、彼が教会の門をくぐることはおそらくない。教会に近づいたことさえない男なのである。ついでに借りた金を返したこともない借金魔までもある。

　そんな──教会が苦にが手てだというところが似ているから、こうして親友とも呼べる間あいだ柄がらになっているのだろう。

「ん────おォ、顔の痣あざは治ったか？」

「うん。おかげさまで。心配かけたね」

「転んで顔に痣あざ作るッてなァ相当鈍にぶいぜ？　気ィつけろよ」

　頰ほおに貼はったガーゼを、九く罰ばつは撫なでた。実際は、先月の事件の時、仁藤神父ブネに執しつ拗ようなまでに蹴けられた痕あとである。

　先月のことは、まだ確かに覚えている。街で起きた盗とう難なん事件。それを解決するためにやってきたエクソシスト、聖せいルカ。裏で糸を引いていたのは深ふか間ま水み鳥どりと、仁藤神しん父ぷの皮を被かぶった卑ひ劣きような悪あく魔まブネ。

　教会の破は壊かいも、ブネとの戦せん闘とうが理由。一いち連れんの事情を知るのは九罰やエクソシストだけだ。学園長も顚てん末まつぐらいは聞かされているかもしれないが──悪魔が暴れて教会を壊こわしたとなれば学校の評判にも関わるので、公こう的てきな発表には悪魔なんて語ご句くは出てこなかった。教会の取り壊しと再さい建けんは以前から決まっていた、なんて少々苦しい言い訳わけをしていたことを覚えている。

　七な罪つみまでさらわれたその事件は、しかし既すでに終わったことだ。

　解決したのは確かに九罰だが、後あと始し末まつはほとんどルカがしてくれた。事じ後ご処理に関して、九罰は一切関かん与よしていない。迅じん速そくな彼女の後始末のおかげで、こうして平へい穏おん無事な学校生活を送ることができていた。

　もっとも、家にいるはずの居い候そうろうだの、誤ご魔ま化かすのが大変な顔の痣だの、魂たましいに住み着いた腹はら黒ぐろ悪魔だの──一月前の事件が残した爪つめ痕は、まだ多く残っているのだが。

　炎ほのおの悪魔、アイム。

　彼女がいなければ、おそらくブネは倒せなかった。なによりも心強い彼女は──しかし一方で、放ほう火か放火と騒ぐ気まぐれな少女なのだ。また家いえ出でとかしていませんようにと、九罰は心しん中ちゆうで思う。

「それより──最近は左腕うでが痛いんだよ。おかしいな、転んだりしていないのに」

「あ？　マジかよ気をつけろよォ。俺みたいになッたら目もあてられねェからなァ」

　かかかかか、と羽は堂どうが笑ったが、それを聞いた九罰はとても笑えなかった。

　羽堂征せい重じゆう郎ろう。金きん色いろの長ちよう髪はつや全身の金色のアクセサリー、そして服につけたアロマオイルと、いかにも不ふ良りようという感じだ。足を組んで机の上に乗せ、両手をポケットにいれている。

　そのポケットにいれた両手が問題なのだ。かつて、羽堂はボクシングをやっていた。神かみ業わざ的と言われた右ストレートで常じよう勝しようしていたのだが──喧けん嘩かをしてしまい、派は手でに右腕を壊してしまったらしい。ボクシング続行は不ふ可か能のう。プロ入り確実と言われた羽堂征重郎から、ボクシングは永遠に失われた。

　今でも、羽堂は右腕を高くあげられない。ずっと手をポケットにいれてるのは、ボクシングを遠ざけるためだと、彼は語ったことがある。

『手を出してるとなァ、うずいて仕方がねェんだよ。ボクシングやらせろッて腕が叫ぶ。ストレート打ちたくなるんだよ。だからこうして封ふう印いんッつーわけだ』

　彼が教会にいかなくなったのも、その頃かららしい。クラスで二人しかいない礼れい拝はい嫌ぎらいなら、嫌いやでも親しくなる。入学してから一年と四ヶ月ほど。すでに親友と呼べる間あいだ柄がらになっていた。

「ん──もうこんな時間か。羽は堂どう、ＨＲまでどこか行こう」

「だな。またうるせェのが来る前に────」

　羽堂の言葉は、ずだだだだだだだだだだだだという驚きよう異い的な足音に遮しや断だんされる。そんな勢いで廊下を走る人間に、心当たりは一人しかいなかった。

　遅かったかと羽堂が呻うめく。

「この──サボり魔まどもが──────ッ！」

　唐とう突とつに入ってきた女生徒。その姿すがたを確かく認にんするのと、なにやらすごい勢いで物体が飛んでくるのは同時だった。九く罰ばつはあっさり受け止め、羽堂は首を傾けてよける。

「ちッ。かわしたでありますかッ！」

　当然だと九罰は思った。毎朝聖せい書しよと聖せい歌か集しゆうを投げつけられていれば、嫌でも反応できるようになる。いい加か減げん慣れてきた九罰と羽堂だった。大体毎まい朝あさ、彼女が二人を襲しゆう撃げきするか、それとも二人がＨＲまで逃げきるか、なのである。

「水みず野の委員長──他のみんなは？」

「まだのんびりと歩いてるはずでありますよ腹はら黒ぐろ遠とお野の。自分は貴き様さまらに今日こそ引いん導どうを渡すため、一ひと足あし先にやってきたのであります」

　このなぜか軍ぐん隊たい口く調ちようのメガネっ娘こ、名前を水野遊ゆ佐さという。
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　九く罰ばつたちのクラス委員長であり、陸上部のエースという文ぶん武ぶ両りよう道どうな少女。外見だけならいたいけな文ぶん学がく少女だが、軍隊口く調ちようと驚きよう異い的な乱らん暴ぼう者ぶりが全てを台だい無なしにしていた。

「水みず野のよォ、委員長が廊下を走るッてのはマズいんじャねえの？」

「ぐ──う、うるさいであります。礼れい拝はいに来ない貴き様さまらが悪いでありますッ」

　とはいえ、こんな風ふうに羽は堂どうなんかにはからかわれるあたり、クラスの最強キャラとは言えなかったりする。いや、キャラ立ちでは明らかに最強の部ぶ類るいなのだが。

「クラーラ先生も心配なさっているのでありますし──それに腹はら黒ぐろ遠とお野の！　貴様、妹が聖せい歌か隊たいで頑がん張ばっているというのに、応援の一つもなしとはどういうつもりでありますかッ！　聖歌集を読んで反省するであります！」

　開いた聖歌のページをぐりぐりと押しつける水野。どうでもいいが聖歌集をそんな風に扱うのは、それはそれで不ふ信しん心じんじゃないのだろうかと九罰は思う。

「まったく──貴様ら聞いたでありますか？　今日は転てん入にゆう生せいが来るのでありますよ？　腹黒遠野、チャラチャラ羽堂……我がクラスの最大の汚お点てんに、いたいけな転入生が虐しいたげられると思うと──」

　じろ、と二人を睨にらむエセミリタリー娘むすめ。そんなことを言われても、恐きよう喝かつもイジメもしたことのない九罰にとっては、タチの悪い言いがかりにしか思えない。

　一月のこの季節に転入生──随ずい分ぶん季節はずれだなと思った。進しん級きゆうする九月が普通だろうに。

「いいでありますか！　くれぐれも！　くれぐれも転入生を仲間に引きこんだりするなであります！　二人も礼拝に来ないクラスなど我が２のＡだけでありますからねッ!?　これ以上サボる人間を作られると困るのであります！」

　口をすっぱくして言う水野委員長。だが実際のところ彼女とて、傍はたから見れば九罰や羽堂の仲間として見られていたりする。なにしろ、注意や文もん句くをつけるためにいつも一いつ緒しよにいるのだから。

　２のＡ担任、茅ちヶが崎さき妙たえは言う。クラスで一番変な奴やつらが集まった、と。

「────別にさ、僕らが礼拝サボり組を増やしたって、メリットはないし」

「そォーそォー。いや、そりャ教会に行きたくねェ奴を無理にいかせるのもアレだがよォ？　要は本人次し第だいだろォ？　俺らがどーこー言うこたァねえよ」

　羽堂がひらひらと手を振った。九罰もそれに賛成である。来る者拒こばまず去る者追おわずが、九罰の友達作りのモットーだ。

　委員長はがーがーと喧やかましく騒いでいたが、九罰と羽堂はもう慣れたものでまったく気にしない。礼拝から帰ってくるクラスメイトたちを眺ながめながら、ささやかに九罰は思う。

　その転てん校こう生せいとやらとも、良い友達になれたらいいと。




　そして、その九罰の希望は見事に打ち砕くだかれた。

　結けつ論ろんから言えば、その転てん校こう生せいとは、とっくの昔に友達以上の間あいだ柄がらだったのである。全ぜん能のうであるらしい主しゆに言いたくなった。この悪あく魔ま的な不ふ意い打うちはなんなんだ、と。

「今日からこのクラスに入ることになった──えーと？　遠とお野の愛あい夢むって子だな。みんな仲良くしてやれよなー、あとなにか聞かれたら答えてやれなー、アタシは面めん倒どうだからな。──ん？　どおしたサボり魔ま？　悪魔にでも出会ったみたいな顔して」

　クラスの担任、茅ちヶが崎さき妙たえは投げやりに説明した。学校で一番やる気のない教師として有名な彼女だが、熱心な景けい教きよう徒とでもある。いや──今はそんな事より。

「うぉおおおお美人!?　美人じゃね!?」「肌はだ白しろッ！　ん──髪かみも……白？」「外人か？」「つかそれより貴き様さまら、今いま遠野と聞こえませんでしたか？」「なんかあの子こ見たことあんぞ俺、目立つし」「あァー、なんでも遠野の従い兄と妹こらしいぜェ？　前に見学も兼ねて来てたみてェだしなァ」「またアイツか！　アイツ妹だけじゃ満足できないのか!?」「ちくしょう主よ！　なぜヤツばかりを優ゆう遇ぐうするのですか!?」

　やたらと殺さつ気きだった視線を送ってくるクラスの男子とか。

「あー、美人だね」「性格のほうはいかがでしょうか？」「ちょっと調子こいてたらヤッちゃう？」「下へ手たに手をださないほうがよくない？」「笑顔の中に強したたかさを秘ひめるタイプと見たのであります」「聖せい歌か隊たい入ってくんないかなー。華はながあるよね」

　などと、冷静に転てん入にゆう生せいを分ぶん析せきするクラス女子とか。

　その辺りに関わっていることは九く罰ばつにはできない。ひたすらに穴があくほど転入生を見ていた。間違いない。いや九罰が間違えるはずがない。白い髪や、意味深しんな笑顔は、どう考えても遠野家けの居い候そうろう悪魔──アイムのものだった。

（いや……なんで!?　つか家にいるはずじゃ!?　偽ぎ名めいは前に羽は堂どうに使ったやつだし！　ああもう訳わけわかんないよ！）

　絶ぜつ賛さん混乱中ちゆうの九罰である。

　そんなことは露つゆ知しらず、クラス担任兼けん数学教師・茅ヶ崎妙は、手に持った定じよう規ぎでゴンゴンと教きよう壇だんを叩たたき、クラスの騒ぎを静めていた。彼女はその十字型がたの定規で、瞬またたく間に綺き麗れいな図ず形けいを黒板に出現させるという特技の持ち主ぬしである。なぜ定規で正確な円が描けるのかは、全くの謎なぞであるのだが。

「ほれ、自己紹しよう介かい」

「あ、はーい────どうもー、遠野愛夢でーっす。愛の夢って書きまーす。好きなものは蛇へびとか猫ねこ。え？　彼かれ氏し？　あはは、今はいないでーす。あ……でも……候こう補ほ、なら？」

（しかもしっかりカモフラージュしてるしさあ……！）

　以前のアイムなら、好きなものは放ほう火かと迷わず答えていたはずだ。いつの間に人間社会に順じゆん応のうしたのか。

　おまけに、彼氏候補、と言ったところでちらりと九罰のほうを見てくる。間違いない。あてつけまで含めて明らかに九く罰ばつをからかっている。

　もう頭を抱えたかった。いきなり転入したり、妙みような知ち恵えがついていたり、さっぱり訳わけがわからない。

「じゃあ席はそこな。ああ、丁ちよう度どいい。水みず野のの隣となりだな。色いろ々いろ教えてやれな水野」

「了りよう解かいしたのであります上じよう官かん殿どの──さ。こっちでありますよ」

　水野委員長が、水を得た魚とばかりにアイムに語りかける。もともと他ひ人との世せ話わが好きで委員長になったのだ。快くアイムの世話もしてくれるだろうが──。

　席は最さい後こう尾び。九罰からはかなり遠い位置だった。

（ああ……頼むからうっかりアイムに触さわったりしないでよ委員長……）

　アイムの体温は百度を超える。スキンシップなどしようものなら火傷やけどは必ひつ至し。そうすればすぐに悪あく魔まだとバレてしまう。そんなことになればどうなるか──。

　怖い笑顔で粛しゆく清せいに来るルカが脳のう裏りに浮かんで、九罰は本気で頭を抱えた。




　さて、苦痛の授業が終わった。もちろんその苦痛は並なみ大たい抵ていのものではない。アイムが起こした騒そう動どうはロクなものではなかったのだから。

「ね、ね、どうクバツ？　今日のアタシどうだった？　ばっちり？」

　放課後ごになった途と端たん、アイムが九罰のもとへ飛びこんでくる。その得とく意い気げな表情に、九罰は本気で落ちこんだ。人間社会のルールを理解したかと思ったのだが、どうやらそれは付つけ焼やき刃ばだったらしい。

　昼休みはまだ良かった。クラスの質問攻ぜめに会う前に、九罰が屋上まで連れだしたのだ。昼食を用意していなかった彼女は、七な罪つみ手て製せいの弁当であっさり陥かん落らくさせることができた。もちろん二に等とう分ぶんされた弁当のせいで九罰は空くう腹ふくであるのだが。

　そんなことはいい。問題は、その後の授業。

「ねえ、アイム──高校生の勉強、したことあるの？」

「なーに言ってるのよクバツ。火は原げん初しよの知恵、文明の象しよう徴ちようだよ？　瞬しゆん間かん的直ちよつ感かんも司つかさどるけどね。アタシの専門は戦せん闘とうだけじゃないの。法ほう学がく、論ろん理り学がくとかも結けつ構こう得意────なにその目はクバツ」

　話は、五時限目めにさかのぼる。

　予想どおりというか、アイムは授業中に爆ばく睡すいしていた。とはいえ大声を出して起こすわけにもいかず、アイムの隣の水野委員長に任せるしかなかったのである。

　だが、その授業は現代社会。担当は意い地じが悪いので有名な男性教きよう諭ゆ。

　彼は転てん校こう早そう々そう寝ているアイムに腹がたったのか、すぐさま叩たたき起こして問題を解かせたのである。日本国憲けん法ぽうの条じよう文ぶんを暗あん誦しようせよ。正確に、一いち字じ一いつ句く誤りなく。

　結果は思いだしたくもない。凛りんとした声こわ音ねで、堅かた苦くるしい条文を読みあげるアイムの声が、まだ耳に残っている。

　せめて科か目もくが違ったのなら──と九く罰ばつは思う。アイムは答えられず、多少の恥はじをかいただろうが、一般的な女子生徒として認にん知ちされたはずなのだ。

「──でもさ、法学が専門だとしても、日本の憲法までどうして知ってるの？」

「ん？　家で留る守す番ばんしている時、暇ひまだったからね。書しよ斎さいの六ろつ法ぽうを開いてたり」

　書斎、というのは普ふ段だん使わない部屋である。仕事で海外に行っている遠とお野の父ちちの部屋であり、九罰も七な罪つみも滅めつ多たに入らないが──アイムは意い外がいと、知識欲よくが豊富らしかった。

　暇なのはわかる。だが────家には普通のコミックだとか、まともな娯ご楽らくもあるのである。わざわざ六法を読むアイムが恨うらめしかった。

「あー、一応聞きくけどアイム。クラスで人気者になってるのわかってる？　あの意い地じ悪わる先生を負かした格かつ好こうになるからさ。それって問題だよね？」

　アイムは首をかしげた。それのどこが悪いのか、という表情。

「あんまりみんなに持ち上げられてさ、悪あく魔まだってバレたらどうするの？」

　特に、羽は堂どうや水みず野のあたりが今にも話を聞きたそうにこちらを見ている。他のクラスメイトも、放課だというのに帰る気け配はいがない。もちろん視線はアイムに。

　九罰との関係や、アイムの容よう姿し、頭の良さも含め、おそらく根ね掘ほり葉は掘ほり聞かれるだろう。言い訳わけはある程てい度ど考えているが──九罰だって、多くを聞かれるうちにボロをだすかもしれない。アイムに至っては隠かくす気があるのかどうか。

「だから、これから全ぜん速力で逃げるよアイム。明日あしたからのことはまた考えよう」

「えー。もっとみんなと話したいー。クバツおーぼぉーだよぉー」

　ぷくーっと頰ほおを膨ふくらますアイム。

　騙だまされるな。いくら人好きに見えてもそれは悪魔。放ほう火かを無む上じようの喜びとする少女が『みんなと話したい』などと言っても、むしろ恐怖が先にたつ。以前、忘ぼう我が自じ失しつの状態になった時は、学校のまん中で殺さつ戮りくしたいと告げたほどなのだから。

「帰ったら隠して買っておいたバームクーヘン食べようか」

「ッ!?　あ、アイアイサーッ！　全力で帰るよクバツッ！」

　委員長の癖くせが移ったのか、びしりと敬けい礼れいするアイム。まあ、彼女の話だと悪魔部ぶ隊たいを率ひきいて戦った事もあるらしいので、軍ぐん隊たい風ふうは性しようにあうのかもしれない。

[image: ]

　そこへ、とうとう焦じれたのか、羽堂が気き軽がるに片手をあげてやってきた。

「おォーい、遠野よォ。これから水野とかと『ローゼンクロイツ』いかねェ？　あそこの紅茶好きだろォ？　あ、もちろん愛あい夢むちャんも一いつ緒しよに────」

「ごめん羽堂用よう事じあるんだまた明日ッ！」

　引き止められる前に、全力で教室を駆かけ抜けた。もちろんバームクーヘン目当てのアイムがそれに追つい随ずいする。安くて美お味いしい洋風喫きつ茶さの紅茶は惜おしかったが、それよりもアイムについて色いろ々いろ聞かれるほうが怖い。

　────羽は堂どうの横を駆かけ抜けた時、甘あま酸ずっぱい柑かん橘きつ系けいの匂においがした。鼻に残るそのアロマオイルが、親友に対する申し訳わけなさをかきたてた。

（ああちくしょうマジゴメン羽堂！　今こん度ど埋め合わせするからさぁ！）




　下校の最さい中ちゆう、九く罰ばつはずっとアイムを問い詰つめていた。

　いわく、何な故ぜいきなり学校に転てん入にゆうなんてしたのかと。アイム一人では絶対に無理なはずなので、おそらく誰だれかの手助けがあったはずだ。そしてそんな事ができる人物──というか連れん中ちゆうに、心当たりが一つある。

「クバツも気付いてるんじゃない？　悪あく魔まをぽんとテンコーさせられるなんて、あいつら──神様の代だい弁べん者を名乗る、いけ好かない連中しかいないでしょ？」

　アイムの返事もそんなものだった。こういう言葉を聞くと、自分の考えを察してもらっている心地ここちよさがある。アイムとのつながりが実感──。

（いや──違うな。忘れるなよ僕。アイムには、大きな隠かくし事があるだろう？）

　知らずに、胸を押さえつけていた。じくじくと痛む左腕うでで。

　遠とお野の九罰は、前回──十二月の戦いで、一いち度ど死んでいる。

　それを助けたのは他ならぬ敵であった、ブネだ。彼が身代わりとなることで九罰は助かったのだが──それをアイムは知らない。いやそれどころか彼女は、今の九く罰ばつがブネの成り代わった偽にせ者ものだという勘かん違ちがいさえしている。

　全てブネが仕組んだことだ。そしてその事実を、九罰は未いまだ告白できていない。

　ブネに口止めされたから、というのももちろんある。あの虚きよ言げん癖へきの悪あく魔まは、一部がまだ九罰の中にいる。約束を破った瞬しゆん間かん腹を食い破るくらいはしかねない。

　それに──事実を知らずおろおろしているアイムが、可か愛わいいと見えることもある。そんな、わずかに嗜し虐ぎやく的な、だが微ほほ笑えましい感情。それをまだ楽しんでいたい、という気もする。

　いつかは言うだろうが、あと、もう少し──。

　そんな中ちゆう途と半はん端ぱは許されるだろうかと、自じ問もんする。

　九罰の想いを知らずに、アイムは無む邪じや気きに笑いかける。だがその無邪気さは、かつてのものよりどこか影があって。それはやはり、九罰のせいなのだ。

「いえーいっ、到着─。ほーら、クバツ。中でリンが待ってるよ？」

（…………リン？）

　聞き慣れない名前に首を傾かしげる。そんな知り合いはいない──はずだ。例の集団から初しよ対たい面めんの人間がやって来ることも考えてはいるが、その割にはアイムがやけに親しそうにしているのが気にかかる。

　というか冷静に考えれば、家や主ぬしがいない家にいるのは不法侵しん入にゆうではないのか。今日は七な罪つみの帰りは遅いはずだし。

「まあ会えばわかるか──ただいま」

　そうして、無む防備に扉とびらを開けたのが、まずかったのだ。

　ここで遠とお野の家け一階部分について描写する。まずキリスト像ぞうや聖画像イコンのタペストリーが飾られている玄げん関かんがある。左に進めば二階への階段。右側は廊下であり、まっすぐ進んだのならリビング兼けんダイニング。そして廊下を右に折れると、風ふ呂ろ場ばがある構造だ。リビングでは以前、エクソシスト聖せいルカと一いつ戦せんを交えたが、その際壊こわれた窓などは既すでに修しゆう復ふくしてある。

　さて。

　この構造では、一階にあるリビング、風呂場は、廊下によって玄関に直ちよつ結けつしていることになる。つまり不ふ意いの鉢はち合あわせの危険が、非常に──高い。

「おや、お久しぶりです。遠野九罰さんですね。覚えていらっしゃらないと思いますので改めて。柴しば燐りんと申します。以後懇こん意いによろしくお願いします」

　風呂場から出てきたその少女は、まったく変わらぬ無む表情でまくし立てる。

　だが九罰はそれどころではなかった。混乱中ちゆうである。前ぜん述じゆつのとおり、風呂場と玄関ではエンカウント率がかなり高い。だから──例えば。

「勝かつ手てながら色々やらせていただきました──主おもにアイムさんの事で。ああ、実はシャワーもお借りしていました。人の家のものを勝かつ手てに使うなど無ぶ礼れい千せん万ばんなのですが、九罰さんと会うのに埃ほこりっぽくてはいけないと思いまして」

　柴しば燐りんと名乗ったその少女は、全ぜん裸らである。丁ちよう度どシャワーあがりらしい。バスタオルで髪かみを拭ふいている。贅ぜい肉にくのほとんどないその肢し体たいを隠かくそうとしない。

「あッ……う、そ、そう──です、か」

「──？　何な故ぜこちらを見ないのですか？　正せい々せい堂どう々どう顔を見て話してください。私は貴方あなたがたが悪あく魔まとはいえ、問もん答どう無む用ように抹まつ消しようすべきだとは考えません。負い目を感じる必要はないと思いますが？」
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　なにやら色いろ々いろ言っていたが、九く罰ばつは思いっきり目をそらす。首がぐきとか音をたてたが、そんなことを気にしていられなかった。

　裸ら体たいの柴はそんな九罰が気に入らないのか、ずんずん近づいてくる。目を見ろとか言っていたが、そうすると他の色々なものも見えてしまってダメなのだ。

　目をそらすのも限界だったので、九罰はくるりと身体からだを反転させた。とりあえずこの場をなんとかするために、柴に服を着て欲しいと告げてみる。照れてしまって小さな声しかだせなかったが。

（ああくそさっきから訳わけわかんないことばっかだ────でもホント七な罪つみがいなくてよかったぁ……。いたらどんなことをされるかわかったもんじゃないか、ら──？）

　そこで九罰は気付く。

　百八十度ど身体からだを回転させて後ろを向いた九く罰ばつの前には、アイムがいる。そしてそのアイムはかなり清すが々すがしい笑顔──しかし目が笑っていない──を、九罰に見せていた。

「ねぇねぇクバツー。アタシさぁ、なっちゃんに言われてることがあるんだけど、聞きたい？　聞きたい？」

　背せ筋すじをコールタールのような、粘ねん性せいの悪お寒かんが這はいずりまわる。もう九罰は、アイムの言葉に小さく頷うなずくことしかできなかった。

「『私がいない時に兄にいさんがフラチなことをしたら、代わりに罰ばつしてください』だってさー。ねえ、今のって『フラチなこと』になるんだよねー？」

　前回の戦いで、九罰はアイムと深いつながりを得た、と思っていた。

　だがそれは良い事ばかりではない。何な故ぜなら、それからアイムは、今までなかった嫉しつ妬とという感情を示すようになった。漂ってくる高熱が、アイムの怒りを如によ実じつに表している。以前ならば、こんなことでは怒らなかった。

　嫉妬の炎ほのお。普通の少女なら可か愛わいらしくもあろうが──アイムの場合、それは確実に人を殺せる感情の凶きよう器きだ。比ひ喩ゆでもなんでもなく身が焦こがされる。

「大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと熱いだけだから。せいぜい軽い火傷やけどくらいにすませてあげるわよ？」

「ちょ、アイム……これは僕のせいじゃ」

　釈しやく明めいを試みる九罰の首を、武ぶ人じんの速度で摑つかむアイム。

　百度を超えるアイムが身体に触ふれるだけで熱いのだが──アイムは既すでに、摑んでいないほうの腕を構えていた。九罰が抗こう議ぎする暇ひまもなく、その灼しやく熱ねつの指先は九罰の口をこじあけて────。




「申し訳わけありません。修しゆう道どう院いん付ふ属ぞくの孤こ児じ院いんで育ったものですから。男性がなにを嫌けん悪おするのか、理解不ぶ足そくのようです」

　言葉でこそ謝っているが、顔はわずかにも変化しない鉄てつ面めん皮ぴ少女、柴しば燐りん。今はきちんと服を着ている。黒色のスーツにシルバークロス。小こ柄がらな体型なので、どうにか頑がん張ばってスーツを着こんでいる、という印いん象しようが拭ぬぐえなかった。

　さっきの騒そう動どうのせいか九罰はちらちらとしか柴を見ることができないのだが、柴のほうは全く気にしている様よう子すがない。どうも照れとか、そういう感覚に鈍いのかもしれなかった。

　ちなみにアイムの制せい裁さいは、言葉どおり一時の苦痛で済んだ。舌もぎりぎり火傷しない程度だったのは、彼女の最後の慈じ悲ひか。おかげで柴燐との会話も円えん滑かつだった。まだ嫌いやな痛さがこびりついてはいるのだが。

　遠とお野の家けのリビングにて。三人テーブルに座り、一ひと息いきついた格かつ好こうになる。

「えっと……柴、燐さん……。前に、一度……」

「はい。先月お邪じや魔ましました。あの時、聖せいルカは事じ後ご処理で忙しく、失礼かとは思いましたが私が参まいりました。聖せいルカの下で雑ざつ務む諸もろ々もろをやらせていただいています。まあ、見習いエクソシストのようなものです」

　柴しばは背が低い。下へ手たをすると小学生くらいにも思えるのだが、それでも顔つきは必ひつ要よう以上に大人おとなのものだった。十六歳さいということらしいが、場合によっては九く罰ばつよりも大人に見える。低てい身長を気にしなければ、なのだが。

　紅こう茶ちやを啜すする所しよ作さも、様さまになっていた。

「────じゃあ、アイムを転てん校こうさせたのは」

「勝かつ手てながら私です。書しよ類るい関係は事前にまとめて学校に送っておきましたので。今日はアイムさんに日常生せい活かつで必要な知識を教えた後、すぐさま登校して頂きました。本当は九罰さんがいる時が良かったのですが──タイミングがあわなかったようですね。申もうし訳わけありませんが、事後承しよう諾だくという形になります」

　そのせいで妙みように知ち恵えをつけたアイムがいきなり転校し、九罰を最大限げんに混乱させたというわけである。これからは色々とアイムに教えなければならない、と心に誓ちかう九罰であった。

　だが────。

「おかしい、ですよね」

　率そつ直ちよくな感想に、柴は頷うなずいた。非常に頭の回転の早い少女だということは、それだけで知れた。

「ええ。たとえ教きよう皇こうが認にん可かした悪あく魔まといえど、それはあくまで存在を認めただけ。我々エクソシスト──いえ、それを包ほう括かつする天あま草くさ国こつ教きよう庁ちようとしては、悪魔が学校へ通ったり街を出歩くのに対し、良い顔をすることはできません。悪魔の跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こは無む論ろん、我々の理想の対たい極きよくですから」

　天草国教庁。

　天草教皇がその頂点に位置する、日本景けい教きようの統とう括かつ勢力。大まかなことしか知らないが、エクソシスト部隊はその中の一つの組織でしかないはずだ。信徒一いち億おくを抱えるその組織は、金も人材も腐くさるほどあるだろう。全国の教会をまとめ、正しき教えを広め国と民たみを救済してくれる──らしい。

　政治不ふ介かい入にゆうの立場をとっているが、それもあくまで表おもて向むきだ。噂うわさだが、天草教皇が独ひとり言ごとを呟つぶやくだけで法ほう案あんの可か否ひが決定するらしい。そんな噂がでる時点で、国教庁の影えい響きよう力が想そう像ぞうできるというものだ。

　大きな名前がでてきたな、と思う。天草教皇が本気になれば、九罰やアイムなど一いつ瞬しゆんだろう。三人ほどのエクソシストに同時襲しゆう撃げきされれば、それだけで負ける。

「ルカの時も戦って勝ったわけじゃなかったからね──ま、アタシは負ける気ないけどね」

　隣となりに座るアイムが、自信満まん々まんで髪かみをかきあげた。

　だが──『天草国教庁が望まない存在』ということは、村むら八はち分ぶも同然。景教に染まった日本で国教庁を敵に回せば、一いつ対たい一億の構こう図ずが簡単に描けるのだから。戦いに勝つとか負けるとかいう次元の話ではない。

　たとえアイムがいてくれたとしても、そんな状況に陥おちいった時点で、まともな生活が送れるなんてとても思えなかった。自然、九く罰ばつの心しん境きようは暗くなる。

「ご安心を──と言うのも変でしょうが。だからこそ、アイムさんの転てん校こうは特別処しよ置ちだとご理解ください。これから街を出歩いてもらうためには、学生にするというのが一番違い和わ感かんがない。それこそ、国こつ教きよう庁ちようから目をつけられないための、国教庁の策だと考えていただくのが一番かと」

　思わず、九罰は首をひねった。どういうことなのか聞こうとする前に、アイムが口を開く。

「あっれぇ──内部分ぶん裂れつ？　未だに景けい教きよう同どう士しで仲悪いんだ？」

「返す言葉もありません。国教庁内ないでも、教きよう皇こうの意い向こうに全面的に従おうとする者はむしろ少ないです。アルファベットを冠かんした正式なエクソシストは、教皇以い外がいの命令を聞くことはありえませんが──例えば、私のような見習いですと、国教庁の上じよう層そう部ぶには逆らえません。問もん答どう無む用ようです」

　ちろりと、アイムが舌をだした。それこそ蛇へびのごとく。炎ほのおのように赤い舌が、アイムの綺き麗れいな唇くちびるを這はう。

「とにかく──教皇を通さず、貴方あなたがたを屠ほふる手段など、司し教きようレベルの方々はいくらでもお持ちなのです。アイムさんが街を出歩くと、彼らは悪あく魔ま徘はい徊かいという口こう実じつを得てしまうことになる。そして殺さつ害がいが実行されてしまっても『悪魔だから仕方ない』と結けつ論ろんされる。教皇の意に沿わなかったとはいえ、悪魔討とう伐ばつをすればむしろ功こう績せきです。お二人が青せい天てんの霹へき靂れきに襲おそわれても、弁べん護ごしてくれる人は誰だれもいない」

　柴しばの瞳ひとみは鋭い。それはまっすぐ、猛もう禽きんのようにアイムを見つめている。それに対して、アイムが返すのは爬は虫ちゆうの、感情のない瞳。

　なんだか隣となりで、自分には悟さとれないハイレベルな戦いが起きている気がした。剣や槍やりを振り回さない、高度な高度な頭ず脳のう戦せん。もちろんそんな事ができない九罰は、早々にその頭脳戦の理解を放ほう棄きしていたりする。

「──そっか。だからテンコーなんだね」

「はい。役所にも話を通して、既すでにアイムさんの住民票ひようを偽ぎ造ぞうしました。これで書類の上で、アイムさんは市民権けんを獲かく得とくしています。さすがに、偽造とはいえ一般市し民みんの学生を殺害すれば──いくらでも弾だん劾がい糾きゆう弾だんが可能でしょう。その上、アイムさんを外にだす言い訳わけもできる」

　九罰の頭は、ハイスピードな二人の会話についていけてない。要するに、アイムを転てん校こうさせたのは、彼女を安全に外出させるため、ということになるのだろうか？

「でもリン？　随ずい分ぶん手の内うち明かしてくれるじゃない？」

「ご冗じよう談だんを。必要最さい低てい限げんしか話していませんよ。例えば今でも国教庁の一部が貴方がたを狙ねらうために密みつ偵ていを出しているとか、そんな話をご希望でしたか？　お二人をとりまく環かん境きようを知って、馬ば耳じ東とう風ふうとすましていられるでしょうか？」

　なんだか不ふ穏おんな言葉が聞こえてきたので、九く罰ばつは忘れることにした。柴しばもどうも皮ひ肉にくで言ったのだろう。無む表情のうちに、ほんのわずかな微び笑しようがあった。

　本当だとしたら──かなり、嫌いやである。

「────あー、もう。ねークバツー、疲れたー。リンのポーカーフェイスじゃアタシ情報とりだせないよぅー」

　やっぱりなにか情報戦せんを行っていたらしい。結果は──おそらくアイムの負け。

「はい。無表情には自信が────と、失しつ礼れい千せん万ばん。話がずれましたね」

「そう…………ですね。まとめると、アイムを転校させたのは、外に出しても心配ないようにするため……ってことですか、柴さん？」

　柴は静かに頷うなずいた。そこまで、なんとか九罰にも理解できている。

　では、そうまでしてアイムを家から出したい理由はなんなのか、ということだ。アイムはルカが散さん々ざん放ほう火か魔まと罵ば倒とうした、タチの悪い悪あく魔まであるはずなのに。

　アイムは慣れない交こう渉しよう事ごとで疲れたのか、ぐでーとテーブルの上で伸びている。そういえば今日はバステトもいない。白い髪かみがテーブルに散らばっているのは、大量の蛇へびのようにも、見えた。

「それじゃあ、柴さん。結局、ここに来た理由っていうのは──？」

「はい。それでは、ここからが本ほん題だいです。アイムさんが外出しても平気なようお膳ぜん立だてした、その最大唯ゆい一いつの理由を、お話ししましょう」

「ちょっと待った──────ッ！　長くなりそうだからちょっと待った！」

　びしっとアイムが手をあげる。寝てれば良いのに、と九罰は思ったが口にはださない。柴も目をしばたいている。

「どうしたの？　アイム」

「クバツ、バームクーヘン！」

　どうやらよっぽど、食べたかったらしい。




「ですから────んぐ、はむ──私自じ身しんは、貴方あなたがたを──教会の見解とは少々違い──もぐ──それほど敵てき視しは────むぐ」

　バームクーヘンを頰ほお張ばりながら、柴は喋しやべり続ける。すごく楚そ々そとしているのに、今にも喉のどに詰つまらせそうな、危なっかしい食べ方だった。

　というか修しゆう道どう女じよとかって嗜し好こう品ひん禁止じゃなかったっけ、と言う暇ひまもなく、柴は次のバームクーヘンに手を伸ばしている。アイムも負けじと猛もう烈れつに食べているので、九罰の分はほとんどないに等しい。

　ふと時計を見た。時刻は午後六時半。どうやら知らぬ間に、随ずい分ぶん柴と話してしまったようだ。トラブルもあったことだし。そろそろ小こ腹ばらも空すいてきたので、バームクーヘンは良い腹ごなしだろう。

「ごちそうさまでしたー」

　気付けば、皿の上は空からだった。女性二人に甘いものを出すと、どうやら五分たたずに無くなるらしい。実感できた九く罰ばつである。

　いつの間にかアイムの飼い蛇へびであるバステトまでやってきて、アイムから分け前をもらっていた。蛇なのでもちろん丸まる吞のみである。

「とても良い物をご馳ち走そうになりました。感謝感かん激げきです」

「ていうかクバツ切るのヘター！　なっちゃんはもっと、こう、綺き麗れいに一口サイズにしてくれるんだよー？」

　そんな手て間まかけられない、というのが九罰の本ほん音ねである。なにせまだ話の途と中ちゆうなのだ。エクソシスト──見習いだが──が持ってきた話なら、それは確実にアイムに関わることのはず。早く続きを聞きたいというのが────。

「………………あれ？」

　おかしい。そういえば一つ、おかしいことがある。

　アイムも気付いたらしく、軽く首を捻ひねっている。そうだ。違い和わ感かんが一つ。

「なにか……災さい難なん異い変へんでも……？」

　その違和を感じないのは、どうやら柴しばだけらしい。九罰はそれには答えず、もう一いち度ど時間を確かく認にんする。間違いない。六時半。

「え、噓うそだ。……待って、ちょっと待って……」

　頭がひたすらに空くう転てんする。ああ、くそ、だから自分はダメなのだ。特に彼女のことになると、自分はまともな思し考こうを維い持じできなくなる。

「────クバツ。なっちゃん何時に帰るって？」

　アイムの問いにも、すぐに答えは返せず。

「っと…………聖せい歌か隊たいの練習があるから。六時、ぎりぎり。五分くらい過ぎてもうるさく言わないでくださいねって……朝……」

　そうだ。七な罪つみの門もん限げんは六時。常つね々づね早すぎると言われているその時間を、しかし彼女はしっかり守っている。それでも帰ってこないとなると、よほどの──。

　メロディが鳴った。

　電話のコール音。シューベルトのアヴェマリアは、七罪の好みで設定した曲だ。玄げん関かんに置いた電話から流れる、どこか滑こつ稽けいな電子メロディ。

「クバツ、なっちゃんかも？」

「…………携けい帯たいに……電話しないでウチに…………？」

　携帯は、着ちやく信しんを一いつ切さい示していない。

　では七な罪つみではないのだろうか。なにかのセールスだったら怒ど鳴なってやろうと思いつつ、受話器きをとりに行く。

　アイムや柴しばも内容が気になるのか、九く罰ばつに顔を近づけていた。受話器の奥から聞こえたのは──。

「遠とお野のサンノオ宅たくデショウカ？」

　ずれた発音の日本語。まだ一、二回しか聞いた事はないが、その声には覚えがあった。

「クラーラ先生……ですか？」

「オー、ソノ声ハ九罰クンデスネ。家ニイテクレテヨカッタデス」

　発音は違うが、日本語そのものはとても流りゆう暢ちようだ。修しゆう道どう女じよクラーラ・マレンツィオの喋しやべり方にも、ある程てい度ど九罰は慣れてきた。

　彼女は、仁に藤とう神しん父ぷの後こう任にんで聖せいジョージ学園にやってきた神しん学がく教師である。聖せい歌か隊たいも担当しているので、七罪とも仲が良い。そして仁藤神父と変わらず、九罰には口うるさく礼れい拝はいに出ろと告げるのである。

　いや──今はそんなことは良い。七罪の帰き宅たくが遅いのと、クラーラからの電話が来たと言うことをつなげて考えれば──。

「七罪に、なにか────」

「七罪サンガ倒レマシタ」

　冷たい声だった。

　片かた言ことの日本語がそう思わせるのかもしれない。あるいは冷たいのは、それを聞いても大して動じていない、自分の心か。

「帰宅ノ途と中ちゆうト聞イテイマス。一いつ緒しよダッタ数人ノオ友達モデス。トニカク早クコチラニ────」

　ああ──なんとなく、わかっていた。七罪がそういうものだって。魂たましいに棲すみついたアイツのせいだろうか。直感的にわかっていることが一つ、ある。忌いまれた子である自分と七罪は、暗いそれらを──。

「クバツ、呆ほうけてないでッ！」

　我に返ったのは、アイムの指が頰ほおに触ふれたから。火傷やけどしそうな灼しやく熱ねつが、思し考こう停止していた九罰の機能を復活させる。

　気付けば、電話は九罰の手になかった。いつの間にか柴が電話を奪うばい取り、クラーラと話している。

「こちらの指定する病院に収容してください────ええ、国こつ教きよう庁ちようの者です。詳しよう細さいを話している暇ひまはありません。一分一秒も惜おしいです」

　柴の早口を、しかしクラーラはきちんと理解したようだ。スピーカーから、困こん惑わくしつつも柴に従う彼女の様よう子すが聞き取れる。

「────はい。その病院に、今から私も行きます。九く罰ばつさんもご一いつ緒しよに。ええ。それでは。よろしくおねがいします」

　携けい帯たいを切ると、すぐさま柴しばはこちらを睨にらみつけた。その強い瞳ひとみは──どこか気き概がいを感じさせる、気負ったもので。

「聞いたとおりです。すぐさま外出の準備を。妹さんは──悪あく魔まに襲おそわれた可能性があります。適切な治ち療りようが急きゆう務むです──中ちゆう途と半はん端ぱに終わった話の続きは、そちらで行いましょう」




　白い貌かおだった。

　悪あく辣らつな純白。普ふ段だんは健康的なその肌はだが、今は死し人びとのごとくに見える。

　いや──それは錯さつ覚かくだと、九罰は自分を叱しつ咤たする。彼女は意識がないだけだ。顔色は多た少しよう悪いかもしれないが、死人だというのはただのイメージだ。そんな不ふ吉きつな考えを今すぐやめろ。

　ここは病院。その一室に寝かされていた七な罪つみには、わかりやすい外がい傷しようがなに一つなかった。悪魔に襲われたという話だが──ただ眠っているだけ、と言ってもらえたらどれほど楽だっただろう。

「なっちゃん……」

　アイムが、七罪のベッドに寄り添って呟つぶやく。

　同じ病室には、七罪と同い歳どしくらいの少女たちが何人かいた。聖せい歌か隊たいの帰りに襲われたというクラーラの話を信用するならば、彼女たちも七罪の友達なのだろう。

　柴はさっきまで一緒だったのだが、先ほど看かん護ご師しに呼ばれて、病室を出ていった。柴はすぐ戻ってから話をするという。

　ここはただの病院ではない。悪魔に襲われた者も治療が可能という、エクソシストの手が入った病院であるらしかった。

「ちくしょう…………なんで、七罪が」

　大事な妹なのだ。

　ならば、それを傷つける者は許さない。すでに九罰は哀かなしむつもりなどなかった。一いつ刻こくも早く原因を究きゆう明めいする。悪魔がこんなことをしたというのなら、容よう赦しやなく灼しやく熱ねつの剣で切り裂さくつもりだった。

「アイム────こんなことする悪魔に、心当たりはある？」

　心強いのは。そのための力が、すぐ隣となりにいてくれること。

「…………んー、これは……生せい気きを吸い取ったのかなぁ？　こんなマネを好きこのんでやるヤツ……いたかなぁ」

「難しいの？　なんか、たくさんいそうな気がするけど」

「うん。生気とか魂たましいってのを好む悪魔はたくさんいるよ。でも──ほら、召しよう喚かんされた時点で、そういった対たい価か、エネルギーは召喚者から受け取っているはずなの。こんな風ふうに無む差別にやるって言うのは、代だい償しようのためというより──」

　まるで通り魔ま。

　傷つけることが目的みたい、とアイムは言った。

「もし召しよう喚かん者がこんな、無む差別な代償を許可してるんだったら────悪あく魔まも召喚者も、よっぽど危ないヤツね」

　確かに、アイムは放ほう火かしたいしたいと騒いでいるが、九く罰ばつがダメといえば絶対にやらなかった気がする。いや、一度だけ欲望に負けそうになった時もあったが。

　悪魔召喚の基本は等とう価か交こう換かん。

　代償が無くして悪魔は呼べず、呼びだした悪魔になにかしてもらうにも代償がいる。アイムの代償は人間の魂たましい。一度、九罰はそのために命を投げだそうとしたが──アイムはそのことを勘かん違ちがいしている。彼女が自分の代償について触ふれないのも。

　九罰を──ブネが成り代わっただけの偽にせ物ものだと、思っているから。アイムがなにを代償とするか、九罰は知らないことなっている。だから、迂う闊かつにそこに触れないのだろうと思った。今の九罰を矛む盾じゆんさせる、キーワードだと思っているから。

　そんなのは、全部、噓うそなのに。

「それに、これだけの生せい気きを集めても、一気に使いこなせるわけないのに。ホント、なにがしたいんだか……」

「……そうなの？　代償っていうのはたくさんあればあるほどいいんじゃないの？」

「必ずしもそうとは言えないんだけどね……。たとえば、アタシは炎ほのおを使った戦せん闘とう、ブネは死者復ふつ活かつっていう風ふうに、それぞれ専門があるわけ。専門外がいのこともできないわけじゃないけど、いくら代償を積まれても、悪魔によってできないことっていうのはあるわよ？　アタシの場合、占うらないや祈き禱とうの類たぐいはホントダメね。ああいう小こ難むずかしいのはオリアクスにやらせてほしいわ」

　確かに、占せん星せい術じゆつを語るアイムというのもなかなか想そう像ぞうができなかった。

「つまり、ソロモン七十二魔まの中で、生気を集めて、しかもこれだけの量でなにかができるヤツが、候こう補ほになるわけだけど……パッと思いつくのは、フルカスの爺じじい……でなきゃ、グラシャラボラス？　いや、アイツらならもっと派は手でにやる……あとは、ベリト。生気を好むならこの辺りかな？　まだ他にもいるだろうけど……なっちゃんにはもう匂においが残っていないから……これ以上絞しぼるのは難しいかも」

　名前を挙げられても、九罰にはピンとこない。

　けれど、それらの名めい称しようだけでも覚えておこうと思った。それらが七な罪つみを襲おそったというのなら、それだけで九罰の標ひよう的てき。アイムとともに、絶対に斬きり裂さいてみせる。

　たった一人の妹を、こんな目にあわせたのだから──。

「お待たせしました。即そく時じ即そつ刻こく、話を始めましょう」

　病室の扉とびらが開いて、小こ柄がらな少女が入ってくる。手にはいくつかファイルを持っていた。そんな様よう子すが、やり手のキャリアウーマンに見えなくもない。

「話……ですか？」

「ええ。まず最初に妹さんのことですが──ドクターの話では、外がい傷しようは全くなし。深い昏こん睡すい状態にあり、命に別べつ状じようはないそうです。他の方も同どう様ようで、数日後ごに意識は回復するそうです。安心無ぶ事じ……とは言いませんが、とりあえずそちらの心配はせずとも良いかと」

　奇くしくも、アイムと九く罰ばつが同時に息を吐いた。九罰と同じくらい──あるいは、それ以上──アイムも七な罪つみのことが気がかりだったのだろう。

「そして、妹さんを襲おそったのは間違いなく悪あく魔まです。私は今回、その悪魔の討とう伐ばつのためにここへやって来ました。私一人ひとりでは荷が重いので、九罰さんとアイムさんにも協力していただこうと思っていたのです。そのための、転てん校こう措そ置ちです」

「────エクソシストが、僕らに？」

「はい。正確に言えば協力ではなく、強きよう制せいです。あなた方は教きよう皇こうに存在を認められた、いわば国こつ教きよう庁ちようの庇ひ護ご下かにあるのです。逆らえば反はん逆ぎやくの意い思しありとし、すぐさま討伐されるということ──理解納なつ得とくいただけるでしょうか？」

　問題はない。既すでに九罰の意い思しは、その悪魔を倒す気でいるのだ。

「アイム……いいんだよね、悪魔倒たおしちゃっても」

　ただ──アイムにとって、悪魔は同どう族ぞくのはず。それを平気で討うち取ってもいいのか、それだけ訊きいておきたかった。

「うん。オッケー。ていうかさ、何度もいうけどほとんどの悪魔はアタシ嫌きらいだから。それに、悪魔は倒したって消しよう滅めつするわけじゃない。自分の居い場所の地じ獄ごくに還かえるだけ。なら躊躇ためらう理由なんかないじゃない？」

　そう言って、アイムは微ほほ笑えむ。これからストレス解かい消しようでもしようかという表情だった。

「失しつ礼れい千せん万ばんでした──妹さんが襲われているのに、黙だまって見ているはずがありませんね。アイムさんも乗り気でなによりです」

「御ご託たくは良いわ。敵の正しよう体たいはわかってるの？」

「ある程度は。町では、あちらこちらで多くの人々が妹さんと同じく、生せい気きを吸われて倒れています。その際、いくらかの目もく撃げき証言、監かん視しカメラの映像などで、召しよう喚かん者のほうはある程度判はん別べつができています」

　柴しばが、ファイルから何枚かコピー用紙をとりだした。なんだか真まっ暗くらな写真が写っているだけで、よくわからない。

「これは、監視カメラの映像をコピーしたものです。悪魔のほうは姿すがたを隠かくしているようですが、召喚者は写っています──ここ、おわかりになりますか？」

　柴が写真の一枚を指すのだが、暗い上に画が像ぞうが粗あらいため、なんだかよくわからない。人が二人いるようには、見えた。かなり小さいのだが。

（倒れている人がいるのは、わかる。それと立っているやつ。これ……髪かみ……？　金きん髪ぱつか？）

　立っているほうは、最初は、女性のようにも見えた。

　だが目をこらしてみれば──その金髪と、月光を反射するアクセサリーには、見覚えがあった。顔はわからないが、うっすらと三み日か月づきの笑えみを浮かべているようにも、見える。

「噓うそ────噓だろ。これ、羽は堂どう……？」

「やはり知っていましたか。同じ学校ですから至し極ごく当然かもしれませんね」

　柴しばの表情は変わらない。絶対零れい度どの鉄てつ面めん皮ぴは、なにが起きても変わることなどないのかもしれない、とすら思えた。




「──羽堂征せい重じゆう郎ろう。十じつ中ちゆう八はつ九く、彼が妹さんを襲おそった悪あく魔まの召しよう喚かん者です」








幕まく間あい一












　音もなく、光の槍やりが大気を震わせた。

　夜の闇やみに、朧おぼろに浮かぶ蒼そう白はくの光。それは人の形を成して街を歩く──否いな、その光は、人がまとった鎧よろいである。

　その鎧の中にいるのは、聖せいルカだ。幾いく多たの直線で構成されたその光の隙すき間まから、突き刺すような瞳ひとみがわずかに覗のぞく。

（さて──こちらはあらかた片付いたが……）

　ルカがいるのは、時計塔とうのすぐ近く。

　丘──というか、ほぼ山──に建てられた、街で一番高い時計塔。中は市役所であるらしいが、外から見る限りはレトロな街のシンボルである。この丘には幽ゆう霊れいがでるという洋館屋や敷しきもあり、妙みような雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　柴しば燐りんはどこにいるだろうか、とルカは思った。今の彼女はつまりは採さい点てん者の役割だ。試験官かんである『Ｄ』からの連れん絡らくは、つい先ほど入った。被ひ害がい者はまだまだ増える、との見方である。

（そろそろ動かないと厳きびしいぞ柴？　さあ、どうする？）

　ルカは、必要のなくなった光の鎧を解かい除じよする。いつものグレーコートは、一月の冬空によく似に合あう。

　エクソシスト本部は、死者がでないよう最大の準備をしているが──いわば街中の人間の命を賭かけて、柴一人ひとりの能力テストをしているのだ。被害が拡大すれば、柴もそうだがルカとて処しよ分ぶんは免まぬがれない。

　だが、アイムを手なずけるために、彼女に市民権けんを与えたのは評ひよう価かできる行動だった。迅じん速そくなそれは、おそらく後のち々のち柴にプラスに働くはずだ。

（というか──そもそも、存在を認めておきながら一切のアフターフォローをしない教きよう皇こうがおかしい。一体なにを考えているのだか……）

　上の考えがわからないのは、どこの世界でも同じらしい。

　長い金きん髪ぱつを冷たい夜や気きになびかせて、ルカは白いため息をつく。

　先月、ブネの討とう伐ばつの際、聖ルカは様々な規定違い反はんを犯した。例えば本部に報告を怠おこたり、独どく断だんで悪あく魔まアイムを処しよ罰ばつしようとしたこと。更さらに独断でその悪魔と協力したことだ。命令無なしには悪魔一いつ匹ぴきとて殺せないエクソシストとして、あまり褒ほめられた行動ではなかった。

　しかし、天あま草くさ教皇は事件が収しゆう拾しゆうしてからも、ルカに小こ言ごと一つさえ言わなかった。

　おまけに、遠とお野の九く罰ばつへの存在認にん可かも早すぎる。事件から二週間もしないうちに、国こつ教きよう庁ちよう内部の反対意い見けんを抑えて、遠野九罰とアイムの討伐を見送るという結けつ論ろんを下したのだ。

　そう──なんというか。

　初めから、九く罰ばつらを見み逃のがすつもりだったかのような。

（ち──わからんことだらけだ。今は考えないほうがいいな）

　とりあえず、今は柴しばのテストにだけ集中しようとルカは思う。

　街を見下ろす。漆しつ黒こくの闇やみの中に、得え体たいの知れない異い形ぎようどもが蠢うごめいているような──そんな不ぶ気き味みな錯さつ覚かくが、ルカの瞳ひとみに一いつ瞬しゆん浮かんだのだが。







[image: 第二章　羽堂征重郎の壊れた右腕]
















　羽は堂どうが悪あく魔ま召しよう喚かん者の可能性は限りなく低い、とアイムは言った。

　七な罪つみの見み舞まいの帰りである。駅から家へと至る、薄うす暗ぐらい道を二人で辿たどっている。

　柴しばに告げられた事実を、あっさりと炎ほのおの悪魔が覆くつがえしてくれた。それはもう、とても簡単な理り屈くつで。

「本当？　本当に、羽堂は──」

「だって、匂においがしなかった。召喚者ならアタシは絶対に匂いでわかる。悪魔の匂いが染しみ付いてるはずだもの。ブネの時もそうだったでしょ？」

　そう。先月の戦いで、アイムは匂いによってブネの隠かくれ家がを判はん別べつしたのだ。

　ならば既すでに何度も羽堂と話しているアイムが、悪魔の匂いに気付かないはずがない。自信満まん々まんで胸を張るアイムだが──ただでさえ大きい胸をわざわざ強調する必要があるのだろうかと九く罰ばつは思う。

「あ……でもさ、それって完かん璧ぺきなの？　なんかこう、間違ったり──とか」

　言ってしまってから──九罰は、自分のミスに気付く。

　これだけは。

　この言葉だけは、後こう悔かいしてもしきれない。言ってはいけなかったのだ。だって、アイムの表情が──不ふ意いに谷たに底ぞこに突き落とされた、子こ猫ねこのような顔つきになって。

　今までのアイムなら、こんな言葉でも傷つくはずがなかった。だって、些さ細さいな、疑いともいえない疑いに、笑って答えるはずなのだ。

　けれど、今の九罰は違う。今までの九罰ではないと、アイムは勘かん違ちがいしている。その魂たましいは完全に別の悪魔のもので──だから、アイムを信用してないような、そんな言葉を言ったら。

　アイムは、九罰が九罰でないことを、思いだしてしまう。

「────いや、ないね。アイムは信用できるもん」

「でっ……でっしょー!?　リンがどんな情報持もってるかわかんないけど、こっちの感覚のほうが何倍も確かなんだからー！」

　ぎこちない笑えみ。ああ、なんでこの悪魔はこんなに演技が下へ手たなんだろう。悪魔は誘ゆう惑わくが得意じゃないのか。噓うそ八はつ百ぴやくはお手のもののはず、なのに。

　足の先から、なにか澱よどんだどろどろしたものが溜たまっていく感じがした。その内その真まっ黒くろなものが、自分を埋め尽くすような錯さつ覚かくを。

「とりあえず、羽堂に話を聞こう。悪魔召喚者じゃないにしても──いや、だったらなおさら、なんであんなトコにいたのか、聞きださないと。柴さんに潔けつ白ぱくだって証明できない」

　気持ちを切り替えるために、九罰は言う。

　倒れた犠ぎ牲せい者と、その近くにいた、羽は堂どうらしき男。人ひと違ちがいの可能性も考えたが、柴しばは現場を丁てい寧ねいに調べ、彼の毛もう髪はつも採さい取しゆしたのだという。彼女のやってることは、退たい魔ま師しというよりほとんど警察であった。

　人ひと違ちがいということは、おそらくない。

　ならば、羽堂があの場所でなにをしていたのか。気にするべきはその点だ。

「なんか知っている……ってことなら、十分にあると思うな。なっちゃん襲おそったバカ悪あく魔まの手がかりも、あるかもしれないわね」

「うん。あとで電話してみるよ。何も知らないなら、それが一番良いんだけどね」

　そんなはずはない。自分の言葉を、九罰は自ら否定する。

　あんな、異常な場所にいたのに。それで無む関係だというなら、そちらのほうがよほど不自然だ。

　左腕うでが痛いな、と思った。鈍い痛みの左腕に、嫌いやな予感がじくじくと沁しみた。




　放課後ご、教会裏うらの林に来い。話があるならそこで聞く。

　夜に電話した時、羽堂は眠そうな声でそう答えた。口く調ちようはいつもの軽い調子。人に聞かれたくない話だと告げたら、すぐさま学校奥おくの林を指定してきた。確かにあそこは破は壊かいされた教会跡あとの裏うら手てにあって、滅めつ多たに人など来ない場所である。おまけに新しい教会の建築中ちゆうで、なおさら人は寄り付かなくなっていた。

　元もと々もと林ではない場所に土を盛り、木を植えた人工的な自然であるが──作られてかなり長い時間がたっているせいか、足場が悪い。それも人のこない理由の一いつ端たんであるのだが。

「やっぱり……今日ずっとハドーを見てたけど。悪魔の匂においは全然しなかった。傍そばに悪魔がいるようにも思えなかった。ま、気け配はい消すのが得意な悪魔は多いんだけど……」

「でも、匂いは誤ご魔ま化かせない？」

　そうそう、とアイムが機き嫌げんよさそうに頷うなずく。

　安心は──できた。羽堂が召しよう喚かん者であるなら、それはつまり七な罪つみを襲おそった犯人も羽堂であるということ。七罪と羽堂は面めん識しきもあるのだ──そんな残ざん酷こくなことを、羽堂がするとは思いたくない。

　裏の林へ向かう途と中ちゆう。制服姿すがたの九罰とアイムは、グラウンドの隅すみを二人で歩いていた。すぐ右手には教会跡あと地ち。立ち入り禁止の鉄てつ柵さくの中には、巨大な重じゆう機きが置いてあった。粉こな々ごなになった瓦が礫れきの山はもはやない。

「ていうかさぁー、なんだかなぁー。随ずい分ぶんハドーと仲良いよねぇ」

「それは付き合い長いからね。この学校に入学してすぐじゃないかな知り合ったのは。ま、仲が良いのは、お互い不ふ干かん渉しようが多いってのもあるけれど──」

　そういえば、九罰は羽堂のことを深く知らない。

　過去については、ボクシングをしていたがやめてしまったことくらいしか知らない。家族の話もあまり聞いた事がない。羽は堂どうがあの監かん視しカメラに映っていたのも気になる。頻ひん繁ぱんに夜出かけているのだろうか？

　──そんな風ふうに考えていたら、アイムがいつの間にか三さん白ぱく眼がんで睨にらみつけていた。

「ん……あれ、なに。僕なにか変なこと言った？」

「べっつにぃー。男同どう士しのくせにベタベタしてちょっと気持ち悪いなぁとか思ってないしぃー。羨うらやましいとかほんの少しも思ってないしぃー」

　要は嫉しつ妬としているらしいアイムを、九く罰ばつは少し可か愛わいらしく思ってしまう。

「はいはい。そういうのはまた今こん度ど聞くから。今はちょっとおあずけね」

「あー！　またそうやって流すー！」

「いいから。林は足あし元もと悪わるいから気をつけてね」

　羽堂との会話──彼が召しよう喚かん者でないにせよ、今回の事件に関わっているのかどうか。それだけでも確かく認にんしなくてはならない。エクソシスト見習い、柴しば燐りんの疑ぎ念ねんの矛ほこ先さきは、羽堂に向いている。それを逸そらすのが、九罰の役割だ。

　今日、羽堂と話をするということは、既すでに柴にメールで伝えてある。返事はなかったが、まさか咎とがめられることもあるまい。多少トラブルになったら素直に頭を下げよう、と九罰は思っていた。

「ん。いるいる、ハドーの気け配はいだね」

　足あし場ばの悪い林を進む。地面には盛り上がった木の根や落ちた葉ばかりで、うっかりしていると転んでしまう。おまけに日を遮さえぎる梢こずえのせいで、足元の障しよう害がい物ぶつを見落としてしまいそうだ。

　がさがさと、頭上の木の葉が鳴った。鳥でもいるのだろうか。それにしては随ずい分ぶん静かな気がする。鳴き声くらい聞こえてきてもよさそうなものだが。

「羽堂、いるの？」

「おォ。遅おせェよ遠とお野の。待ってたんだぜェ？」

　薄うす暗ぐらい林の中に、細い影が佇たたずんでいる。両手を制服のポケットの中に収めた、羽堂征せい重じゆう郎ろう。全身の金きん色いろのアクセサリーは、なぜかいつもより数が多いように見えた。

「悪いね。いきなり呼びだして。忙しくなかった？」

「まさか、暇ひまも暇よォ。それに場所指し定ていしたのは俺だしなァ。アイムちャんも来るッて言うからよォ。色々聞きたかッたとこだから丁ちよう度どいいぜ？」

「あー……ま、それはまた、で。緊きん急きゆうの話があるって言ったよね。早さつ速そく始めたいんだけど──でも、その前に、質問を一つしていいかな」

　ああいいぜェと、羽堂はいつもの笑えみで答える。

　隣となりのアイムが袖そでをひいた。怯おびえたような、震えた手で。だが九罰も気付いているのだ。それでも羽堂がいつものとおりなら、こちらも動どう揺ようは見せられない。顔色を変えず、いつものように話さなくては。

　そう──既すでにこの場で、戦いは始まっており。

　敏びん感かんにそれを感じ取った九く罰ばつは、変わらぬ穏おだやかな口く調ちようで問うた。




「──そこで倒れている女の子、なに？」




　羽は堂どうの足元には、聖せいジョージ学院の制服を着た女の子。なんのことはない。そこで意識を失い横になっている少女は、九罰にたやすく七な罪つみを連れん想そうさせた。

　取り乱すのは得とく策さくじゃない、と九罰は思し考こうする。自分は冷たい人間だ。ここで倒れているのが七罪なら、訳わけもわからず取り乱していただろうが──所しよ詮せんは他人。叫びだすほど慌あわてる必要はない──むしろそれによって、隙すきを生むのが怖い。

　もう、九罰には確信があった。

　羽堂が、なにかを隠かくしているということに。

「ク、ハ、クク」

　その声は──別べつ人じんのような、乾いた音おん質しつで。

　心しん底そこおかしそうに上半身を曲げて笑う羽堂が、九罰には親友に見えなかった。

「愛と、夢──ねェ？　ははッ、偽ぎ名めいにしたッてもう少し良い名前あんだろォがよォ？　あんまりそのまんまなんで笑いこらえるの大変だッたぜェ？　火か炎えんの悪あく魔まアイム、もしかしたら隠す気もなかッたんじャねェ？」

「お前────」

　寒気がした。

　もう十分だ。羽堂は知っている。アイムが悪魔だという事を。何な故ぜ。決まっている。柴しば燐りんの言葉が、頭に鮮せん明めいに蘇よみがえった。

　十じつ中ちゆう八はつ九く、羽堂が七罪を襲おそった悪魔の、召しよう喚かん者────。

「噓うそ……匂においは、しなかったのに？」

　震える声はアイム。だが、炎ほのおの悪魔は、訝いぶかしんではいても動どう揺ようなどしていなかった。むしろ正体不ふ明めいの力に対して警けい戒かいを深めている。その隙の無さは、さすがだった。

「はッ。ウチのフォラスは薬やく草そうと鉱こう石せきにはバカみたいに詳しくてなァ。薬草を調ちよう合ごうして匂いを消すアロマを作ッてくれたのさ。ただの香こう水すいじャなく悪魔が作ッたもんだ──さすがのアイムちャんでもどうにもならねェだろォ？　もちろんこれは俺のためだけのモノじャねェ。気付かなかッたか、フォラスはいつも学校にいたんだぜ？　匂いをごまかし姿すがたを消して気け配はいを隠してなァ」

　フォラスというのは、悪魔の名前か。

　九罰は思いだす。羽堂をいつもとりまいていた、爽さわやかなシトラスの香り。あれが、対たい悪魔用のカモフラージュだったのか。ならば同どう様ようのアロマを彼の悪あく魔まも身につけ、召しよう喚かん者の傍そばにいたとしてもおかしくない。

「どうした遠とお野の。怖気おじけづいたとか言いだすなよォ。この街はバカみてェに悪魔召喚者が多いんだぜ。あんまり多いんで次元が変な風ふうに歪ゆがんじまッて、悪魔がすげェ実じつ体たい化かしやすくなッてんだ。お前が倒した仁に藤とうの旦だん那な──ブネや、丘の上の洋館に住んでる姉あね御ごも悪魔を呼んでる。なら俺が召喚者でもおかしくねェだろォよ」

「────そんなことはどうでもいいんだよ」

　九く罰ばつは深い声をだす。

　親友が召喚者だった。七な罪つみを襲おそったかもしれない。ああ、それはそれで驚くべき事実だ。状況によっては彼を殴なぐり飛ばすくらいはしなくてはなるまい。

　だけど、今はそれより。

「羽は堂どう。そこの女の子、助ける気あるの？　放っておいたら危なくない？」

　そう、そちらのほうがはるかに重要。先ほど、他人の危き機きに取り乱すことなどないと思ったばかりだったが──どうやらそれは、誤った自己認にん識しきのようだった。

　これ以上、七罪のような被害者をだしてたまるかという、九罰の固い意い思し。それは同時に、羽堂を加か害がい者にしたくないという想いの顕あらわれでもある。

　もっとも──後者は、既すでに手遅れかもしれなかったが。

「あァーあァーあァー、ダメダメ。こいつはまだ生せい気き吸い取ってねェからよォ。ちャんと代だい償しようやらねェとフォラスがごねるんだわ。だからきちんと全部もらッとかねェと」

「なっちゃんも────そうして、危ない目にあわせたの？」

　熱が感じられる。

　アイムの体温が、怒りで上昇しているのだ。もちろんそれは錯さつ覚かくなのだが──空気がゆらぎそうな、アイムの憤ふん怒ぬは感じられた。

「あ？　誰だれだそれ？　襲ッたヤツなんざいちいち覚えて────んん？　そういや昨日きのう聖せい歌か隊たいを襲ッたが……そうだ！　遠野の妹もいたじャねェか！　七罪だからなッちャんねェ！　だからお前そんなに怒ってんのかァ！」

「ごちゃごちゃごちゃごちゃうるさいなあ！　その子助ける気がないならどいてなよ！　邪じや魔まするなら今すぐ倒してやるからさっさと来い！」

　既に、エンジンはかかっている。

　小型のライターを取りだした九罰は、慣れた手つきで火をつける。アイムが九罰の中に滑すべりこむ感覚。そして同時にライターから伸びる、ファインセラミックスの耐たい熱ねつブレード。高温に熱せられた陶とうの刃やいばは、あらゆるものを溶かして斬きる。

　白はつ化かする九罰の髪かみ。人間の遠野九罰はこの場で、白はく髪はつ振り乱す炎えん鬼きに変へん貌ぼうする。

「やるのか？　クハハ、悪魔使つかいがエクソシストの真ま似ね事ごととはねェ！　そんじャあこッちも、本気出さねェと失礼だよなァ！」

　羽は堂どうは、ポケットから腕をだした。二度とボクシングができないほどのケガを負った、使えない右腕を。

　だが──悪あく魔まがいるなら、そんな楽らつ観かんは無むに還かえる。

「出てこいフォラス────潰つぶすぞ、ムダに怒りで熱くなってるバカをなァ」




　空気が歪ゆがむ。

　羽堂の隣となり──今までなにもなかった空間に、蜃しん気き楼ろうのように人ひと影かげが浮かんだ。だがそれは、幻まぼろしでもなんでもない実じつ体たいだ。

　体たい軀くの小さな子供。ぼろぼろの布をまとっており、顔にはフードを被かぶっていた。顔を半はん分ぶん以上覆おおうフードのせいで、性別すらもわからない。何年も砂漠を歩いてきた旅人のようだった。

『あれが────フォラス。別名『探たん索さく者の総そう統とう』。薬やく草そう、鉱こう物ぶつ知識の他、応急治ち療りようにも長たけてる。さっきのは空気を歪め屈くつ折せつ率りつを変えて、自分の姿すがたを隠かくしていたのね』

　九く罰ばつの中のアイムが語りかける。だが、その声に多少のノイズが混じっているのが、気になった。

「気をつけることは？」

『な、ない。ない……と思うわ。戦せん闘とうじゃアタシに敵かなうはずないけど……でも、アタシ、さっきのアロマのこともわかんなかった。フォラスはあんまり口くち数かずが多くないし、なんか、アタシの知らない隠し玉だまがあるかも……』

　アイムは、屈くつ指しの戦闘悪魔。こと火か炎えんを使った虐ぎやく殺さつにおいては、絶対の自信を持つ。そんなアイムにしては、少々弱気な発言だと思った。

「大だい丈じよう夫ぶ。アイムのこと信じてる──ていうか、ありえないでしょ。アイムが戦いで負けるなんて」

　アイムの強気を取り戻そうと、静かに告げる九罰。どれだけ効果があったかはわからない。そもそも──同どう化かしているのに、アイムの感情が深く読みとれない。つながりが感じられない。

（くそ、なんだ──調子が、悪い？　噓うそだろ──）

　だが敵は待ってくれない。多少の不調など、なんとかするしかない。

　にやにやと笑えみを浮かべ、距離をとる羽堂。ステップの一つ一つが、元ボクサーとしての経験を感じさせる。彼の右腕うでは肩より上にあがらない。確かに、肩を使っていないが──それでも羽堂は、右腕も左と同じように構えていた。

「俺はな遠とお野のォ、まだボクシングに未み練れんがあんだよ」

　フードをかぶったフォラスも、またテンポよくステップを刻んでいる。こちらもなにか攻こう撃げき手段があるに違いない。アイムのように同化はしないようだが──。

「だけど医者に見放された腕は、悪魔にだッておいそれと治せねェ。大だい体たい悪魔ッてな大おお雑ざつ把ぱでなァ、腕が痛いてェなんとかしろッて言ッたら腕ごと斬きり落とそうとするような連れん中ちゆうでよォ、なかなか難しいのさァ。こいつらに下へ手たに触さわらせてそんな雑ざつな治ち療りようされてもよォ────ハ、それじャ繊せん細さいで大だい胆たんで豪ごう快かいで微び妙みような、前のボクシングはできねェよ」

「ふん、それで？　自じ棄きになって街の人を襲おそってるって？」

　九く罰ばつは薄うす暗ぐらい中、間合いを測る羽は堂どうを目で追う。あちらは素す手でだ。攻こう撃げきするためには近づいてこなくてはならない。九罰はそれを、リーチで勝る剣で返り討うちにすればいい。

『もちろん、飛び道どう具ぐ持ってる可能性もある──けど大だい丈じよう夫ぶ。同どう化かしてる今なら、ほとんどの攻撃は反応して避けられるよ、クバツ！』

　アイムの声に頷うなずきながら、九罰は慎しん重ちように剣を構えた。

「は、バカにすんな遠とお野の。んな訳わけねェだろ。フォラスッてのは格かく闘とうの悪魔ッて説もあッてなァ、俺はこれが希望だと思ッたのさ。格闘の悪魔ならもしかしたら、俺のボクシングを取り戻してくれるかもしれねェッてな。だがこの話はすんげェ胡う散さん臭くさかッたんだ。悪あく魔ま召しよう喚かんの魔ま道どう書しよなんてなァどれもこれも噓うそ八はつ百ぴやく。なにが本当かわかりャしねェ。せッかく準備しても、肝かん心じんの悪魔が『できません』なんて言ッたら最悪だろォ？　だが、まあ、結果的には────」

　ジャラリ、と羽堂のアクセサリーが揺れる。全身のチェーンやブレス。装そう飾しよく過か多たなそれらには、さらにいかにも無む意味そうな小さな金属片へんがくっついていた。金属がこすれあい、風ふう鈴りんのように音を奏かなでて。

「俺ァ戦えるようになッたんだがな？」

　風の音がする。羽堂の右腕うでが繰りだされる。鳩尾みぞおちのあたりを狙ねらう低いブローは、しかし遠い。

　ならば来る。腕は届く距離にはない。だとすれば飛び道具。銃じゆう弾だんですら回かい避ひできる今の状態なら、たとえどのような攻撃がこようとかわし、その上で反はん撃げきを──。

「が！　が、あッ…………!?」

　できなかった。

　ふざけたくらい重い一いち撃げきが、九罰の脳のう天てんを直ちよく撃げきする。あまりの衝しよう撃げきに、視し界かいは白はく濁だく。ノイズのような異い音おんが耳を焼く。

（は、な、なに────攻撃、された!?）

　羽堂の腕は数メートル先。どうやっても届くはずがない。

「ほらボケんな間ま抜ぬけ。次いくぞ」

　羽堂が腕を振るう。弧こを描いて斜め下を狙うそれは、どこか蟷こう蝠もりに似ていて。

　そしてそれに合わせるかのように、九罰の周囲の地面がえぐられた。まるで見えない砲ほう弾だんが打ちこまれたかのように──柔らかい土のしぶきがあがる。

　ふらつく足元を狙い、地面が吹き飛ばされる。土と一いつ緒しよに、無ぶ様ざまに吹き飛ばされた。

（くそ────ッざけやがって！）

『クバツ！　あれは風！　圧あつ縮しゆくされた大気だよ！　それを作りだして、拳こぶしと一緒に撃うちだしてる！　空気の弾だん丸がんは見えないけど──よく観察すれば避けられるはず！』

　空気、なのか。圧あつ縮しゆくされた空気というのはここまで攻こう撃げき力を得るものなのだろうか。九く罰ばつにはわからなかったが──頭の鈍どん痛つうは未いまだに健けん在ざいだ。

「いいよアイム。風を操あやつってるなら、避けるよりもっと良い方法がある」

「ほォ。風に気付いたか」

　嘲あざけるように、羽は堂どうが笑えみを浮かべる。彼は戦せん闘とう開始から、ほとんど一定範はん囲いから逸いつ脱だつしていないのだ。余よ裕ゆうの表れか。

「フォラスの四し大だいは風。大たい罪ざいは強ごう欲よく。このチェーンやブレスは鳴なる子こ──いわゆる風ふう鈴りんになッててなァ、風が吹くとチキチキ鳴るんだが」

　羽堂が身につけている無数のアクセサリーも、なにか技を放つための媒ばい介かいらしい。九罰は先月の、銀の装そう飾しよく品ひんをひたすらに集めていた悪あく魔まを思いだす。

「風が吹くと音が鳴るのか、音が鳴ると風が吹くのか。遠とお野のはどッちだと思うよ？　もちろん普通に考えりャ前者なんだがな？　もし、もしも音が鳴った時に風が吹くんだとしたら、俺がちョッと腕を動かすだけで────」

　爽さわやかな金属音。同時に耳を襲おそう、風の音。

『因いん果がを逆ぎやく転てんさせて風を操ってる？　だったらクバツ、あのアクセを────いや、ダメか。それには近づかないと』
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「一気に……行く？　ライターの数ならあるんだ。力ちから押おしでなんとか」

　以前の戦いを踏まえて、九く罰ばつは常に多くのライターを携けい帯たいしていた。

　数さえあれば、とりあえず武ぶ器きを破は壊かいされてそのまま負ける、などということはない。ブレードをいくつも作りだして投とう擲てきするということもできるし──アイムも、時たま火を眺ながめていたら落ち着くのだという。

　そんなわけで、数に頼んだ突とつ撃げきも可能なのだが──。

『無む茶ちやは絶対ダメだよクバツ。相手は風。力押しで行ったら絶対に受け流される』

「じゃあ、あれだ。こないだ打ち合わせたヤツは？」

『アレもちょっと……相あい性しよう悪いよクバツ。でも、アタシちょっと思いついたことあるから』

　アイムが、早はや口くちに指し示じをくれた。

　羽堂はいまだ余よ裕ゆうで笑っている。もし勝しよう機きがあるとするなら、その余裕を突くしかない。

「おらどうしたァ遠とお野の！　動きが止まッてんぞォ！」

　羽は堂どうが腕を振るう。裏うら拳けんのような一いち撃げきは、本来なら九罰に届くはずもない。

　だが、彼の拳こぶしが脅きよう威いなのではない。振るった腕によって指し向こう性せいを得た烈ねつ風ぷうの砲ほう弾だんが、木を薙なぎ倒し地面をえぐり取る。

　二に撃げき目めは──かろうじて避けた。土と泥どろが舞い上がる横を、すり抜ける。地面にはクレーターのごとき大おお穴あなが作られていた。

『くっ……好き放ほう題だいやって……っ！』

　九罰はまだいい。だがこのままでは、倒れている女じよ生徒も巻きこまれる危険がある。

『クバツ！　まわりこんでッ！』

　次々と襲おそい来る砲弾。見てからかわしたのでは間に合わない。敵の攻こう撃げきが追いつかないほどの速度で動きまわるしかない。

　嬲なぶられている──そんな実感はあった。積極的に攻勢にでられない九罰を、羽堂はじわじわと追い詰つめているのだ。その気になれば直ちよく撃げきさせられる風の砲弾を、わざとはずして。

　ふざけるな、と思った。

「なめる────なッ！」

　無む論ろん、九罰もやられっぱなしではない。手にした熱ねつ剣けんを投擲し、羽堂の厄やつ介かいな腕を落とそうとする。それは真しん紅くの風かぜ斬きり羽。都つ合ごう四本。

「ジャブにもなッてねェぞォ、こんなもんよォ！」

　羽堂の喝かつとともに、あっさりと全てのブレードが落下した。圧あつ縮しゆく大気を上から叩たたきつけて、回転する剣を止めたのだ。

　それでも九罰は次々とライターを点火して、羽堂に投げつけた。軽いライターだから、予備はいくらでも持っている。時には地面に突き刺して、羽堂の動きを阻そ害がいする。

「ちッ──遠野ォ！　てめェいつから曲きよく芸げい師しになッたんだァ!?」

　そう、その様さまは曲きよく芸げいに似る。無む数すうの剣を投げつけるさまは、ジャグリングを連れん想そうさせた。飛び道具の応おう酬しゆうは、しかしわずかに羽は堂どうに分があった。

　それでも、わずかだ。羽堂もその場にとどまる余よ裕ゆうはなくなってきたのだろう。足元の女生徒を置き去りに、九く罰ばつの背後をとろうと回りこむ。もっとも九罰とて、そう簡単に背後をとらせるような真ま似ねはしない。

　剣の舞まい。乱れる風。

　そろそろライターの残りが少なくなってきたころ、ようやく九罰は剣の投とう擲てきを止めた。羽堂も訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

　攻こう撃げきを止めたのは──九罰の後ろに、女じよ生徒がいるからだ。九罰は彼女をかばうように立つ。

「ク、クハハハ。おィおィ、人のことより自分の心配しようぜェ遠とお野の。どッちが不利かくらいわかんだろォがよ？」

　よく喋しやべるやつだ、と九罰は思う。相あい対たい距離は十メートルほどか。二人をはさむ地面には、羽堂の風によって無数のクレーターが穿うがたれていた。散らばっているのは、すでに力を失ったライター。

『クバツ、いけるよね？　ちゃんとライター残ってる？』

　もちろんだ。すぐさま手にとって、両手に二本の剣を出現させる。残りはあと三本くらい。

「もういい、死ねよ遠野」

　羽堂の、その言葉が合あい図ずだ。

　九罰は両手に持った剣を投げつけた。一つは羽堂をかすりもせず後方へ。もう一つは──狙ねらいたがわず羽堂の首へ。

「なめてんじャねェ！」

　だが、それは落とされる。彼を狙うライターは、もはやない。

「こんな下へ手たな投擲で俺を倒せると思ッたのか遠野よォ！」

　羽堂が左腕うでを引く。鞭むちのようにしなる腕から、脅きよう威い的な風が襲おそうのは一いつ瞬しゆん。

　一瞬。のはず。なのだが。

「後ろ見てみろよ、羽堂」

　あァ──という、どこか間ま抜ぬけな声とともに。

「な────ァあ!?　ンだとォ!?」

　予想外がいだったのか、羽堂の声があがるが──九罰にしてみれば、当然。

　九罰の投げた剣の一本は──地面に突き刺さっていた。より正確に言うなら、地面に穿うがたれたクレーターから露ろ出しゆつする、水道管かんに。高熱の金属が水道管を貫つらぬいている。

　羽堂がなにか叫ぼうとした気がしたが。

　それを言う前に、彼の身体からだは水と金属の奔ほん流りゆうに吞みこまれた。




　水蒸気爆ばく発はつ。

　水道管かんに高温のブレードを突き刺したことで、それは発生した。水が一いつ瞬しゆんで気き化かして爆発を生じさせるのだ。詳しいメカニズムなどはわからないが──水道管が一気に爆ばく砕さいしたのは、よく見えた。

　余よ波はがこちらまでやってくる。大量の水しぶきと金属片へん。だが、あらかじめ距離をとっていたので、大した威い力りよくではなかった。ライターの剣の一本で事こと足たりる。だが──これを至し近きんで喰らった羽は堂どうは、無事では済むまい。

　むしろ意い外がいだったのは──こんな科学的なことを、アイムが知っていたことだ。

『ナイス、クバツ！　良い感じじゃない！　こんな爆発じゃ、風の防ぼう壁へき作ろうとしても上う手まくいきっこない──クリティカルヒットよ！』

「いや、でもアイム。これはやりすぎじゃ……」

　水蒸気によるとはいえ、一応は爆発である。炎ほのおの悪あく魔まの知識の領りよう分ぶん、ということなのだろうか。九く罰ばつはまったく知らなかったわけだが。

　彼女の指し示じどおり、羽堂を無む数すうの剣の投とう擲てきでおびき寄せた。九罰は距離をとり、女じよ生徒も巻きこまないような位置取りを作ってから──あの爆発を起こしたのだ。水によるものとはいえ、直ちよく撃げきすれば一たまりもあるまい。

　視し界かいが悪い。爆発によって散った水蒸気で、霧きりのようなものが立ちこめている。

『ふん、これで死んでたって自じ業ごう自じ得とくでしょ？　なっちゃん襲おそったヤツなんだからこれくらいしてやらないと』

　羽堂が犯人、だったのだろうか。どちらにせよ詳しく問いたださないと、真実は見えてこないだろう。仮にも親友なのだ。彼の死体など見たくもない。

「ハ、クハハハ、やッてくれるぜェ遠とお野のよォ！」

　声が聞こえた。羽堂の声。手足の長いシルエットが、霧の中に浮かぶ──死んでは、いなかったか。

　思わず、ほっとしてしまった。先ほどまで敵だった相手に、どうかしているとは自分でも思うのだが。

　だから。

『クバツ後ろに──────────ッ！』

　アイムの悲ひ痛つうな警けい告こくに、九罰はすぐに動けなかった。

　気付けば霧の中に立つ、ボロボロの服。顔の隠かくれた小さな悪魔は、その体からは想そう像ぞうもできない速度で拳こぶしを放つ。

「なッ…………」

　それでも、反応できたのは奇き跡せきか。

　弾だん丸がんのような左ストレートを、咄とつ嗟さに作った剣で受け止める。灼しやく熱ねつの剣に、フォラスは迷わず拳こぶしを打ちこんできた。

（ぐぅ────重……いッ！）

　小さな体たい軀くのどこに、そんな重量があるというのか。

　まったく熱におびえずに、フォラスが鬼おにのような追つい撃げきを。左右のジャブ、足を狙ねらうローからそのまま回し蹴げりへと。なんとか全て剣で受け止めるものの──一いち撃げき一撃が砲ほう弾だんのような重さを伴って。

　しかも、高熱の剣に触ふれたはずのその拳には、火傷やけど一つみられなかった。

　霧きりが晴れる。晴れた先に羽は堂どうの姿すがたも見えたが──そこに傷きず一つなかった。あれだけの爆ばく発はつを直ちよく撃げきしておいて、なお。

　どういうことか──考える前に、わかった。フォラスの身体からだに、小さい金属片へんがいくつも突き刺さっているのが見えたからだ。爆発した水道管かんの破は片へん。

　風の防ぼう壁へきを作れない羽堂は、自分の悪あく魔まを盾たてとしたのだ。

『この────チグリスの河か戦せんでも逃げ回ってた臆おく病びよう者のくせにッ！』

　剣が振るわれる。フォラスの攻こう撃げき力は存ぞん外がいに高い。防ぼう戦せん一方ではいずれ負けると判断した九く罰ばつが、高こう温度の剣を一いつ閃せんし──。

　だが、かわされる。

　風のように軽やかに舞うフォラスは。九罰の剣などなんの苦もなくかわしてしまう。わずかに剣けん先さきが、フォラスのフードをかするのみ。

「……………………」

　佇たたずみ、間合いをはかるは無む言ごんの悪魔。

　フードの脱げたそこに浮かぶ顔は──十歳さいにもならないだろう、少女のものだった。

「なッ──女の子!?」

「ほォ。女だとなんか都つ合ごう悪ィのか遠とお野の？」

　背後には軽い声。

　だが、その体に秘ひめられた威い力りよくは決して軽いものではない。九罰は振り向き、瞬しゆん時じに対たい処しよしようとするが──。

「鈍い」

　頭ず蓋がいを狙ねらうハイキック。隙すきの大きいそれはいくらでも防ぐことができたが──無む論ろん、それは攻撃の本ほん質しつではない。それより羽堂の足にまとわりついてくる、凶きよう悪あくな圧あつ縮しゆく大気のほうがはるかに脅きよう威い。

　だが──それでも、かわす。腕の軌き道どうを見れば、たとえ不ふ可か視しの風でも身をひねってかわすことができた。すぐそばを抜ける高圧の大気が、背せ筋すじを凍りつかせるが。

　避けた。

「がッ…………あッ……」

　──はず、なのに。

　骨の軋きしむ音が耳じ朶だを叩たたく。九く罰ばつをかわしたはずの攻こう撃げきは、しかし背後から彼を襲おそった。たまらず宙に投げだされる九罰。

『風を……殴なぐって、反射させたッ……!?』

　呆ぼう然ぜんとしたアイムの声。

　背中から突き上げられた九罰は、一いつ瞬しゆんだけ──拳こぶしを突きだした姿し勢せいで止まる、フォラスの姿すがたを見ることができた。

（無む茶ちや苦く茶ちや……だっ。こいつら……！）

　このまま落下すれば地面に叩きつけられるのは目に見えていた。すぐさま受うけ身みをとろうと身体からだをひねる。

（くっそ……くそ！　なんで！　身体が反応できなくなってる!?　こないだの時はあれを避けるくらいはできたはずなのに──ッ！）

　背後に回った羽は堂どうにも気付けなかった。

　フォラスの連れん撃げきだって、防ぐだけでなくかわすこともできたはずなのに。

　彼らの攻撃は、いずれもアイムと同どう化かした九罰にはどうにか対たい処しよできるはずだった。二人のコンビネーションも怖ろしいが──それ以前に、九罰が弱くなっているのだ。

『クバツ上ッ！』

　アイムの警けい告こくは、しかし宙を舞う九罰にはどうにもならない。

　フォラスが、空気に立っていた。いや、浮かんでいるというのがニュアンスが近いか。空気を圧あつ縮しゆくし、その上に乗っているのだとすぐに知れた。

　砲ほう弾だんの威い力りよくを持つその腕を、フォラスが振りかぶる。

　落下中ちゆうの九罰になにができるはずもなく。

（まず……ッ！）

　フォラスの一いち撃げきによって、九罰は地面に叩きつけられた。

「が──あ！　ああ！　ああああああッ！」

　視し界かいが反はん転てんする。全身の骨と内ない臓ぞうの悲鳴が神しん経けいを通って脳のう髄ずいをぐちゃぐちゃにかき乱す。喉のど奥おくからぬるりとした液体が溢あふれて口くち端はを伝う。アイムの声もノイズと耳鳴りでほとんど聞こえなかった。

　地面に激げき突とつした背骨が慟どう哭こくし、フォラスに撃うちぬかれた腹は胃い液えきを逆ぎやく流りゆうさせる。仰あお向むけに寝た身体は、動かない。頭の命令が行き届かない。

（ッつ…………くそ──動け！　動けよ僕の身体ッ！）

　強ごう引いんに動かそうとしても、痛みがそれを遮さえぎる。それでもこんなところで寝ているわけにはいかない。何な故ぜならすぐ傍そばに──。

「よォ。良いザマだなァ遠とお野の。大おお口ぐち叩いた割にショボくてがッかりだッつの」

　三み日か月づき形がたの笑えみを浮かべ九く罰ばつを見下ろす、羽は堂どう征せい重じゆう郎ろうがいるのだから。

　既すでに戦いは終わりだとでも言いたげに、両手をポケットに収めている。だが彼の技は圧あつ縮しゆく空気の砲ほう弾だんなのだ。照しよう準じゆんさえつけられるのならば、拳こぶしを放つ必要すらない。

「は、どう……おま……え……」

「『同どう化か』までできるッつーから期待してたんだ。それなのにこんなザコとはねェ。なァ、遠とお野の。お前に悪あく魔まは使ェねえよ。甘すぎんだ──笑ッちまうほどになァ」

　彼の一いち撃げきを食らえば、おそらく再さい起きは不能。いや、かなりの確かく率りつで死ぬ事になる。

　どうすればいいのか。指ゆび一本動うごかせない状態で、はたして逆ぎやく転てんは可能か。アイムならなにか良い案を教えてくれたかもしれないが──賢かしこい相あい棒ぼうの声は、今は耳鳴りで聞こえない。

「悪魔使つかう気なら甘さは捨てろ。相手は神様に見放された堕だ落らくの頂点だ。邪じや心しんなしで、綺き麗れいに付き合ッていこうなんざ──そりャ、バカのやることだ」

　そうなのか。

　自分のやっていることは、おかしいのか。自分にとってのアイムは、確かに少しだけ自分とは違う『異い質しつ』だ。だが、それでも可か愛わいくて強い──そんな女の子だというのに。

「違う……」

　だから、言った。

　指一本動かせなくても。目の前のふざけた野や郎ろうの顔を殴なぐり飛ばせなくても。その言葉だけは、否定しなくては気がすまない。でないと──アイムが、なにか、自分の知らない穢けがれたものだとされているような気がして。

「そんな……そんなこと…………絶対に……ないッ……！」

「そうかい。じャそのまま死ねや」

　殺人プレスが振り下ろされる。わずかに羽堂は手を震わせるだけだ。

　不ふ可か視しの攻こう撃げきは、まな板の上でのたうつ九罰に正確に命めい中ちゆうするはずだ。はずれるはずもない。そして当たればもう、死ぬのは間違いない。

　だが。

　諦あきらめるものか。

（ここ……ここで終われるかよ！　アイムとか七な罪つみとか、僕が守りたいものはたくさんあるんだ！　それを虚こ仮けにされて、こんな……ッ！）

　九罰は、直ちよく撃げきの瞬しゆん間かんまで、突とつ破ぱ口こうを探そうとして────。




　するりと、身体からだからなにかが抜けるのを感じた。




「え──？」

　見れば、白はく髪はつの少女が自分をかばっている。直撃が死につながる空気砲ほうから、だ。

「なッ、は、アイムダメだそれは────ッ！」

「はッはァ！　死なば諸もろ共ともッてか泣かせるねェ！」

　九く罰ばつをかばおうとしたアイム。そのアイムをさらにかばおうとした九罰。

　そんな二人がいたところで、羽は堂どうがその攻こう撃げきを止めるはずもない。

　結局のところ──アイムと九罰は二人同どう時じにとどめの一いち撃げきを受けるという、最悪の形でこの戦いを終しゆう結けつさせたのであった。




　目が醒さめた。その瞬しゆん間かんに、自分はまだ死んでいないことに気付いた。

「あ、れ……死んでな────痛ッ!?」

　激げき痛つうが体内を通つう過かする。もっともそれは戦せん闘とう中に比べればはるかにマシで、自じ力りきで起き上がるくらいは十分に可能だった。

（ここは──どこ。病院か？）

　純じゆん白ぱくのシーツと、薄いベージュのカーテン。仕切られたベッドからは、外の様よう子すは窺うかがえないが、こんな景け色しきは病院くらいだろう。

　自分の身体からだを見れば、あちこちに包ほう帯たいが巻いてある。熱い痛みを帯びているのは打だ撲ぼくされた箇所だろうが──どうやら、そこにも軟なん膏こう薬やくが塗ってあるらしかった。肌はだにベタベタとした感かん触しよくがある。

（一体、誰だれが────いや、そんなことよりアイムは!?）

　羽堂の一撃を、身を挺ていしてかばったアイム。

　だが、それを九罰が引き止めようとした結果、二人とも無む防備な最悪のとどめを食らってしまったことになる。自分のケガと同様、アイムもかなりのケガを負っているはずだし──。

　しかも、アイムは悪あく魔ま。普通の治ち療りようで彼女のケガが治るとは思えない。アイムが痛みで苦しんでいるかも、というのは──とても嫌いやな想そう像ぞうだった。

　九罰はベッドを仕切っているカーテンを開けた。やはり病院だったようで、九罰のベッドのほかにも同じものが５、６台あった。

（見覚えがある────七な罪つみのいるはずの、病院？）

　病室は違うようだが、ベッドの形や間ま取どりなどはよく似ていた。もっとも、入院部べ屋やなどそうそう変わらないだろうから、他の病院である可能性もあったが。

　カーテンで仕切られたベッドは、九罰以外には一つ。他はみな空くう席せきのようだった。こういう病院は大体が入院患かん者じやで埋まっているものだと思ったのだが──それは、違うのか。

「ん…………ん」

　ふと、隣となりのベッドから寝ね息いきが。

　カーテンの奥からするそのかすかな音は、まぎれもなくアイムのものだった。

「あれ。アイム、そこ？」

　思わず心配で、仕切りのカーテンを開ける。包ほう帯たいにまみれたアイムがいませんように、なんて思いながら。

「────────え？」

　そこにいたのは、もちろんアイム。すうすうと気持ち良さそうに横たわっている。ただし、上じよう半身に衣服はない。その大きな胸は何にも邪じや魔まされることなく、積極的な自じ己こ主張をしていた。

　そしてもう一人。漆しつ黒こくの衣服をまとった、無ぶ精しよう髭ひげの不ぶ気き味みな中年男おとこ。そいつは今まさに、剝むきだしのアイムの胸に手をあてていた。蟲むしがたかるような嫌いやなイメージが、九く罰ばつの中に浮かぶ。

　無精髭がこちらを向く。その目はまるで沼ぬまのようにどろりと濁にごっていて──。

「……治療中だ。失せろ馬ば鹿か者がァッ！」

「え？」

　殴なぐられたと、初めはわからなかった。

　気付けば顔面が強い熱を持っている。以前ブネに蹴けられた場所を的てき確かくに殴られたらしい。あまりに早い拳こぶしは、その事実を九罰が倒れるまで理解させなかった。痛みは遅れて、じんわりとやって来る。

「な────あ？」

「しばらくそこで寝ていろケガ人にんが。こいつの治療を終えたら事情を話してやる」

　無精髭の中年男は、そのまま投げ捨てるように九罰をベッドに放りだす。しかも片手だ。黒くろ服ふくで隠かくれているが、よほどの体格を持っているようだった。病院などより闘とう技ぎ場じようにいたほうがよほど似に合あう。

「ていうか治療？　────はあ!?　医者!?」

「叫ぶな愚おろか者が。それ以外に見えると言うなら今から目の手術をしてやろう。言っておくがこの服は色が違うだけで白はく衣いだぞ？」

　カーテンで仕切られたアイムのベッドから、そんな声が聞こえる。変へん質しつ者の所しよ業ぎようと思われた彼の行動も、どうやら診しん察さつの一いつ環かんらしかった。黒い白衣など見たことないが。

「あーもう、正直に言うよ。ふざけんな」

　返事はなかった。というかそもそもアイムは悪あく魔まなのだ。普通の医者に治療は無理──というか、触ふれただけで火傷やけどするほど高温のはずだ。なのにあの（自じ称しよう）医者は普通に触さわっている。胸のあたりを触っていたのは心しん臓ぞうの鼓こ動どうでも確かく認にんしたのだろうか。悪魔に心臓があるかはわからなかったが。

　一体どうなっているのか、九罰にはさっぱりであった。

　やがて、黒ずくめがアイムのベッドから出てくる。その真まっ黒くろな服は、なるほど色こそ違えど、確かに白衣であった。汚れが目立たないと言う意味では、血がつこうが内ない臓ぞうが飛び散ろうが平気に違いない。もちろん冗じよう談だんだが。

「安心しろヘタレが。良かったな、貴き様さまの悪あく魔まは大したケガも負っていない。多少の打だ撲ぼくは今俺が治ち療りようしてやった。感謝するがいい」

　尊そん大だいな態度をまったく崩くずさない男。九く罰ばつは既すでに結けつ論ろんづけている。この男はひねくれまくった嫌いやなやつなのだ、と。

「あんたは？」

「貴様から名乗るのが礼れい儀ぎだ無ぶ礼れい者が。────俺は『Ｄ』の聖せいディオニュシウスという。天あま草くさ国こつ教きよう庁ちよう所しよ属ぞくのエクソシストだよ。この聖ドニ病院も俺の経営だ」

　なんとなくそんな気がしたので、九罰は大して驚かなかった。アイムの治療をしている時点で、この医者を普通の医者とは思っていないし、この病院はそもそも天草国教庁関かん連れんの病院だったはずだ。

「『Ｄ』はドクターのイニシャルだ。俺は戦せん闘とう要よう員いんじゃなく、悪魔によって負った傷の治療を専門にしている。いわゆる後方支し援えんだ。今回の事件も、悪魔による被害が広がる事が予測できたが──担当が、まだ見習いの柴しばだからな。弟で子しに任せてもよかったが、ヤツの後こう見けん人にんとしてここまで出で張ばってきたということだ」

「へえ……なんか、槍やりとか剣とか振り回す人ばっかりかと」

「思し慮りよが浅いな未み熟じゆく者が。それは聖ルカを基準にしているのか？　戦闘は一人でやるものじゃない。それに俺の治療対たい象しようはエクソシストだけじゃないぞ。悪魔に傷つけられた一般人も治療している。貴様の妹も俺が治療した。さあ額ぬかづいて感謝しろ」

「七な罪つみもさっきのアイムみたいにセクハラしたの？　くたばれよ」

　ディオニュシウスは答えない。不ふ機き嫌げんそうな顔をしたまま、その辺の椅い子すを適当にひいて座った。

　窓から差しこむ光は、ない。夜なのか、それとも早すぎる朝なのか。どちらにせよ、日付が変わっているのは確かに思えた。

「ていうかさ──僕、殺されそうになったはずなんだけど」

「そうだな死にぞこないが。柴しばがあの現場に駆かけつけた。その後、羽は堂どうとかいう召しよう喚かん者と一いつ戦せんを交えたが──羽堂は逃亡。その後、貴様たちと、気き絶ぜつしていた女性を助けたそうだ。あいつは仕事が速いからな、すぐさまウチの病院の車を呼んだ」

「柴さんが…………」

　羽堂と話すという事は、柴にメールで伝えておいた。こういう結果になると、彼女は予想していたのだろうか。

　柴がいなかったらと思うとぞっとする。自分の甘さに吐き気がした。

　彼女の意見を聞かず、独どく断だん専せん行こうに走ったのは自分だ。羽堂なら大だい丈じよう夫ぶだと、大した根こん拠きよもなしに思っていたのだから。一いつ緒しよに行かなくとも、せめて柴燐りんの意見だけでも聞くべきではなかったか。

「悔くいろガキが。貴き様さまの妹だってそうだ。生せい気きを吸われたなら、普通の処しよ置ちじゃあ間にあわない。この病院に連れて来なかったら、妹は絶対に死んでいたぞ。それを助けたのは柴しばだ。貴様はなにもしていない。自己嫌けん悪おを存ぞん分ぶんにしろ」

「うっわ手て厳きびし……」

「当然だ馬ば鹿か者が。大体なんだ？　貴様アイムと同どう化かできるんだろう。同化できる人間と同化できる悪あく魔まは限られているし、個こ々こ人じんの悪魔と相あい性しようも関係してくるが──それゆえに強力無む比ひだ。そもそも、フォラスなどアイムからすれば格かく下したの悪魔だろうが。だから負けたのは性能のせいじゃない。貴様とアイムの間で、なんらかのわだかまりがあるんだ。それがシンクロを不安定にして、反はん応のう速度や意思の伝達に齟そ齬ごを生じさせた。悔いるがいい腑ふ抜ぬけ」

　なんでさっき会ったばかりの──しかも限りなく怪しい──男に叱しかられなくちゃいけないんだろうかと九く罰ばつは思う。

（でも、僕はバカだったのは、事実だ）

　羽は堂どうとは──戦うようなことにはならないと思っていた。いや、たとえなったとしてもアイムと自分なら、勝てるだろうとすら。

　呆あきれるほど甘い見通しだ。それが結果として、アイムも危険な目に──。

「ん…………ねえ、ちょっと待ってよエセ医者」

「非ひ礼れいをやめろ無ぶ礼れい者が。医師免めん許きよはきちんと所しよ持じしているぞ。どうした？」

「なんでそんな、悪魔とか同化とか詳しいのさ。シンクロとか反応速度とか、どう聞いても『倒す方』の発言じゃないよね？　まるで、悪魔と同化したことがあるみたいな──ていうかそもそも、エクソシストが悪魔を治ち療りようしていいの？」

　まさかそんな、と九罰は自分で思ってしまう。

　相手はエクソシスト。悪魔と見れば問もん答どう無む用ようで襲おそい掛かってくるような連れん中ちゆうである。それが悪魔と同化など──意味がわからない。そんなことは、教会の存在意い義ぎすらゆらぐようなことではないのか。

「────貴様の中のエクソシストというのは、どうも聖せいルカが基準のようだが」

　胸ポケットから煙草たばこを取りだすディオニュシウス。火をつけて平へい然ぜんと吸っているが、病院は確か禁きん煙えんではなかっただろうか。

「聖ルカは非常に典てん型けい的なエクソシストだ。戦せん闘とうにおいても隙すきはなく、任にん務むもかなり幅広くこなす。ヤツは一いち応おう俺たちの中のまとめ役でな。本来エクソシストに序じよ列れつはないが──まあ委員長という表現が一番あうか」

「…………ふぅん？」

「だが、レギュラーがいるならイレギュラーもいる。エクソシストの中には、皆みな殺ごろしの任務しかできないヤツや、毎回毎回自じ殺さつ未み遂すいのように特とつ攻こうするやつもいてな。俺もイレギュラーの一人だ──そもそも、悪魔の傷を治療するなんて、どんな医者もできるわけがない。できるのは悪あく魔まの力を借りたやつだけだろう。毒どくには毒を。イレギュラーの最さい果はてとして、俺がいる。そもそも『Ｄ』はデビルのイニシャルだしな」

　煙草たばこの炎ほのおが明めい滅めつする。灰皿がないのにどうするのかと思ったら、胸ポケットからポーチのような携けい帯たい灰皿を取りだしていた。

「呆ほうけるな怠なまけ者が。それとお前の悪魔を助けた理由だがな、単に俺の悪魔が口やかましく言うだけだ。どうも、昔から世せ話わをしていたらしくてな」

　話は終わりだとばかりに、黒こく衣いの医者は立ち上がる。紫し煙えんをまとわせたその姿すがたは、医者と言うより偏へん屈くつな隠いん者じやにしか見えない。

「しばらくは学校も休めケガ人が。あとは考えておくことだな。同どう化かが上う手まくいかないその理由を。でないと──その内、悪魔に食いつぶされるぞ」




　眠っているアイムのベッドに、九く罰ばつは思いきって腰こし掛かけた。彼女のスペースをとらないように気をつけながら、すやすやと寝ているアイムを見る。

　羽は堂どうは──犯人は自分だと言っていた。悪魔の代だい償しようのためなのだと。事実、その悪魔であるフォラスに、九罰は惨ざん敗ぱいした。

（わだかまり……ねぇ）

　あのいけ好かない黒くろ医い師しは、アイムとの間にわだかまりがあると言った。

　そんなものはない──と言えるほど、九罰の現状認にん識しきは甘くない。考えるまでもなく、心当たりはあるのだ。それはもちろん、九罰の魂たましいに巣す食くった悪魔が理由だ。

　アイムは勘かん違ちがいをしているのだ。今の九罰は、擬ぎ態たいしたブネでしかないと。彼女はもう、九罰は死んだと思っている。それはもちろん、事実とは全ぜん然ぜん違う。ブネの最悪な嫌いやがらせが、アイムの勘違いの原因である。

（あー、ちくしょう……ただの嫌がらせじゃなかったのかよ。この身体からだからひきずりだしてぶん殴なぐりたいなあ……）

　あの陰いん険けんな偽にせ神しん父ぷは知っていたに違いない。勘違いを続けたままなら、いずれこのように、手ひどい敗退にぶち当たると。それはささやかな、あの悪魔の復ふく讐しゆうか。

　ディオニュシウスに殴られた顔や、羽堂に撃うたれた腹やあばらの軋きしみ。そして原因不ふ明めいの左腕うでの痛み。全身打だ撲ぼくだらけで、いい加か減げん痛みで叫びたいくらいだ。

　だが──真実を告げることを、それでも九罰は迷っていた。

　一つはもちろんブネのこと。あの悪魔はまだ死んでいない。魂だけの存在になって九罰に寄き生せいしているだけなのだ。ならば、こうして苦しんでいる九罰を見て楽しんでいる可能性は十分にある。その状態ではなにもできない、などと言っていたが──結局のところ、そんなブネの台詞せりふは信用するほうが怖い。

　もう一つは、果たしてそれで解決するのか、ということだ。ディオニュシウスを疑う訳わけではないが、正直なことを話せば、感情の齟そ齬ごがなくなるわけでもあるまい。

『はぁ!?　噓うそ!?　え、なにそれなんで黙だまってたのそんな大事なこと────信じらんない！　この腹はら黒ぐろ！　最低！　口もききたくない！』

　そんな事こと言うわけないと思いつつ、いやに鮮せん明めいなアイムの声が聞こえてきた。

（落ち着け。アイムは言わないしこんなことあああああああでもなぁ──）

　喧けん嘩かなど、していない。する気だってない。

　だが、考えなしでヘタに一歩踏ふみだせば、喧嘩になるかもしれない。これはそういう問題だ。寝ているアイムを見て、どこまでもそう思う。

　喧嘩にはなっていない。険けん悪あくにもなっていない。

　だけどそれは表面上じようで──一いつ手てを間違えれば、確実にそうなるのだ。将しよう棋ぎみたいだな、と九く罰ばつは思う。盤ばんをよく観察しないと、いつか王おう手てを打たれるかもしれない。

「ん──んにゃ」

　猫ねこかなと思ったら、アイムの寝ね息いきであった。長いまつげがゆっくりと持ち上がる。

「…………クバツ？」

「おはようアイム。痛いところとかない？」

　んー、と腕を伸ばし、大きなあくびをするアイム。彼女を動物に例えるとしたらやはり、猫七割蛇へび三割といったところだろうか。

「むぅー？　あれ、ここどこー……？」

「病院だよ。あの後、僕らを柴しばさんが運んでくれたんだ」

　ディオニュシウスから聞いていたことの顚てん末まつを、少し話しておく。柴燐りんに助けられたこと、羽は堂どうは逃げ去ったことなどを。

「ん……損そん傷しようしたとこ直ってる？　おかしいな……」

「なんか、エクソシストの医者が治してくれたよ──ちょっと色いろ々いろ訳わけありの人っぽくて、悪あく魔まの治ち療りようもできるんだってさ」

　あからさまに嫌いやな顔になるアイム。見ず知らずのエクソシストが身体からだに触ふれた挙あげ句く治療して行ったのだから──確かに、拒否するのもわかるのだが。

「ふうん……あ、ホントだブエルの匂においだ。あの人エクソシストと一いつ緒しよにいるんだ……昔から迷めい惑わくかけてたしね……」

　なんだか過去のことを回かい想そうしているアイム。ともあれ九罰としては、アイムが無事であるならそれで十分であった。

「馴な染じみのある相手……なの？」

「え？　あ？　うん。アタシを治療したって事は間違いなくブエルね。あの悪魔もなんかこう変わり種だねって言うか……悪魔は嫌なやつ多いけど、あの人はちょっと例外。もー、頭あがらないわねあの人には。『大たい戦せん』の時も完全に医い療りよう班はん。フォラスと一緒に血の気の多い陸りく軍ぐんの治療を────あ」

　フォラス。

　名を聞いて思いだす。あの強きよう烈れつな攻こう撃げきを。とてもそんな事ができるようには見えない。小さな女の子であったが──彼女と羽は堂どうが自分達をここまで追いこんだのだ。

「アタシ……全然、ダメだったよね」

　強気なはずの炎ほのおの悪あく魔まが──わずかに、目を伏せる。

　格かく下したの悪魔に徹てつ底てい的に敗北したせいで、プライドが傷ついているように見えた。

「いや──僕のせいだよ、ほとんど。アイムの強さは、全然変かわってない」

　そう、アイムは強い。

　だから勝てなかったのは、九く罰ばつの弱さのせいだ。先月のブネとの戦いのように、きちんと同どう化かができれば、羽堂にだって負けるはずがない。

「どうかな────ね、クバツ。気付いてた？」

「え？」

「手て加か減げんされてたんだよ、アタシたち」

　ぞわり、と全身が総そう毛け立だつ。

「あの二人、本気なんてだしてなかった。相手の目を見ればわかるもん。あれはまだまだ遊びの範はん疇ちゆう──アタシたち、あいつらの遊びに翻ほん弄ろうされて、その上でこんな瀕ひん死しの状態にされたの。実力差さわかるでしょ？」

　まだ──甘いのか。

　親友の羽堂が、悪魔を使ってまで七な罪つみたちを襲おそった理由は、まだわからない。そもそも、九罰はまだ完全に、羽堂が犯人だと決めつけたわけでもない。

　だが、なにか隠かくしているのは間違いない。そして、九罰をあっさりと撃げき退たいするほどの力を手に入れたのも、事実。ましてや、手加減をくわえてまで。

　見通しが甘い。

　おそらく──死ぬ気でいかなくては、勝てないのかもしれない。

「ふぅん────そう。じゃ、僕らも次は本気で行こうか。ね、アイム？」

「は？」

　アイムがきょとんと眼めを丸くして──それから、くすくすと笑いだした。

　当然だ。九罰たちは間違いなく本気だった。あの時点での二人の最さい大だい限げんをだしたのだ。コンディションが最さい悪あくだったにせよ──それは事実。

　九罰の台詞せりふは、非常に諦あきらめの悪い、くだらない負け惜おしみでしかない。

　だがそれを、負けず嫌ぎらいの悪魔は認めたのだ。潔いさぎよさなどいらない。今いま大事なのは、まだ負けていないという、どうしようもない意い地じ。

　でなくては──本当に、負けてしまう。

　負けて、どうする？　襲おそわれた七な罪つみはどうなる？　それに、羽は堂どうから納なつ得とくのいく言葉を、まだ九く罰ばつは聞いていない。羽堂がなにか隠かくしているにせよ、あるいは本当に犯人だとしても──あの飄ひよう々ひようとした男、友人として一発殴なぐっておかなくてはなるまい。

　そのためには、勝つ。

　そして勝つには、どこまでも諦あきらめの悪いリベンジャーになるしかないのだから。

「オッケ。なっちゃんはまだ寝たままだしね──アタシたちが、頑がん張ばらないと」

「そうそう。その意い気きだよアイム」

　勝てるかはわからない。

　だが、再さい戦せんは近いうちにしなくてはならないだろう。うかうかしていると、柴しば燐りんに問もん答どう無む用ようで羽堂が殺されてしまうかもしれない。その前に──。

　羽堂には聞いておかねばならないことが、山ほどあるのだから。

「じゃ、敵の分ぶん析せきを始めよっか──って言いたいとこなんだけどクバツ」

「ん、どうかした？」

　深しん刻こくそうな顔で睨にらんでくるので、なんか悪いことしたかなと思ってしまう弱気な九罰である。

「『ぼくしんぐー』ってなに？」

　がた、とベッドからずり落ちそうになった。随ずい分ぶんと根本的な質問をしてくるアイムである。法律の条じよう文ぶんは知っているくせに、こういうことは知らないのか。

「だあって、神しん話わの時代はそんなのなかったしさー。初めて聞いたんだもん」

　そういえば、戦せん闘とう前まえに羽堂が色いろ々いろ言っていた気がする。アイムとしては気になって仕方がなかったのかもしれない。

「えっと……ボクシングっていうのは、格かく闘とう技ぎの一種……まあ、いまじゃほとんどスポーツか。グローブっていうのをはめて、殴なぐり合いをするんだよ」

「あ、拳けん闘とう術じゆつみたいなの？　それならアタシが女め神がみだったころにもあったよ？　でも『ぐろーぶ』ってわかんない。どんなの？」

　アイムは具体的なイメージが浮かばないらしかった。頭に浮かぶクエスチョンマークが見えるようだった。とはいえ──九罰とて、格闘技を上じよう手ずに説明する術すべは持っていない。映えい像ぞうなどがあれば一発なのだが、生あい憎にくとそんなものはなかった。

　どうしたものかと思し案あんする。腕を使ってストレートの真ま似ねをしてみようかとも思ったが──経験のない自分がやっても間ま抜ぬけになるだけだと思い、すぐさま止めにした。

「むー、なんか、敵の技がわかんないのって悔くやしいなぁー。誰だれか良い具合に資料とかもってないのかなぁー」

　さて、そんな都つ合ごうのいい人間がいるだろうか。仮にいたとして、九罰の知り合いにはいるだろうか。大体、この入院させられている状況で、果たして何人と接せつ触しよくできるか。

　そんな風ふうに、考えていたからだろうか。

「──失礼します」

　涼すずしい声こわ音ねが病室に響ひびいた時、九く罰ばつもアイムも一いつ斉せいに反応してしまった。

「意識を取り戻したと聞きましたので、僭せん越えつ至し極ごくながらお見舞いに参まいりました。それと少々お話も────あの、どうかなさいましたか？」

「柴しばさん」

　都つ合ごうのいい人間が、いた。

「羽は堂どうの昔の試合映えい像ぞうとか、持っていませんか？」




　柴燐りんが案内してくれたのは、彼女がひとまずの本部として使っている病院の空あき室だった。本来なら別の教会にきちんとした本ほん拠きよを置いていたらしいのだが──九罰とアイムがここに運ばれてしまったため、柴燐も多くの資料や書類などをこちらに運びこんできたらしい。

　部屋の中は一見ごく普通のオフィスのようで、病院にある施し設せつだとは思えなかった。エクソシスト関連の病院だからこそ、こういう場所があるのだろう。それでも部屋の中は書類や本、ビデオテープなどが散さん乱らんしていて、慌あわただしくこちらへ移動した、という感じがぬぐえない。

　それはつまり──端たん的てきに言うなら、九罰のせいということで。

「とりあえず──完全回かい復ふくとは言えないでしょうが、目をさましたことは喜ばしいです。命が助かっただけでも僥ぎよう倖こうでしょうが」

「……まだ、少し痛いですけどね」

「それでも脅きよう威い的てきな速度です。エクソシスト唯ゆい一いつの医師、聖せいディオニュシウスの処しよ置ちには、人間の自然治ち癒ゆ力りよくを早めるものがあります。新しん約やくにも多く書かれている治癒の奇き跡せきの応用ですので、よくよく感謝なさってください」

　無む表情の奥に、ほんのわずかの微び笑しようを浮かべている柴しば。

　一方のアイムは、備え付けのテレビを食い入るように見つめている。そこに映っているのは、中学生だった羽堂のボクシング試合の映像だ。なにかの大会の決勝戦せんらしく、かなり大きな会場で行われていた。

　すでにこんな映像を手に入れているあたり、さすがエクソシストと言わざるをえなかった。

「すみません柴さん。わがままを言って」

「いえ、構いません。私はあの映像、すでに何度も確かく認にんしましたから。ですが、わざわざ羽堂征せい重じゆう郎ろうの戦い方を確認するということは──再さい戦せんをなさるおつもりですか、九罰さん」

　柴が手に取るのは、携けい帯たい電話。手早く操そう作さをしてから、画面を見せた。そこには九罰からのメールがある。

「メール、ありがとうございました。私は自分の仕事をしていたため、即そく時じ即そつ刻こくの返信ができませんでした。私からのメールは、見ましたか？　電話もしたのですが」

　九罰は首をふる。おそらくタイミングが悪かったのだろう。彼女の返信を見る前に、九罰は羽は堂どうと戦いはじめていたのだ。

「手て厳きびしいことを言うようですが──今回の件、私が同行すれば違った結果になっていたはずです。少なくとも、二対たい一であれば惨ざん敗ぱいすることはなかった。私の見方に、なにか意見反はん論ろんはありますか？」

「い、いえ……」

　言葉自じ体たいは淡たん々たんとしているものの、彼女の靴くつはかつかつと音を立てている。イラついているのは瞭りよう然ぜんだった。

　今さらながらに罪ざい悪あく感が溢あふれてくる。自分がもっとしっかりしていれば──。

「せめて私とともに行動してくだされば……いえ、もはやなにを言っても遅いですね。これからも被ひ害がいは広がります。事じ態たいには一いつ刻こくの猶ゆう予よもありません。そして、九く罰ばつさん、貴方あなたはケガ人なのです。はっきり言ってしまえば、ケガをした貴方はいっそ足手まといですらある。貴方のケガが完かん治ちするまで待っている時間はありません」

　確かに、そのとおりだった。

　言い訳わけはできない。柴の冷静な言葉が胸に突き刺さる。やはり、直接迷めい惑わくをかけてしまった相手に言われるのは、少々堪こたえた。

「クバツは悪くないよ」

　映えい像ぞうを見つめながら、口を挟んだのはアイムだった。

「アタシの判断ミス。匂においに頼りすぎた──この感覚には自信あったんだけどね。まさか対策されるとは思わなかったわ」

「悪あく魔まの匂い……ですか。申し訳わけありませんが、私にはその匂いというのが理解不ふ能のうなのですが。聖せいルカからも、悪魔から独特の匂いがする、という話は聞いたことがありませんし」

「そりゃそうよー。クバツやリンと同じように、鼻を使った感覚じゃないもの。わかりやすいように匂いって言ってるけど──人間の感覚にはないものだから。第六感かんって言ったらいいのかな。だからアタシたちは、人間とは世界が全然違ちがって見えるし。そういう意味で言ったら、アタシから見たクバツはとぉーっても魅み力りよく的なわけよ♪」

　こんな時にも、茶ちや化かしたように笑うアイム。もしかしたら彼女なりに九罰を励ましているのかもしれなかった。

「ですがいずれにせよ、手て痛いたい反はん撃げきを受け、戦せん闘とう不能になったのは事実ですよね、九罰さん」

「…………いや、僕はまだ戦えるよ」

「認めません」

　最後に残った意い地じで絞しぼりだした言葉──だが、それすら切り捨てられる。

「もう貴方がたのお力を借りない、とは言いません。羽堂征せい重じゆう郎ろうに関しての情報を聞かせていただくこともあるでしょう。映像を見せているのも、その辺りでなにか有ゆう益えきな言葉を聞かせていただけるかもしれないという期待からです。ですが、戦闘に関しては私一人ひとりが続行します。もはや羽は堂どう征せい重じゆう郎ろうが事件の首しゆ謀ぼう者であることは疑いありません──絶ぜつ対たい確実に、抹まつ殺さつします」

　悔くやしい。

　なにが悔しいか。それは自分の軽けい薄はくな行動が、最大の原因であるということ。もっと上う手まくやれたはずなのに。七な罪つみを襲おそったヤツは曖あい昧まいなまま、羽堂には見事に惨ざん敗ぱいして──挙あげ句く、アイムですら傷つけた。

　最さい悪あくだ。こんな自分。

　リベンジも許されないのなら、もはや自分にできることなどなにもないのではないか──そんな風ふうにさえ、思ってしまって。

「映えい像ぞうは、存ぞん分ぶんにご観かん覧らんください。なにか気づいたことがあれば、言っていただけると助かります。私は、俗ぞく用よう多た端たんですので。申し訳わけありませんがこれで失礼します」

　早はや口くちでそれだけ言って、柴しば燐りんはさっさと部屋を出て行ってしまった。

　エクソシストの資料が多くあるはずの部屋に、悪あく魔まを置き去りにしていいのだろうか、なんてことを思ってしまった。それだけ信用しているということか。それとも──ただ単純に、侮あなどっているのか。

　リベンジをしようなんて言った心が、すぐに挫くじけそうに。

「アイム。なにか……わかった？」

　諦あきらめていない。諦めたわけではないのだが。

　挫けそうになる心をどうすればいいのかわからなかった。せめて雰ふん囲い気きを変えようと、全ぜん然ぜん違う話題をアイムに振った。

「ん？　んーと、ね……」

　アイムは、いつの間にか真剣な顔つきになっていた。目を細めて、口でなにか呟つぶやいている。なにかを考えているのか。

「ねえ、クバツ。ハドーの腕の動き、見てた？」

「え？　いや……そんな、余よ裕ゆうは」

　圧あつ縮しゆく大たい気きで殴なぐられ、ぼこぼこにされたのである。そんな状態で腕の軌き道どうをいちいち覚えていられるほど、九く罰ばつは賢かしこくはない。

「……ハドーは、右腕うでで殴なぐるときは、ほとんど上から下に殴ってた。弧こを描くみたいにね。でもね、肩より高くあげてない、すっごく不ふ自然な動き。『ぼくしんぐー』は格かく闘とう技ぎだっていうから、てっきり……そういう、肩をほとんど使わないで殴る特殊な格闘技かと思ったの」

　羽堂のケガは、ほとんど肩の問題だ。

　二にの腕の骨が、喧けん嘩かをしてしまったことでわずかに歪ゆがんでしまっている。そのせいで肩かた関かん節せつがずれ──結果として、その右腕を肩以い上じようにあげることはできない。パンチというのは、ほとんど肩関節を大きくひねる。このひねる動作がとてつもなく痛いのだと、羽堂は言っていた。

　痛くないとすれば──それこそ。

　肩を使わず、腕だけで下方を叩たたくように殴なぐる動作くらいしか、できないだろう。あるいは裏うら拳けんのように振るうか、腹や足といった下段を狙ねらうか。いずれにしても、ボクシングのように真ま正面の敵を殴ることはできまい。

「な、なにそれ。じゃあ、もしかして……羽は堂どうの腕は……治って、ない？」

「その可能性はあるわよね。いや、むしろあの不ふ自然な動き、そうとしか思えない。さて──こっからどうすれば、あの二人の裏をかけるかな？」

　沈ちん黙もくがおりた。噓うそばかりの羽堂に、九く罰ばつはなにも言えなかった。

　そもそも、羽堂の腕が治っていないとしても。その状態で羽堂は立りつ派ぱに戦っていたのだ。それを考えれば、とても気休めはいえない。

　見つけた噓が、リベンジャーの突とつ破ぱ口こうなのか、それとも現実を突きつける絶望なのか、九罰にはわからなかった。そもそも、羽堂と再さい戦せんの機会が来るのかどうかさえ。

　それはもちろん──アイムも、同じようだった。
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『Ｄ』の聖せいディオニュシウスは、病室からでると一つ息を吐いた。すれ違うナースが一いち礼れいをするが、彼は黙もくして答えない。ナースのほうもわかっているのか、苦く笑しようのみを浮かべて通路の奥に消えた。

「……どういうつもりだブエル。昔、ケガするたびに治ち療りようしていた悪あく魔まなんだろう。挨あい拶さつの一つもしてやったらどうだ」

　ディオニュシウスは、虚こ空くうに向かって語る。相手は、姿すがたの見えない自分の悪魔だ。どこにいるかは彼かれ自身もわからないが、あるいはその辺りの壁の中で蠢うごめいていたりするかもしれない。

「なにィ──？　気にしすぎだ馬ば鹿かが。そんなに以前の召しよう喚かん者の言ったことをひきずってどうする。アレスター・クロウリーは魔ま術じゆつ士しだなんて言われているがな、実際はただの狂きよう人じんだ。狂いすぎて天使が見えて悪魔が呼べただけだ。過去の人間の妄もう想そうに影えい響きようされるな。いいからでてこい」

　返答はない──いや、ディオニュシウスの脳のう髄ずいには、彼を痛つう罵ばする千せん万ばんの悪口が襲おそってきた。ディオニュシウスは口が悪いなどとよく言われるが、この悪魔に比べればはるかにマシだとすら思っている。

「あー、あー、わかったわかったおしゃべりが。もういい。俺はこれから聖ルカと会うから、貴き様さまは討とう伐ばつされんようにどこかに隠かくれていろ────なに、一いつ緒しよにくるだァ？　貴様というやつは────ああ、もう、わかった勝かつ手てにしろ」

　一応はエクソシストのディオニュシウスだが、その風当たりは決して優しくない。人、悪魔問わずケガ人がいれば治療するのだから、それは当然だ。ディオニシウスとしては、あまり教きよう皇こうの心しん象しようが悪くなることはしたくないのだが。

　だが、あの悪魔を助けてしまった。戦せん闘とう力だけならソロモン七十二匹の中で一、二を争う悪魔を。

　周囲への言い訳わけは、ケガをしていたのは召しよう喚かん者だけ、ということにしてある。そもそも悪魔は同どう化かしていたので無む傷きずだったのだと。柴しば燐りんはもちろん事実を知っているが、ディオニュシウスが頼みこむと黙だまってくれた。内部腐ふ敗はいとはこうして起こるのだな、とディオニュシウスは苦笑する。

「おい、聴きいているか陰いん険けん悪魔が」

　そう言っただけで、怒ど濤とうのような反論がおしよせてきた。わずかに顔をしかめつつ、彼は続ける。

「あの炎ほのおの悪魔だがな。なんとかなると思うか？　────いや、違う。今回だけの話じゃない。もちろんフォラスというヤツとも戦わなくちゃならんだろうが、それも含めた、連れん中ちゆうのこれからの話だ」

　嵐あらしのような罵ば声せい罵ば倒とうが、ぴたりと止まる。こういう時は、ほとんどブエルは深く深く考えているのだ。治ち療りようの悪あく魔まだけあって、その知ち恵えと知識にはディオニュシウスも遠く及ばない。

「なにィ。それはどういう意味だ奇き形けい生物が。ああ、それは俺も賛成だが──あーあーあー昔の話を引き合いにだすな。わかったわかった、連中がケガしたらできるだけ助けてやるよ聖せいルカたちには内ない緒しよでな。もちろん、俺がその場にいればの話だが────痛ッ!?　貴き様さま今いま触しよく手しゆで嚙かんだなッ！」

　一人、騒がしく廊下を歩く聖せいディオニュシウス。傍はたから見れば彼こそが患かん者じや──それも精神病の類たぐいの──に見えなくもない。

　だが、その内に秘ひめるのは、想そう像ぞうも及ばないほど卓たく越えつした技術と能力だ。医い療りようももちろんのこと、それ以外でも。

　そもそも、エクソシスト内で、たった一人の悪魔召しよう喚かん者しやとして存在していられる。そのことが、端たん的てきに彼の実力を示しているのだ。言ってしまえばライオンの群れの中で平へい然ぜんと生き残っているシマウマに近い。

「ふん、勘かん違ちがいするなよ悪魔が。俺はどうあっても、所しよ詮せん神の下げ僕ぼくだ。そのこと、お前だってよく知っているだろう」

　ブエルが黙だまりこむ。ようやく静かになった神の敵を、ディオニュシウスは嘲あざ笑わらう。それは相あい棒ぼうを貶おとして、そして同時に自らを軽けい蔑べつしている。

　何も言わずに哂わらいながら、背はい徳とくの黒こく医いは淡たん々たんと、音もなく廊下を進んでいくのだった。
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　時間は、少々さかのぼる。

　無む機き質しつな病院から、有ゆう機きの満ちる林の中へと。既すでに空は紅にじに彩いろどられている。視し界かいも足あし場ばも悪い中を、しかも走りにくいタイトスカートとハイヒールにも関わらず、柴しば燐りんは驚きよう異い的な速度で駆かけていた。手持ちはハンドバッグのみで、それとわかる武ぶ器きはない。

（愚ぐ策さく失しつ策さく、でした……！　まさか九く罰ばつさんがこれほど早く行動にでるとは！　彼と羽は堂どう征せい重じゆう郎ろうが友人である、ということを考こう慮りよすれば、迂う闊かつに監かん視しカメラの映えい像ぞうなど見せるべきではなかったのに……！）

　彼女の携けい帯たいには、九罰からのメールがある。事じ実じつ関係の確かく認にんのため、羽堂と接せつ触しよくするという内容だ。だが、相手の悪あく魔まもわからないうちから話をするなど、素す手でで虎とらを餌え付づけするのに等しい。食い殺されるのが目に見える。

　このメールを受け取った際、燐は街での情報収しゆう集しゆうを行っていた。メールを受け取ってから気づくまで約二十分。すぐさま羽堂と会うのを中止し、自分の到着を待つよう返信したのだが──それについての答えは、まだない。電話もかけたのだが無む反応。もしかしたらすでに交戦状態に入っているのかもしれない。

　それから愛あい用ようのバイクでここへ到着するのに、およそ十分。戦力差さによっては、九罰はとっくに殺されていてもおかしくないほどのタイムラグ。

（事件は同どう時刻、多た発はつ的に発生しています。つまりは召しよう喚かん者と悪魔はそれぞれ別の被害者を襲おそっている。羽堂征重郎の悪魔はおそらく同どう化かはせず、独立して行動するタイプ。さらに機き動どう力りよくにも優れているか──あるいは最さい悪あく、複数の悪魔を召喚していることも考えられます。熟じゆく慮りよ断だん行こうを旨むねとせねば……）

　羽堂征重郎は、決して油ゆ断だんできる相手ではない。敵の悪魔を分ぶん析せきし、九罰と自分が同時に戦って──ようやく五分である、と燐は睨にらんでいた。

　だとすれば、遠とお野の九罰にはここで倒れてもらう訳わけにはいかないのだ。この事件解かい決けつは燐の試験でもあり、国こつ教きよう庁ちようからの協力者はケガ人を治ち療りようする聖せいディオニュシウスのみ。遠野九罰の助じよ力りよくがなければ、おそらく確実な勝ちは望めない。

（悪魔の助力を得る、というのが褒ほめられたことではないのは理解していますが──先月のルカさんの例もあります。その上、温おん厚こうな九罰さんと違い、羽堂征重郎は危険で狡こう猾かつな悪魔使つかい！　これはどのような手段を用いても、絶ぜつ対たい確実に排はい除じよせねばならない相手！）

　でなくては。

　遠野七な罪つみだけでなく、街の多くの人間が危険にさらされることになる。死者が出てからでは遅いのだ。そのような体ていたらくでは──尊そん敬けいするルカの期待に、毛ほども応こたえられないことになる。

　疾しつ走そうする小こ柄がらな体たい軀くが、壁にでもぶつかったかのように急きゆう停止する。ヒールを杭くいのごとく地面に刺して、強ごう引いんに制せい動どうしたのだ。そんな無理な動きだというのに、柴しばの体勢に一切の乱れはない。

　そんな急きゆう制動の理由は──無む論ろん。

「あァ──？」

　林の奥に、金色の髪かみを揺らす背はい信しんが立っているがゆえに。

（ッ!?　く、間に、あわなかった!?）

　林に、人が倒れている。それも三人もだ。一人は、口くちの端はを血で濡ぬらした遠とお野の九く罰ばつ。すぐ近くには、うつぶせて動かない白はく髪はつの悪あく魔ま。最後に、アイムと同じ学校の制服を着た少女。その辺りの石ころのように転がっている彼らの中心に、佇たたずんで哂わらうは凶きよう悪あくな悪魔使つかい。

　その様よう子すが、燐りんには。

　なにかの儀ぎ式しきのように、魔ま法ほう陣じんの中心に立つ邪じや術じゆつ士しに見えた。

「なんだなんだァ？　次から次へと面めん倒どうくせェ。せッかく九罰片かた付づけたらまたなんか来やがッなァ。おいフォラス、どォも今日はお前のごちそうの日らしいぜェ？　せッかくだからたッぷり食えや」

　じゃらり、と金のアクセサリーを揺らすのは──間違いない。写真で確かく認にんした、羽は堂どう征せい重じゆう郎ろうだ。

（九罰さんは死亡──いえ、まだ確定ではありません。あの女じよ生徒とアイムさん共々、死んだとするのは早そう計けいです。心しん肺ぱい停止のリミットはおよそ五分ですが、他の事件と同じく生せい気きを吸われているだけならばリミットは三十分ほどに伸びるはず。迅じん速そく果か断だんに羽堂征重郎を排はい除じよし、ディオニュシウスさんと連れん絡らくを取る────！）

　生気を吸うというのは、つまり活動エネルギーの奪だつ取しゆである。疲労が一度にやってきて死ぬようなもので、生気を吸われてすぐ死んだりはしない。

　羽堂征重郎が未いまだこの場にいることを考こう慮りよすれば──たった今、彼の悪魔の食事がすんだとみて間違いない。

「一般人────いや、違ちげェな。スーツ着てるから年上に見えたが、歳としは俺と同じくれェか。おォ、よくみりゃ美人っ、と。なァ嬢じようちゃん今こん度ど映画でもいかねェ？　色々してやるぜェ色々と」

「…………まさか、この状況で口く説どかれるとは。狂きよう言げん綺き語ごも大たい概がいにしていただきたいものですね」

「いやいやァ、割と本気だぜ俺はよォ。どうよマジで…………痛つッ!?　おい痛いてェ痛ェやめろッてのフォラス！」

　いつの間にか現れていたのは、ボロ布をまとう小さな少女だった。それが羽堂の耳を思いっきり引っ張っている。身長差さがあるので、少女の体重がほとんど羽は堂どうの耳にかけられている。今にもちぎれそうだ。

「フォラス──なるほど、仇名あだなは『探たん索さく者の総そう統とう』、神の秘ひ密みつすら暴あばかんとする悪あく魔まですか。四し大だいではたしか風、大たい罪ざいでは強ごう欲よく。背はい徳とく没ぼつ倫りんの神の敵ですね」

「あァー痛いてェ…………。アンタ、詳しいなァ。つーことはアレか。エクソシストか────なァるほどなァ。遠とお野のに妙みような入れ知ぢ恵えしたのもアンタッてわけだ。まさかアイツに感づかれるとは思ッてなかッたんでビビッたんだぜェ？」

　軽かる口くちは減らない。だが、エクソシストと知った途と端たんに、羽堂の瞳ひとみが変わる。燐りんはこういう目をする人間を何度か見てきた。的てき確かくに獲え物ものの隙すきをつこうとする、狂きよう犬けんにも似た狩人かりうどの瞳。

「より正確無む比ひに言うならば、エクソシストの見習いです────一応、問いましょう。降こう伏ふくするか抵てい抗こうするか選んでください。主しゆの慈じ悲ひを望むのであれば、悪魔のみを地じ獄ごくに還かえすだけにとどめ、貴方あなたの命は保証しましょう」

「それより嬢じようちャん名前教おしえてくんねェ？」

「…………あくまでバカに、するつもりですか」

　いい加か減げん、燐は我が慢まんの限界だった。

　要よう救助者しやが三人もいるこの状況で、悪魔使つかいの戯ざれ言ごとに付き合うつもりはない。ここで羽堂が大人おとなしく逃げてくれれば、九く罰ばつたちは確実に助けられるというのに。

　羽堂はそれを知っているはずなのに──なお。

　そんな彼の態度が、なによりも燐りんをイラつかせていた。表情の変わらない鉄てつ面めん皮ぴに隠かくれて、灼しやく熱ねつの憤ふん怒ぬが滾たぎる。

「いいでしょう羽堂征せい重じゆう郎ろう。主の威い光こうを示します。私の名前は柴しば燐。神の言葉を繰くる神しん言ごんの御み使つかいです────聖せい書しよに伏しなさい、危き害がい災さい厄やくの獣けもの」

　羽堂は答えない。

　ただ心しん底そこ楽しそうに、犬けん歯しを剝むいて笑うだけだった。




　燐が取りだしたのは、分ぶ厚あつい本──聖書である。礼れい拝はいのためにコンパクトにまとめられたものではなく、辞じ書しよのような細かい字と分厚さを誇る、学がく術じゆつ的てき研究のために使用される聖書だ。手に持ったハンドバックの中から取りだした──というより、ほとんどこの聖書しか入ってないようだった。

「私の師であるルカさんなどは、たとえば光を戦せん闘とうに用います。これは、創そう世せいの際、渾こん然ぜん一いつ体たいとした暗くら闇やみの中で、我らの主が『光あれ』と仰おつしやったから──つまり光こそ、全ての根こん源げんで、最も神しん聖せいなものという解かい釈しやくが理由です」

　羽堂は、笑うのをやめない。しかしそれは余よ裕ゆうからではなく、警けい戒かいしているからだと燐は気付いていた。へらへらした表情とは別に、彼の足は注意深ぶかく間合いを計算している。

「ですが、私は違う解かい釈しやくです。主しゆは暗くら闇やみの中から『光あれ』と告げた。それによって万ばん物ぶつが生まれた。では『光あれ』と言って光が完成する前に、それを告げる言葉がなくてはなりません──私し見けんは、神が原げん初しよに作り、万ばん物ぶつ創そう世せいの源みなもととなしたのは光ではなく、我々が今こうして用いている『言葉』である、というものです」

　柴しばの持つ聖書は、中身は糸で製本されたものではなかった。ハードカバーの内側には、ファイルのような金属のリングが二つ、取り付けられている。そしてそれに、千枚は超えるであろう聖書のページがあった。いつでも取り外しできるように、ページに二つの穴が開けられ、それがリングに通されている。

　ページの一枚一枚をとっても、薄いビニールで表面を覆おおわれている。水に濡ぬれないようにするためだろうか、とても丁てい寧ねいな加工だった。

「主の言葉、一いち言ごん一いつ句くあまさずその身に受けなさい」

　バチン、と開かれたファイルのリング。燐りんは素早くそこから二枚のページを取りだして、またリングを閉じる。一切の無む駄だのない、何度も反はん復ぷく練習をした人間の動きであった。

　重い聖書は戦せん闘とうに邪じや魔まなのか、静かに柴は地面に置く。取りだしたページは、親おや指ゆびとそれ以外の四し指しではさむような変へん則そく的な持ち方をしていた。無む論ろん、そのページはびしりと羽は堂どうへ向けられている。

　羽堂は動かない──いや、彼は知っているのだ。一見隙すきだらけの柴の動きだが、その一連の動作はすでに洗せん練れんされた武ぶ術じゆつのものだということを。本を一いち々いち開けたりという動作を狙ねらって攻こう撃げきしても、手て痛いたい反はん撃げきを食らうだけだ。

　そう。すでに、ゴングは鳴っている。

「マタイの福ふく音いん書しよから二ページを抽ちゆう出しゆつします。そこに見出される神の名において、魑ち魅み魍もう魎りようを駆く逐ちくします」

　先に動いたのは、柴燐。一体どのような体たいさばきなのか、ヒールにも関わらず驚きよう異い的な初しよ速そくで羽堂へと接近する。両腕うでを翼つばさのように広げ、手にもったページはいつでも振り回せるように。

「はッはァッ！」

　そしてそれを迎え撃うつのは、右腕を壊こわした悪あく魔ま使つかい。

　がくん、と羽堂が上じよう半身を傾ける。それだけで全身のアクセサリーが甲かん高だかい音をたてる──それは鳴なる子こ。圧あつ殺さつの風を呼ぶ、悪魔の鈴すずの音だ。

　いくら燐が異常な高速で動けるとしても、それは生物の限界を超えていない。不ふ可か視しの風を避けられるはずがない。人間の身体からだはたとえどれほど鍛きたえようとも、そんな自然に逆さからう芸げい当とうをするように作られていないのだから。

　だが、それを──。

「一いち目もく瞭りよう然ぜん、ですよ」

　燐は避けた。両手に広げたページで風を受け流し、まるで自らを風ふう車しやのように回転させたのだ。直ちよく撃げきすれば吹き飛ばされる暴ぼう風ふうが、まるで大人おとなにあしらわれる子どもであった。

「貴方あなたの攻こう撃げきは、どれだけ威い力りよくがあろうとも、所しよ詮せんただの風です。冷れい静せい沈ちん着ちやくに見み極きわめて対たい処しよすれば、怖いものではありません」

「ほッほォー。大たいしたもんだァ」

　感心の声には、まだまだ余よ裕ゆうがあった。無む論ろん、燐りんとてこれが羽は堂どうの本気などとは欠片かけらも思っていない。手て加か減げんされた一いち撃げきであったからこそ、燐は初しよ手てで見極め受け流すことができたのだ。

「ただの聖せい書しよのページじャねェなァ？　たかだかビニール加工した紙で俺の風を止められるわけがねェ。どういう原げん理りか知らねェが、その紙、鋼はがねくれェに硬くなッてんじャねェ？」

　観察眼がんも大したものだ、と燐は思う。確かに燐の持つページは、主しゆの力を注そそぎこむことで鋼以上の強度を誇る。見た目はなにも変わっていないが──もし羽堂が触さわれば、それだけで彼の身体からだを切せつ断だんできる。

　もちろん、そんなことをわざわざ教えるつもりもない。燐は素早く地を蹴けって、羽堂へ突とつ撃げきする。すでに距離は、羽堂に攻撃を許すほど開いていなかった。

「ちッ。厄やつ介かいだなァエクソシストッてェのは！」

　後ろに跳ぼうとする羽堂だが、それより燐が早い。

「訂てい正せいを要求します。あくまで中ちゆう途と半はん端ぱな見習いである、と言ったはずです」

　両手で振るうは神の言葉が記された聖書の紙し片へん。ただビニールでコーティングしただけのそれは、しかし悪あく魔まに対して必殺の武ぶ器きとなる。

「ひゅッ────」

　燐は両手を交差させるようにして、ページで羽堂に斬きりかかる。かわされたとみるや、そのまま腕を引きもどし、今度は両手を同時に突きこんだ。浅い手ごたえが神しん経けいを伝う。

「いッつ……」

　羽堂の腕に、真しん紅くの線が作られていた。

　彼女の持つページは、もはや長ちよう方ほう形けいの刃は物ものである。振り回し、突けば十分に斬ざん撃げきを加えることができる。そして十秒に満たない時間で、燐は羽堂に手て傷きずを負わせた。言うまでもなく、それが燐の武ぶ術じゆつの腕だ。

　そして、その腕は続いて羽堂の首を狙ねらい────。

「フォラスッ！　なにしてやがるッ！　びびッてんじャねェとッとと出てこい！」

　そして手て傷きずを負った悪魔使づかいは、いよいよその本ほん領りようを発はつ揮きした。

　その声に呼こ応おうするように、空気が歪ゆがむ。燐の背後から現れたのは、小さな体たい軀くの少女──いや、侮あなどるな。そこで遠とお野の九く罰ばつが沈んでいる理由を考えろ。そこに潜ひそむ膂りよ力りよくは、決して軽く見れるものではない。

　柴しばは攻撃を中ちゆう断だん。そのまま、フォラスの対応へと移行する。

「…………………」

　声はなく。

　だがしかし、空気を振るわせるのは無む言ごんの威い圧あつ。フォラスの眼がん光こうは厳きびしく、燐りんへと連れん撃げきを見舞う。

（く、早……ッ!?）

　羽は堂どうの用いた、飛び道具の弾だん丸がんではない。フォラスの武ぶ術じゆつはおそらく非常に原げん始し的な格かく闘とう術じゆつ。スポーツとして発展したボクシングや空から手てからは失われた必殺技わざ──文字どおり、『必ず殺す』凶きよう悪あくな技を、遠えん慮りよなく用いてくる。

　フォラスは更さらに、そこに風を上うわ乗のせする。風をまとった拳こぶしは、おそらくコンクリート程度なら簡単に打ち砕くだく。それが鳩尾みぞおち、目、脇わき腹ばら──人間の構造的に克こく服ふくできない弱点を、的てき確かくに突いてくる。

　だが、対する燐とて負けてはいない。彼女が扱う聖せい書しよのページは、悪魔に対しては鉄てつ壁ぺきの盾たてとなる。そして、その盾を十分に機き能のうさせる身しん体たい能力も、燐は持ちえていた。眼球をえぐる目め潰つぶし、足先の指を砕く蹴けりをページで防ぎ、かわす。

　相当に強力な攻こう撃げきだが──見えていれば、防げないものではない。この悪あく魔まは空気を屈くつ折せつさせ姿すがたを隠かくすこともできるようだが、もしその能力も同時に使われていたら危なかっただろう。あるいは、攻撃に使用する風の制せい御ぎよで手て一いつ杯ぱいで、迷めい彩さいのために使う余よ裕ゆうはないのか。

「なッかなかやるじャねェの？　ますます気に入ッたぜェ？」

　だが──。

　フォラスに対して精せい一いつ杯ぱいの燐は、背後から狙ねらう羽堂征せい重じゆう郎ろうにまで、対たい処しよができない。燐は知るはずもないが──フォラスに敵の相手をさせ、その背後を狙う羽堂のやり方で、遠とお野の九く罰ばつは沈んだのだ。

　単純な、作戦とは呼べないような作戦。だがそれゆえに強力だ。フォラスの実力は、相手の意識を全て彼女に向けさせてしまう。そこへ機を狙う羽堂の一いち撃げき──普通は、どうにもならない。

　それは燐とて同じはずだった。そもそも数の上で、燐は圧あつ倒とう的に不利なのだから。

　風によって殺される。もし第三者が見ていれば、そういうビジョンがすぐに浮かんだに違いなく──。

「ヨハネの黙もく示し録ろくから五十ページを抽ちゆう出しゆつ！　防ぼう御ぎよ陣じん形けいＦにより敵てき性せい攻撃を防ぎなさい！」

　しかし、そんな羽堂の攻撃など、燐はとっくに読んでいた。

　無む造ぞう作さに置かれた燐の聖書が、彼女の言葉に反応する。誰だれも触ふれていないのに、本が開き、中のリングがバチンと開放される。中のページが、吹雪ふぶきのように燐へと殺さつ到とうした。

「なッ……自じ律りつ起き動どうだとォ!?」

　驚いたのは羽堂のほうだ。

　それは、宙に浮かぶ大たい輪りんの華はな。

　無む数すうのページ一枚一枚が形づくる、芸術品にも似た紙の盾たて。

　幾いく重えにもなったページは、誰だれも触ふれていないのにゆっくりと回転する。優ゆう雅がにすら見えるその姿すがたは、しかし羽は堂どうの必ひつ殺さつを防いだのだ。手て品じなにしては無ぶ骨こつに過ぎ、だが兵へい器きにしては典てん雅がに過ぎる。

「陣じん形けい変へん更こう！　攻こう撃げき陣形Ｂにより、黙もく示じ録ろくの獣けものを打ち砕くだきなさい！」

　ページで作られた華はなが、燐りんの言葉によって散さん開かいする。

　まるで意い思しを持つように、五十枚ものページが羽堂へと襲しゆう来らいする。材ざい質しつは紙でも、神の力によって鋼はがねとなった凶きよう器きは、羽堂を確実に葬ほうむるだろう。やはり燐が一切触れていないのに、ページは白き刃やいばと化して悪あく魔まを殺す。

「くッ……ざッけんなァッ！」

　幾いく枚まいもの飛ひ来らいするページ。羽堂にとっては、水平に襲おそってくるギロチンの刃はのようなものだ。気を抜けば一いつ瞬しゆんで猟りよう奇き的てきなバラバラ死体の完成である。

　それでも──羽堂は抵てい抗こうした。風による弾だん丸がんで、ページの一つ一つを撃げき墜ついしていく。もっともそんなもので防ぎきれる数ではない。彼の腕や脚あしには、次々と赤い線が刻まれていった。じわじわと追い詰つめられているのは、誰の目にも明らかだった。

　致ち命めい傷しようになりうる刃を全て落としただけ、上じよう出来といえよう。

　追つい撃げきを、燐はしない。いくら優ゆう位いにあるといっても、下へ手たに猛もう攻こうをしかければ羽は堂どうがなにをするかわからない。その辺りで倒れている九く罰ばつらを人ひと質じちにとられては、燐に打つ手はないのだから。

　相手には、とどめを刺す寸すん前ぜんまで、『まだ勝てる』と思わせておかねばならないのだ。

　案あんの定じよう、羽堂は荒い息をついているものの、冷静さを失ってはいなかった。幾いく枚まいものページを落とし、全身に細かい傷はあるものの、致ち命めい傷しようは一切ない。

「さすが────六年もボクシングをやっていただけはありますね。眼がん力りきもなかなかのようです。私も日々精しよう進じんせねば」

「ちッ。さすが俺のことは調べ済み、ッてとこかァ？　やッてくれるぜエクソシスト。神の言葉、なんて言うからすっかり騙だまされた──このページ、聖せい書しよの文章なんかどこに書いてあるよォ？」

　地に落ちたビニール加工のページを拾いあげて、ひらひらと振る。堅かた苦くるしい文もん言ごんでも書いてあると思ったのかもしれないが、そこに書いてあるのは。

　数字とアルファベットの羅ら列れつである。それもひたすらに。

「Ｃ言語──プログラムに使われるもんじャねェか。さッぱり読めねェが、ここに書いてあるのが神の言葉だとォ？　噓うそも大たい概がいにしやがれよォ。てめ、最初からこのページの自じ律りつ起き動どうで戦う気だッたな？」

「ご明めい察さつです。あらかじめ設定された陣じん形けいに則のつとって自じ律りつ起き動どうするように、プログラムを書きこんであります」

　燐りんの最大の武ぶ器きは、無む数すうのページの自律起動。

　最初から設定しページに書きこんだ陣形しか使えない──という弱点はあるものの、燐の手を離れ勝かつ手てに攻こう撃げきしてくれるこのプログラムこそ、彼女の必ひつ殺さつだった。

　確かにＣ言語の文章ではあるものの、他にも並び替えアナグラムによって英語の祈き禱とう文ぶんが浮かび上がるなど、様々な工く夫ふうが凝こらしてある。無む論ろん一いつ昼ちゆう夜やで作れるものではない。作成にかかった時間を考えれば、その強力さはむしろ当然。

「さて、本ほん日じつの手持ちは攻撃陣形十二種と、防ぼう御ぎよ陣形七なな種しゆ。いかな魑ち魅み魍もう魎りようも確実に駆く逐ちくできる自信がありますが」

　燐の言葉の半分はハッタリだ。おそらく羽は堂どうとフォラスは、燐がどんなに陣形を駆く使ししても互ご角かく以上に戦ってくるだろう。まだ羽堂は加か減げんをしている。いや、本人は全力で戦っているつもりなのだろうが──死し力りよくを尽くした、性能の限界までは引きだしていないと、燐は見た。

　対する燐だが──ページの自律起動など、そう何度も行えるような技ではないのだ。無数のページは、神の力を燐の身体からだを媒ばい介かいにして起動するエネルギーにする。それほど莫ばく大だいな力を何度も扱あつかえるほど、燐の身体は頑がん丈じようではない。

　いずれにしても、ここから先は消しよう耗もう戦せん。

　そして、そこまでのサドンデスをこの場で行えば──倒れている九く罰ばつらを助けることは叶かなわない。彼らを助けられる制せい限げん時間内ないで、全力をだした羽堂を打ちのめせるとは思えなかった。

　手て詰づまりの感が──微び妙みように、燐を焦あせらせていた。

「ふーん……あッと、燐ちャんッつッたッけか？」

「慣れなれしく下の名前で呼ばれるのは憤ふん怒ぬ激げつ昂こうの極みですが──なにか？」

「神様がンな大事かよ？」

　答えるまでもない。そう思った燐は、回答の代わりにページを投げつけた。牽けん制せいの一いち撃げきだったが、それを羽堂はあっさりとかわす。

「フォラスだッて昔は神様ッて話だぜェ。世界中を見渡せばイスラエルの神なんざ新しん参ざん者もの。もッと旧ふるい神は山のようにいる。それらを全ぜん否定し、他た神しんの崇すう拝はいを狂ッたみてェに禁じた『妬ねたむ神』だろォがよ？　こんな独どく善ぜん者しや信じる価か値ちがどこにある？」

「神とは恩おん恵けいと処しよ罰ばつを同時に与える存在であるべきです──原げん始し的てきアニミズムの時代から。処罰と恐怖の側面を殊こと更さらに取り上げ批ひ判はんするのは単なる罵ば詈り雑ぞう言ごんかと」

　口く調ちようは軽いが──その間に、二人は攻こう撃げきを応おう酬しゆうする。致ち命めい的な風ふう圧あつを燐がかわし、Ｃ言語を記したページが羽堂の皮ひ膚ふを薄く切り裂さく。本来なら燐とて、敵の話に一いち々いち付き合う道どう理りはない。

　だが。

　彼らの神を否定する言げん動どうを、のうのうと許す気もなかった。

（急がねば────長期戦せんでは九く罰ばつさんたちを助けられない。このまま牽けん制せいしていてはダメ……決定的な、最大最さい強きようの痛つう打だを与えねば……）

「なにが言いたいのかわかりかねますが。曖あい昧まい模も糊ことした言動で煙けむにまくつもりなら無む駄だです」

「違ちげェ違ェ。別に景けい教きよう最さい悪あくだの信しん仰こう棄すてろだの言いてェんじャねェのよ。どこぞの悪あく魔ま神しん父ぷと違ッて、ウチのフォラスは今いま更さら信仰されたッて面めん倒どうなだけだッて言ッてやがるしなァ。ただよォ────」

　羽は堂どうの切り札たるフォラスは攻めてこない。それが燐りんには、羽堂の時間稼かせぎに思えて仕方なかった。

「アンタの信じてるモンッてのは、案あん外がい脆ぜい弱じやくじャねェのかッて言ッてんのさ」

　ますますわからない。

（まさか────これは、聞いてはいけない類たぐいの、悪魔の言葉？）

　悪魔は時に人を誘ゆう惑わくする。それに耐えるには、徹てつ底てい的な無視が一番なのだ。さもなくば堕だ落らくさせられ、廃はい人じんとなる。燐にはそんなことが自じ明めいであって。

　召しよう喚かん者が、悪魔の言葉を操あやつってもおかしいことはない。

「そォそォ──」

　ふと、昨日きのうの夕食でも思いだしたかのように、羽堂は呟つぶやいて。




「例えばそこの遠とお野の九く罰ばつな。実は俺の仲間だぜェ？」




　燐の動きが、そこではたと止まる。

　だが、そんなものは妄もう言げんだ。考えればすぐにわかることである。なにしろ彼は妹を襲おそわれている。羽堂と積極的に交こう戦せんしたのも、それが原因のはず。たとえ殺しあえど、協力するはずなどない。

「本当かどうかはテメェで考えてみろ。俺ァ神様が嫌きらいだからよォ。親切に教えてやるつもりなんかねェ。妹いもうと襲われたッてそこで気き絶ぜつしてたッて、全部偽ぎ装そうでなにがおかしいよォ？　なにしろ俺らは──」

　悪あく魔ま使つかいだぜェ────。

　戯ざれ言ごとだ、と燐は断じた。惑まどわされるな、今はその真しん偽ぎを確かめるよりも、羽堂に反はん撃げきされるのが致ち命めい的てきだ。動きに隙すきを作ってはそれを狙ねらわれる。

　攻こう撃げきが、来る。

　それを警けい戒かいして身み構がまえた瞬しゆん間かん────。

「じャあな。精せい々ぜい悩んでろよォ。そのほうがこッちにも好こう都つ合ごうなんでなァ」

　あっさりと。

　今までしつこく獲え物ものに執しゆう着ちやくしていた羽は堂どうが、林の奥へと消えた。退たい却きやくしたのだ、と気付いた瞬しゆん間かんには、もはや遅い。最後の戯ざれ言ごとは、もしや逃げるための隙すきを作るためだったのだろうか。

　いや──そもそも本当に、戯言なのか？

（──それは、今は考えなくても良い。ともあれ退ひいてくれたのは僥ぎよう倖こう幸福です）

　リミットはまだ十分残のこっている。倒れている三人は聖せいディオニュシウスに連れん絡らくすればすぐに治ち療りようしてもらえるだろう。命は助かるはずだ。

　気持ち悪いぐらい、あっさりと退いた羽堂。

　それこそ幻まぼろしを見せられていた気分だ。からかわれた気さえするが──それでも、戦ったときの手ごたえは本物だ。あの目、あの動き、とても人をからかいつつできる表情ではない。

　完全に、戦せん闘とう者の瞳ひとみであった。

（まったく──多た事じ多た難なんです）

　燐りんはすぐさま携けい帯たいを取りだして、ディオニュシウスへ連絡を取る。黒こく衣いの医師の応おう答とうは速く、すぐさま救きゆう急きゆう車しやを向かわせるということだった。その答えは、つまり死者をださずにこの場をおさめたことを意味している。

　燐は一いつ瞬しゆん──一瞬だけ。

　遠とお野の九く罰ばつを助けるべきか、迷ったのだが。




『そうか。羽堂征せい重じゆう郎ろうと一いつ戦せん交えたか』

「はいルカさん。ですが要よう救助者しやが三名いましたので、羽堂征重郎の討とう伐ばつよりもケガ人の救きゆう護ごを優ゆう先せんしました。羽堂征重郎は態勢を整えてのち、こちらから討伐に向かう手て筈はずです。油ゆ断だん大たい敵てきを旨むねとし、罠わななどに注意を払って行動します」

　あの校舎裏うらの一戦から、およそ一日が経たった。

　目を覚ました遠野九罰らと会話した後。柴しば燐は病院の裏うら庭にわで、ルカと携けい帯たいで話している。内容は単なる定てい時じ報告だが、それでも人に聞かれないに越した事はない。人ひと気けのない裏庭は、そういった意味では最さい適てきであった。

　話しながら燐が見上げる先の病室には、ケガを負った遠野九罰やアイムらがいるはずだ。視線をずらせば遠野七な罪つみや、羽堂に襲おそわれた被ひ害がい者らが入院している。

　被害者は、九罰らを含めれば、すでに十六人に達している。

　羽堂はどう出るだろうか。燐がいるからといって、狩りをやめるような生なま易やさしい相手ではあるまい。次の一いつ手てを間違えれば被害が広がるというのが、燐にはよくわかっていた。

『──ふむ。では柴、羽堂征重郎に協力者がいる可能性は？　単独犯はんで間違いないと思うか？』

「ええ、十じつ中ちゆう八はつ九く。もしいるとすれば逃げるのではなく、応援を呼んで確実に私を撃げき破はしようとするはずです。でなくてはせっかくの獲え物ものを三匹、逃がすことになりますから」

　正しい分ぶん析せきのはずだ──と燐りんは自分に言い聞かせる。間違ってなどいない。彼女の中では、いまだに悪あく魔ま使つかいのくだらない戯ざれ言ごとが尾をひいていた。遠とお野の九く罰ばつへのささやかな疑ぎ念ねんは、消えてはいない。

　だが、今はそれを肯定も否定もできない。

　遠野九罰が羽は堂どう征せい重じゆう郎ろうの協力者だ、という言葉は、羽堂が逃げるための方ほう便べんである──燐は、とりあえずそう仮定して行動していた。もし九罰が羽堂に協力しているならば、七な罪つみや九罰自じ身しんを危険にさらすという、あまりに高い犠ぎ牲せいを払っていることになるからだ。

　だが──だからといって、一いつ蹴しゆうできない言葉であるのも確か。九罰らに、もう戦せん闘とうにおいて協力を求めないと言った理由の一つは、それだ。羽堂から引き離して、なおも九罰が積極的に介かい入にゆうしてこなければ、やはりあの言葉は戯言だと結けつ論ろんできる。

　そこで、一つ疑問がわく。

　何な故ぜ、羽堂が逃げる必要があったのか、その理由だ。戦力を見れば五分五分──いや、むしろ羽堂が有利でさえあった。せっかくの獲物を諦あきらめてまで、逃走する理由がどこにあるのか。

　その上、退ひくとなれば実に鮮やか。獲物への未み練れんはわずかも感じられず。

『なるほど。では聞こうか。羽堂征重郎は、一体なにを企たくらんでいる？』

「…………正直、まだ不ふ確定な部分が大きく……確かつ固こたる答えは持ち合わせていません。生きて捕らえることができれば聞きだそう、と思っています。曖あい昧まい模も糊ことした回答で申し訳わけありませんが」

『いや、それでいい。全てを理解して行動することなどむしろ少ない』

　目的。

　曖昧な推すい察さつでしかないのだが──やはり代だい償しようを集めている以上、それに見合うなにかを計画しているはずなのだ。代償が大きければ大きいほど、得られる効果も多くなる。

　ただ──それがなんなのか、燐にはわからなかった。

『ふむ。定てい時じ報告は受じゆ領りようした。急げよ柴しば、敵を調子づかせるな』

「無む論ろんですルカさん。絶ぜつ対たい確実に、神の敵は駆く逐ちくします」

　一いつ睡すいもしていないというのに、燐の鋭い瞳ひとみは少しも鈍っていない。九罰らの搬はん送そう、今後の準備、また燐自じ身しんの傷の手当て、加えて目を覚ました九罰への対応、結けつ局きよく彼女は寝ていなかった。

　休息もとらねばならない、ということは燐もわかっている。だがそれはそんな暇ひまがあればの話であって──羽堂を倒すまではろくに休めないと、燐は踏んでいた。

『────話は、変わるが。やられた悪あく魔ま使つかいというのは、遠野九罰か？』

「はい。打だ撲ぼくが主おもで、骨折や内ない臓ぞう破は裂れつまではなかったそうです。ダメージが抑えられたのはアイムさんと同どう化かしていたせいだと思われますが──命に別べつ状じようはないものの、痛みのせいですぐに動ける状態にはないそうです。しばらくは絶対安あん静せいですね。もう戦せん闘とうはしないよう通つう告こくしましたので、これからは私一人ひとりで戦闘を続行します」

『なるほど？　まあディオニュシウスの見立てなら心配はないな。ふん、先月は散さん々ざん生なま意い気きな口をきいていたが、こうなると形かた無なしか。ふふ、良い薬になったんじゃないのか』

　ルカには、九く罰ばつへの疑ぎ念ねんを報告していない。無む論ろん、疑念に過ぎないのであるから定てい時じ報告に組みこむ必要はないのだが──聖せいルカはなんだかんだで遠野九罰とアイムを信頼しているのではないか。

　そう思うと、言葉につまる燐りんであった。

『……ところで、遠とお野の九罰になにかされなかったか、柴しば』

「──はい？　なにか、というのは……？」

『い、いや、その、なんだ。あいつとて悪あく魔ま使つかいだからな、その……若い娘むすめには、節せつ操そうがないというか……具体的に言うなら、着替えをのぞかれたりはしなかったか、ということなんだが』

「そのようなことは一切皆かい無むですが」

『む、そ、そうか。それならばいいんだが……』

「ただ、シャワーをお借りしていたら裸ら体たいを見られてしまいましたが。あれは大変失しつ礼れいをしてしまいましたね」

『ぶっ!?』

「ルカさん？」

『あ、あの男……懲こりずに私の弟で子しにまで…………というか柴、お前ももう少し恥はずかしがるというか、その、なんだ。あ、あれだ。警けい戒かいをしろ。迂う闊かつに男の家でシャワーなど浴びるんじゃない』

「男性は女性の裸ら体たいを見るのが至し上じようの法ほう悦えつだと聞きましたもので。むしろ喜んでくださるかと思ったのですが……なにか勘かん違ちがいをしていたようで。喜ぶどころか目をそらされてしまいました」

『そ、そんな戯ざれ言ごとを誰だれから聞いたっ!?』

「マルガリタさんです」

　別のエクソシストの名をあげる。そういえばルカとマルガリタは相あい性しようが悪いので有名だった、なんてことも思いだす。

『あ、ああああああの変へん態たいめ────わ……私の弟子が……不ふ埒らちな悪魔使いと馬ば鹿かな同どう僚りように穢けがされていく……。い、いいか柴。遠野九罰は腐くさっても悪魔使いなんだぞ。阿あ呆ほなふるまいばかりが目につくかもしれないがな……』

「え、ええ……」

　ルカがなにか言うのに相あい槌づちをうっていると──ふと目の前に、どうやら野の良ららしい子犬が現れた。犬が病院に迷いこむなど珍めずらしいと思っていると、その子犬がとてとてとこちらによってきた。

（あ、わ……ッ）

『おい？　聞いているのか柴しば。九く罰ばつとアイムにはよくよく注意して……』

「あ、き、き、聞いていますっ！　完全無む欠けつです絶ぜつ対たい確実です百ひやつ発ぱつ百ひやく中ちゆうですっではこれで定時連れん絡らくを終わります失礼しますっ」

　ルカの声はまだ聞こえていたが、燐りんは遠えん慮りよなく通つう話わを終えた。どうせ報告は終わっている。ルカと電話するより、足元に寄ってきてくんくんと匂においをかぐ子犬のほうが重要だ。

「わ、わ……」

　燐は警けい戒かいするように辺りを見渡して、人がいないか確かく認にんした。五十メートル先でも、人がやって来れば確実にその気け配はいを把は握あくできる燐だが、それでも念のため。

　誰だれもいないことを確認して、燐は子犬に手を伸ばす。

「わ、わんこー、わんこー、ほらおいでおいでー？　わん、わんわんわんわん、わんわん、なでなでー、わん！　わん、あ、来た来た。わんわん。いーこいーこ、わんわんわんかわいーかわ──」

「なにしてるのリン？」

　子犬を抱き上げ、頭を撫なでているその瞬しゆん間かんだった。
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　ひょっこりと顔を出したのは、白はく髪はつの悪あく魔ま。彼女は柴しば燐りんの、小学生でも今いま時どきしないようなベッタベッタの声こわ音ねと、いつもの鉄てつ面めん皮ぴをドロドロにゆるめた甘ったるい笑顔を、きちんとしっかり確認してしまっていた。

　迂う闊かつなのは柴燐。確かに彼女は、人間の気配は察さつ知ちできる。けれども実じつ体たい化かした悪魔は人間に似ていても、身体からだの造りは根本的に違う。天あま草くさ国こつ教きよう庁ちようの資料には、悪魔は人間のように歩いても足音をたてないとある。本当だとすれば気配などわかるはずがない。

　柴燐は犬が好き。それも、普ふ段だんの無む表情を壊こわしてメロメロになってしまうほど。

　この事実、燐を知る者が聞いたら吹きだすだろう。そもそも、普段の無表情と冷れい徹てつな口く調ちようは、まだ若い燐が相手になめられないようにするために作りあげたものだ。プライドとか威い厳げんとか、そういう類たぐいのものは燐にもある。

　それなのに──。

　一番なめられてはいけない、神の敵にこの場を見られてしまった────。

「はい、どうかしましたかアイムさん？　ああ、退たい屈くつでお散歩でも？　それならば遊ゆう戯ぎ室しつに古こ今こん東とう西ざいの暇ひまつぶしが」

「うん、いつもの無表情に戻ってもアタシばっちり見ちゃったから」

　ずーん、と音が聞こえたのは錯さつ覚かくか。なんとなく燐は、巨大な鉛なまりの塊かたまりが全身にゆっくりとのしかかってくるような気がした。つまり、落ちこんでいるわけで。

「……だ、誰だれにも言わないでもらいたいのですが。絶対、絶対秘ひ密みつの方向で」

「あーはいはい。別に言ったってかまわないと思うけどね？　むしろますます可か愛わいがられるんじゃない？」

「可愛がられては困ります！　あたかも私が愛あい玩がん動物のようではないですか！」

　自分で反はん論ろんして、燐はますます落ちこんだ。ただでさえ小こ柄がらなのだ。もしハムスターかなにかのように言われては、それこそ威い厳げんが空の彼方かなたへ消え去ってしまう。

　大声を出したせいか、野の良らの子犬は驚いて逃げ去ってしまった。本ほん音ねを言えば今すぐ追いかけたいところだが──さすがにそうも行くまい。もしかすると近くに親犬でもいるかもしれない。

　───そこで、当たり前のように誰にも言わないと約束したアイムのことに、気付いた。

「えっと……本当に、他た言ごん無む用ようですよ？」

「ん？　オッケーオッケー。噓うそはつく、騙だましもするけど、悪魔は約束は守る。約束は契約、契約は悪魔の証あかし。どんな契約だろうと、結んだからには遂すい行こうする──そーゆーものよ？」

「い、いえ、なんというか……」

　弱みを握ったのだから、それを使って恐きよう喝かつしたっておかしくないだろうに。

　口に出すと、あたかも恐喝されたいように聞こえるので口ごもる燐だが、アイムには強ゆ請すりなんて手段は頭にないらしかった。それともこの火か炎えんの悪魔は、欲しいものは所有者を燃やしてから手に入れるタイプなのだろうか。

「アイムさん、貴方あなたの職しよく能のうは、確か」

「ん？　基本は火か炎えんによる破は壊かいが専門。召しよう喚かん者を賢かしこくする、なんてのもあるけど──こっちは悪あく魔まなら珍めずらしくないしね」

「ええ、悪魔とて人間よりもはるかに長く生きている。異い教きようの、とはいえかつては神だった貴方がたです。我々より多た種しゆ多た様ような知識をお持ちでしょう。貴方がたにとって、豊富な雑ざつ学がくなどむしろ持っていて当たり前なのですね」

「そうそう。だからアタシの専門は戦せん闘とう。戦せん略りやくでも戦せん術じゆつでもない。如い何かに早く、かつ炎ほのおによって破壊をするか。まぁ、でもオリジナルは世界崩ほう壊かいさえ引き起こしかけたんだから、それに比べればただの放ほう火か魔まよね。はぁー、堕おちたもんだわ」

　あっさりと怖ろしい古こ代だいのエピソードを引きだされても、燐りんとしては呆あきれるしかない。九く罰ばつはこのような戦闘魔をそばに置いて平気なのかと、常つね々づね思うのだが。

　それとも。

　やはり九罰にも、羽は堂どうと似た部分があるのだろうか。だからこそアイムを──。

「アイムさん、悪魔としての貴方ではなく──戦闘における百ひやく戦せん錬れん磨まの将しようとしての、貴方の知識を拝はい借しやくしたいのですが」

　真剣に言ったつもりの燐だったのだが。

　対するアイムがびっくりしたような顔をしたので、こちらも驚いてしまった。

「……ちょっとリン？　さっき言ってたことと大分違ちがうんじゃない？」

「申し訳わけありません。ですが、これ以い上じよう九く罰ばつさんに無理をさせるわけにもいかないのです。彼の手て前まえ、厳きびしいことを言ってしまいましたが……こちらも考えが煮に詰つまっていまして。できればその海うみ千せん山やま千せんの経験から得るものがあれば、と」

「ふーん？　確かに九罰に無理してほしくはないけど……でもさっきのアレ、ちょっと強ごう引いんすぎると思うよー？」

　訝いぶかしげな視線。確かに、九罰がケガしているから戦せん闘とうをさせない、というのは半分くらいが噓うそだ。もう半分は──限りなく低い確かく率りつであるにせよ──協力しているかもしれない九罰と羽は堂どうを接せつ触しよくさせないことにある。

　それを悟さとられたか──そう思った瞬しゆん間かん、アイムはあっさりその表情を崩くずした。

「まあいっか。でもいーの？　悪魔にエクソシストが直接教きよう授じゆを願うだなんて」

「私自身まだまだ未み熟じゆくですし……それに戦闘に関してはともかく、他のことについては助力を請こう可能性もある、と言ったはずです。誤ご解かいさせてしまったなら申もうし訳わけありませんが、いまだ協力関かん係けいは続いているとお考えください」

「ふうーん。ま、アタシはオッケだよ。んで、なにしてくれんの？」

　にゅ、と当たり前のように手をだしてくるアイム。

「────はい？」

「なーにぼけっとしてんのよーリン。等とう価か交換は原げん則そく。そっちがアタシの知識を求めてるなら、それなりのもんもらわないとね」

　にこやかに言うアイムであったが、その性さがは放ほう火かと虐ぎやく殺さつだ。この悪あく魔まがなにか欲しがるというなら、それは破は壊かいに関連することに他ならない。

「この病院に火でもつけますか？　そんなことをすればディオニュシウスさんが黙だまっていませんよ。電でん光こう石せつ火かで滅めつ殺さつされるかと」

「違う違う。なんでそんなリスク高いことしなきゃなんないのよぅ。おまけに病院の魂たましいなんて老人や弱ってるのばっかじゃない。そんなのいーらない」

　ではなにが望みか。

　考えるリンは、すぐにアイムがバームクーヘンを美お味いしそうに食していた光景を思いだす。

「この近くにね、アタシ好みのケーキ屋さんがあるのよねー」

　甘かん味みは、人じん心しん惑まどわせる魔ま性しよう。

　いかに破壊の魔ま物ものといえど、女性である以上その誘ゆう惑わくには勝てないらしかった。




　柴しば燐りんが借り受けている、病院の一室にて。

　燐が買ってきたケーキをもぐもぐと食しているアイムは、いかにもご満まん悦えつだった。

「で────なるほど？　ハドーが撤てつ退たいした理由、ね。なんだ結局戦せん略りやくの話じゃない。いっそマラックス呼びだしたほうが早いわよ？」

「なにを戯ざれ言ごとを…………戦略が専門ではない、というのは謙けん遜そんでしょう。最さい前ぜん線せんで戦うだけで勝利は得られない。戦せん闘とうのプロは、同時に軍ぐん略りやくのプロでもあるべきです。せっかく声をかけたのですから、正確無む比ひに答えていただきたい」

　ちなみにケーキは燐りんのぶんも買ってある。みかんのミルフィーユを口に運びながら、それでも聞き漏もらすまいとする顔で告げる。

「召しよう喚かん者であるならば、悪魔への代だい償しよう提てい供きようはなにより重要なはず。それを蹴けってまで、羽は堂どう征せい重じゆう郎ろうは撤てつ退たいを優ゆう先せんしたのです。私にそれほどの力量はない──羽堂ほどの使い手なら、そんなことは先せん刻こく承しよう知ちのはずなのに」

　九く罰ばつに対する疑ぎ念ねんは、もちろんアイムには言わないでおく。羽堂の噓うそである可能性が高いし、仮に本当だったとしたら──アイムとフォラスが結けつ託たくしているということも考えられる。いずれにせよ、アイムに言うべきことではない。

「んー、美味しい♪　ねーリン、ここのケーキ絶ぜつ品ぴんでしょー？」

「九く分ぶ九く厘りん聞いていないですね…………」

「えー、聞いてる聞いてる。でもさ、それわざわざアタシに聞くこと？　リンなら簡単にわかると思うんだけどー。ちゃんと寝てる？　思し考こう力りよく落ちてない？」

　はぐ、とチーズケーキを食べるアイム。燐りんの相談よりケーキが大事だ、という態度だが。

「い、いえ……そんなことは」

「そ？　撤てつ退たいするなんて理由は二つしかないじゃない。まずは戦力上じよう不利だから逃げる。もう一つは撤退とみせかけた罠わな。ハドーが逃げれば、リンは倒れてたアタシ達を助けるなんてわかりきってる────つまり、追つい撃げきをカウンターする罠わなじゃない。戦力で不利だから逃げた、しかないでしょ？」

　そんなことはわかっている。問題は。

　燐には、どうしたってそこまでの力がないことだ。あの場で、死し力りよくを尽くして戦えば、最後に立っていたのは羽は堂どうの可能性が高い。

「では──やはり、羽堂は力を温存したかったのでしょうか？　私との全力勝しよう負ぶを避けたい理由が？」

「ん、どうかな？　まあその可能性もなくはないと思うけど、もっとわかりやすい理由があるはずだよ」

　わかりやすい、理由。

　やはり休むべきだろうか。こうして戦せん闘とうの悪あく魔まの教きよう授じゆを受けているというのに、まったく心当たりが思いつかない。普ふ段だんの自分はこれほど無む能のうではないはずなのに。

　自分はまだエクソシストの見習いなのだ。その上、得意なのは情報処しよ理りや諜ちよう報ほう任にん務む。戦闘が苦にが手てだというつもりはないが、それでも、本物の召しよう喚かん者を恐れさせるほどの力があるとは──。

「あ…………」

「オッケ。気付いたわね──なんだ、ちゃんと冴さえてるじゃない。ハドーが細かい事情知しってるわけないし、ビビるのも当然だと思うわよ」

　そう、簡単なことだ。

　エクソシストの見習いが来た。なにも知らない召喚者がそれに敵てき対たいすれば、次に考えるのは。

「エクソシストの本ほん隊たい。私を単なる先せん遣けんだと誤ご解かいし、その後ろに本物のエクソシストがいて、虎こ視し眈たん々たんと隙すきを狙ねらっていると────」

「そ。聖せいルカだってアタシを撃げき退たいする実力の持ち主ぬし。普通の状態だったら見習いだけが来るはずがない。ハドーは間違いなくこう思ったはずよ。エクソシストの見習いですらこれほど強いなら、その後やってくるはずの正せい規きエクソシストはどれほどの実力なのか──ってね」

　確かに。

　あの時の羽堂は、なにかに怯おびえているようにも見えて。

「彼が逃げるか戦うかはわかんないわ。けど見習いなんかと戦って、ボロボロの状態でエクソシストと戦うより、最高のテンションで相あい対たいするつもりのはずだよ」

　羽堂は──知らない。

　エクソシストは来ないと言うことを、知らない。

　無む論ろん、燐りんが任にん務むに失敗すればルカが出る。だがそれはもっと被害が広がってからだ。それを知らない羽は堂どうは、燐の後ろにエクソシストがいるものと誤ご解かいし、獲え物ものや燐を見逃してまで逃走した。

　完全な判断ミス。それにつけいる隙すきは間違いなくある。

「いける……いけます。戦せん闘とうによる確実な勝ちが望めない以上、その誤解を縦じゆう横おう無む尽じんに利用するしかない……！」

「でしょ？　実際、ハドーは代だい償しようも奪うばわず逃げだした。悪あく魔まはいるだけで代償を消費するからね、他の人間から生せい気きを取りだすために必ず行動する──でも」

「ええ。それでも、いやだからこそ本ほん職しよくのエクソシストが怖いのですね。代償が半はん端ぱな状態でエクソシストとは戦えませんから」

「そゆこと。さ、どうする？　多分、ハドーは次に、退たい魔ま士しを殺す力を得るために、大量の生気を奪い取るわよ──それも、密ひそかに」

　エクソシストに気付かれず大量の生気を集める──羽堂が自分の首をつなげるには、これしかない。

　そして、相手の動きがこれほど的てき確かくに把は握あくできれば、燐が次にどうするべきかもはっきりとわかる。

「……ありがとうございました、アイムさん。おかげで良りよう策さく妙みよう案あんが浮かびそうです」

「そ、良かったわ。気をつけてねリン。フォラスは、『探たん索さく者の総そう統とう』──言うなら、旅人の親おや玉だまなのよ。薬やく草そうや治ち療りよう法を知らないと旅はできないし、格かく闘とう術じゆつは護ご身しんのためよね。どれもこれも、旅人の必ひつ須す技能。あいつ、神様だったことも忘れて、ひたすらに道を辿たどってる──どこに辿り着くか知らないけど、その強ごう欲よくぶりには感かん嘆たんするわ。あの執しゆう着ちやく、それはまるごと力になるから」

「ご忠ちゆう告こく、耳に痛いです。ですが心配無む用よう、私たちには主しゆの加か護ごがありますので」

　最後に、それだけ何気なく告げる。敬けい虔けんな信しん徒とには当然の言葉。

　だが、アイムは嫌きらいな虫でも見たように、顔をしかめてしまう。まあ当然なのかもしれないが。そんな態度が、燐には少しだけ気になった。

「みんな言うよね。主の加護が、主の思おぼし召めしが。決まり文もん句くみたい。やーな感じ」

「それは……私たちは、主を信じていますから」

「へーすっごーい。顔も知らないのに信じるの？　そんな雲の上の偉いヤツによる加護や思し召しが、地を這はうバクテリアみたいな人間にあるの？　実際あるかどうか別にして、あると信じられることがすごいわね」

　明らかに馬ば鹿かにしている。燐はそう思っても、殊こと更さらに言い返すことはしなかった。アイムも悪魔。そのくらいは言ったっておかしくはない。もちろん賛成など一切できない言葉なのだが。

「アタシはクバツを信じてる」

　ただ────。

　だからこそ、何気なくそう告げたアイムの表情が──敬けい虔けんな修しゆう道どう女じよのように見えてしまって。それが燐りんにはひどく腹立たしかった。

「気に入らない召しよう喚かん者だったら、こっちから溶よう解かいさせるけどね。でもクバツはアタシが見つけて認めたんだもん。だから信じてる」

　それは信頼であって──信しん仰こうとは違う。

　燐はそう叫びたくなった。彼女に信仰とはなにかを告げようと思った。しかしどう違うのか、言葉にしようとした瞬しゆん間かんに──愕がく然ぜんとした。

　答えられない。

　言葉にできるほど、明確な違いを言う事ができない。

　ルカなら、答えられるだろうか。悪あく魔まの戯ざれ言ごとなど一いつ蹴しゆうできるだろうか。だが、燐には無理だった。自分が、自分で言うよりはるかに未み熟じゆくな信仰心しかもっていなかったことに、燐は呆ぼう然ぜんとして。

「…………私は、私、は……」

「ん？　あれ、混乱させる気はなかったんだけど……リン？　ちょっと？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫…………大丈夫です。やはり少々、睡すい眠みん不足のようですね。仮か眠みん、仮眠をとらねば……」

　ふらふらと、おぼつかない足取りだというのはわかっていた。それでも歩く。後ろから、アイムがなにか言っている。

「偽にせ物ものだけどね」

　自じ嘲ちようしたような声だった。意味はよくわからなかった。ああ、なんだかわからないことだらけだ。自分はこんなにも愚ぐ鈍どんな人間だっただろうか。

　ともすれば。

　ルカに泣きつきそうになる自分を、燐は懸けん命めいに押しとどめた。




　アイムが帰ってきた時、九く罰ばつは病室のベッドで退たい屈くつしきっていた。

　別に寝てしまえば良いだけの話なのだが、体にまとわりつく鈍どん痛つうがそれを邪じや魔まするのである。体中痣あざだらけの九罰は、話相あい手てもいないままでぼけっと天てん井じようを見つめるしかなかったのだった。

　胸から腹、主おもに羽は堂どうに殴なぐられた部分には包ほう帯たいがぐるぐると巻きつけられていた。相当な打だ撲ぼくとはいえ、骨折などはないのだ。こんな風ふうに大おお仰ぎような包帯の巻き方は、おそらくディオニュシウスの嫌いやがらせだ。

「ああ、アイムおかえり。外はどうだった？」

「ん、んー……えっとね、なんか……っかしーな。アタシ変なこと言ったかな？」

　散歩から帰ってきたはずのアイムは、釈しやく然ぜんとしない顔つきで首をひねっていた。彼女がこんな顔をするのは珍めずらしい──というか、ほとんど初めての気がする。悪あく魔まといえど、納なつ得とくできないものはあるのか。

　気になったので、九く罰ばつはなにがあったのか聞いてみた。

「んっと、リンと話してただけなんだけど。羽は堂どうについての対策とか、色々ね。ルカと違ってすっごい素す直なおだからアタシのアドバイスも聞いてくれてたけど──なんか、悩ませちゃったみたいで。変なこと言ったかな」

「自じ重ちようしろ破は壊かい魔まが。柴しば燐りんは教会の擁ようする孤こ児じ院いんで育ったんだ。聖せい典てんと祈き禱とうに囲まれた生活を十数年もしている。貴き様さまと違ってデリケートなんでな、あまり近づかないでやれ」

　部屋の奥で煙草たばこをくゆらせていた聖せいディオニュシウスが、忌いま々いましそうにアイムを睨にらみつけた。九罰の入院している部屋は、九罰とアイム以外に患かん者じやがいないので、好こう都つ合ごうとディオニュシウスが喫きつ煙えん所にしているのである。

「うーわー、なにその無む菌きん室。いっそ気持ち悪いわ」

「そうだな悪魔。まさしく無菌だ。だから菌に対するアプローチの仕方を知らん。お前のような雑ざつ菌きんに平気で近づいてしまう。どんなものか知らない、知っていても実感がない──故ゆえに扱い方を間違える。危険なものからただ囲うだけでは、内部の人間には逆ぎやく効果だということだな」

　九罰には、いまだに聖ディオニュシウスの立ち位置がよくわからない。

　言げん動どうや態度は間違いなく国こつ教きよう庁ちようの人間だ。悪魔を嫌きらう様よう子すは、ともすればルカなどよりも上に見えるが──けれど、自分やアイムを助けてくれたのも事実。結局なにがしたいのかよくわからない。

　ただなんとなく、相あい性しようが悪いとは感じていた。

「そんなわけで柴燐は繊せん細さいなんだ。あまり思ったことをずけずけ言うな悪魔」

「うん、でも……そうか。柴さん一人で羽堂と戦ってるんだよね──それは、マズいかな」

「ん？　どーして？　クバツはケガしてるし、無理に出ていかなくてもいいじゃない？　てゆーかそこの真まっ黒くろな人が睨にらみをきかせてるから、出るに出られないとは思うけどね」

　そう、聖ディオニュシウスが九罰らの入院部べ屋やにいるのは、なにも本当に喫煙がしたいからではない──多分。

　むしろ監かん視しだ。悪魔と悪魔使つかいを──いくらケガをしているとはいえ──のうのうと放置しておくほど、エクソシストは甘くないということなのだろう。初しよ対面の時はどこか濁にごっていた瞳ひとみだが、今はメスのごとき鋭い眼がん光こうを放っている。

　もし──この男を、脅きよう威いと認にん識しきせずに放っておけば。

　それこそ手術台の上のように、気付かぬうちになますに刻まれる。

「ふん、そう緊きん張ちようするなよケガ人が。俺はエクソシストである前に医者だ。傷ついた人間に乱らん暴ぼうは働かん。暇ひまなら大人おとなしく聖せい書しよでも読むか、でなければ付属の教会で祈っていろ」

「初しよ対面の時には殴なぐったくせに」

「おや、聞こえんな」

　いつか殴り返してやる、と九く罰ばつは固く心に決めた。

「──ダメなんだよ、アイム。柴しばさんに任せてたら、最さい悪あく……羽は堂どうが殺されちゃうかもしれない」

　ディオニュシウスを気にして、囁ささやくように言ったつもりだったが──それでも漆しつ黒こくの医者は聞き逃さなかったらしい。苦にが々にがしげに顔をしかめていた。

　アイムだってそれは同じ。

「ねー、クバツ？　別にクバツのやることに口出すつもりはないんだけどさー、それってどうなの？　もーハドーが犯人で確定だと思うよ？　しっかりきっちり灰にしとかないと。あっ、ていうか食べたい！」

　代だい償しようとして羽堂の魂たましいを食したい、ということか。ただでさえ枯こ渇かつ気ぎ味みのアイムの代償なのだろうが──九罰としては、おいそれとうなずくわけにはいかない。

「ダメだよアイム。まだ証しよう拠こがあるわけじゃない」

「シャああ！　わっかんないわねー！　目の前で人を襲おそってたっつかハドーが自分で言ってたでしょー！　ここまでされて証拠だのなんだの言ってらんないわよ！　なっちゃんのためにも灰にくらいするべきでしょ!?」

　そうか、アイムの憤ふん怒ぬの源げん泉せんは七な罪つみにあるのか、と九罰は妙みように納なつ得とくした。もちろん自分だって、七罪が襲われたのを傍ぼう観かんするわけにはいかない。いかないのだが──。

「羽堂は、飄ひよう々ひようとしてるからね。なんていうかこう、人を誤ご魔ま化かしたりうまく逃げたりするのが得とく意いなんだよ。だから──まだ僕は、羽堂を疑えない。っていうか疑いたくない」

「ほう、強ごう情じようだなクソガキが。その青あお臭くさいセリフ、聞いただけで鳥とり肌はだがたつ」

　紫し煙えんを吐きだし嘲あざけるのは、ディオニュシウスであった。言葉こそ乱らん暴ぼうだが、表情はどこか穏おだやかで──まるでそう言える九罰を、羨うらやましく思っているようにも見えた。

「なにをそこまで信じるんだ？　あの悪あく魔ま使つかいのなにが、貴き様さまを信用させる？」

「信じる…………というのとは、ちょっと違うかな」

　浮かべた笑えみは、穏やかなもの。

「羽堂はそんなことをしない。ほら、たとえば魚は水の中を泳いでも、陸りくにはあがらないでしょ？　それと同じ。あんなこと、羽堂はしない。魚が陸を歩かないように、猫ねこが海底を走らないように。そういうものなんだよ。ああいうことをする──いや、できるヤツじゃないって僕は思ってる。だから信じたい」

「滑こつ稽けいだな若わか造ぞうが。観察者しやを自じ認にんする学者など、えてして傲ごう慢まんなものだ。ヤマカガシは長年無む毒どくだと思われていた。卵を産む哺ほ乳にゆう類るいなど妄もう想そうの産物だった。目の前にある主しゆの創そう造ぞう物ぶつすらろくに理解ができない人間が、目に見えぬ人の心を知っている……とは。笑わせる」

　笑わせると言っておきながら、笑えみ一つこぼさないディオニュシウスであった。アイムはアイムで、いまだ不満そうに頰ほおを膨ふくらませている。

「そこまでいうなら、信用する根こん拠きよ、あるんでしょーね？」

「え？　うん──どうかな。根拠って言うほどのものじゃないけど、アイツが良いヤツだって思ってる理由は、あるよ」

　それは、羽は堂どうと出会ったころの話である。他た愛あい無ない昔むかし話と言ってしまえばそれまで。しかも九く罰ばつにとっては、ただ友人と出会ったという、それだけの話でしかない。

　ただアイムは興きよう味み深ぶかそうに九罰を見ているし、ディオニュシウスも二本目の煙草たばこを吸い始める。どうやら期待されているらしい。ただ、その九罰の感情はいささか伝えにくいものがあるのだが──。

　仕方ない。話そう。

　九罰は目を閉じて過去の情じよう景けいを思い浮かべながら、羽堂のことを語りだした。




　最初の出会いは、まだ二人が高校に入って間もないころ。

　九罰は教会の礼れい拝はいをサボり、かといって授業も始まらない時間帯たい。もちろん、同じくサボっていた羽堂は同どう様ように目立つし、だからこそ目をつけられたのだと、今では思っている。

　さらに言うなら、細ほそ身みの九罰は、羽堂にとって格かつ好こうの八やつ当あたりの対たい象しようだったのだろう。

　そんなわけで、喧けん嘩かになった。

「え!?　喧嘩になったの!?　なんでクバツ逃げなかったのよ!?」

「いや、だって。逃げる間もなく殴なぐりかかられたし」

　当時の羽堂は、中学でずっと続けていたボクシングができなくなった。右腕うでをケガし、傷しよう心しんのまま学園に入学したのだという。

　後に羽堂は語る。誰だれでもいいから殴りたかったのだと。要は彼が欲しかったのは、鬱うつ憤ぷんを晴らせる相手だったのだ。

「それからどうした軟なん弱じやく男おとこ。ケガしたばかりとはいえ相手は元ボクサー。肉にく塊かいにでもされたのか？」

「いやあ、それがね……」

　結けつ論ろんから言えば、それは殴り合いにすらならなかった。

　怒ど号ごうをあげて拳こぶしを振り上げた羽堂。九罰はとっさのことに怯おびえてしまい、半なかば錯さく乱らんしながら腕を突きだした。もちろん羽堂は、そんなことで突き飛ばされるほど脆もろい鍛きたえ方をしていない。

　だが、当たりどころが悪かった。というか最さい悪あくだった。

「ちょうど、ケガしてた肩に当たっちゃってね。殴りかかってきたのは左腕だったし、右はがら空あきだったんだよ」

「へー、さっすがクバツー。えっぐーい」

　ぱちぱちと手を叩たたくアイムは、おそらく褒ほめている。

　まあそんなわけで、ケガさえなければプロにもなれたとすら言われた羽は堂どうは、素人しろうとの偶ぐう然ぜんの一いち撃げきであっさり沈んだわけである。相そう当とう痛かったらしく、聞いているこちらが痛くなるような声で呻うめいていた。

　本来なら怒ってもよさそうな場面だが、そんな羽堂の様よう子すを見た九く罰ばつが怒れるわけもなく、どうしたものかと彼を見つめるしかなかったのである。

　結局──五、六分話はなしをして、彼が礼れい拝はいをサボって授業もでないいわゆる不ふ良りようであることや、ボクシングでケガをして自じ棄きになっていたことなどがわかってきた。

「で、そんな感じで一いつ緒しよにサボるようになったんだけど」

　礼拝の時間、誰だれもいない校内をうろつくのは、つまらなかった。

　せめて話し相手がほしかったところへ、予期しない羽堂の襲しゆう撃げきである。出会いが少々理り不ふ尽じんだったとはいえ、根が真ま面じ目めな羽堂と通じあうものも少なくなかった。

「そんな感じ。それが最初。よくある話でしょ？」

「あー、えっとさクバツ？　悪いんだけど……それ、だけ？」

　おずおずと遮さえぎるアイムに、九罰はなんだか笑ってしまった。

　そうか。これだけでは、さすがの火の悪あく魔まも理解してくれないか──ディオニュシウスも同じような顔をしている。もう、こればかりは当事者の自分にしかわからないだろう。

　あの時の羽堂は、乱らん暴ぼうではあっただろうが──真まっ直すぐで純じゆん粋すいだった。少し行き場をなくしていただけなのだ。

　だから、九罰にはむしろ、悪魔使つかいとして戦った羽堂のほうが、偽にせ物ものに思えてならないのだった。だから信じたい。それだけのこと。

「ふん、くだらん話だったな青あお二に才さいが。大体貴き様さまら、どうしてその男が生せい気きを集めていると思っているんだ？」

「え、それは……フォラスの代だい償しようにするためでしょ。アイツが全力を出すとこんなに悪魔になるなんて、思いもしなかった。ただの雑ざ魚このはずなのに……あれ？」

　答えたのはアイムだったが、途と中ちゆうで疑問形けいになる。

　九罰にもわかった──ディオニュシウスが聞いているのは、フォラスに代償を与えて羽堂が一体何なにをしようとしているのか、ということなのだ。

「ふん。代償が必要なら、その目的が要いる。重要なのは代償を集めてなにをしているか、ということだ。貴様らそんなことも考えなかったのか。フォラスは俺のブエルには及ばずとはいえ、医い療りようにも精せい通つうする悪魔……となれば」

「ケガをした右腕うでを……元に戻す？」

　それは、おかしい。

　だって羽は堂どうの腕は、まだ治っていなかったじゃないか。それはアイムが見み抜ぬいているし、彼女が言ったのだからおそらく間違いはない。

　なんか、妙みようだ。上う手まく嚙かみ合ってくれないじれったさが、九く罰ばつの胸の中でもがくのだ。

「俺はそう推すい論ろんするぞ小こ童わつぱ。ああ、だがまだ色々と可能性はあるぞ？　町まち全体を崩ほう壊かいさせるような禁きん術じゆつを準備しているかもしれない。さらに高こう位いの悪あく魔まを呼びだすための生いけ贄にえとして集めているのかもしれない。可能性はいくらでもある」

「そんなこと、ないわ」

　強く言い返したのは、むしろアイムだった。

「フォラスは、色々なことができる悪魔だけど──でも、そんな強力な術を使える悪魔じゃない。アイツは色々なことができるけど、その分ぶん個々の能力は脆ぜい弱じやく。言ってしまえば器き用よう貧びん乏ぼうなのよ。戦せん闘とうにしたってアタシにかなわないし、治ち療りよう能力はブエルの足元にも及ばないはず。そんな大それたことができる悪魔じゃないわ」

「………ほう？」

「いくら代だい償しようを準備したところで、その大量の代償でなにかができるほど、フォラス自身は強力な悪魔じゃない。使えない術のためにいくら代償を集めたところで無む駄だでしかない。そんなこと、おんなじ悪魔使つかいのアンタだってわかってるはずでしょ？」

　代償を集めても、悪魔の能力によってはできないことがある。

　以前にも少し聞いたそれ。そういえば、アイムの挙げた悪魔候こう補ほの中に、フォラスの名前は入っていなかった気がする。

「……ふん、可能性の一部を言っただけだ。そもそも、その弱い悪魔に貴き様さまは負けたんだろう。雑ざ魚こ悪魔は黙だまっていろ」

「ざ、雑魚ッ!?　こ、じ、地じ獄ごく最さい高こう峰ほうの破壊魔ブレイカーのこのアタシに、今アンタ雑魚って言ったわねッ！」

「……やめなよアイム。そっちも挑ちよう発はつしないでもらえるかな」

　アイムならば、怒りにまかせて病院ごと丸まる焼やきにしかねない。そんな危き惧ぐがあったので、九罰は早めに仲ちゆう裁さいに入る。言いたい放ほう題だいだったディオニュシウスは、懐ふところから追加の煙草たばこを吸っていた。

「僕も、なんか違うと思う。羽堂が犯人じゃないって言える根こん拠きよがあるわけじゃないけど……でも、羽堂が町破は壊かいしたりすごい悪魔呼びだす理由が、全然ない」

　だったら、腕を治すために町の人を襲おそっている。その方が納なつ得とくできる推すい理りだ。もちろん、九罰はそんなことはないと思いたいのだが。

　それにしても──腕を治すということは、そんなに大量の代償を必要とするのだろうか。それだけが、少し疑問だった。

「ふん、理由などお前の知らないものがいくらでも…………なに？」

　不ふ意いに。ディオニュシウスが虚こ空くうを見て。

「急きゆう患かんだと？」

　低い声で語りだした。

　それは、少々異い様ような光景。誰だれもいないはずの部屋の壁に向かって、ディオニュシウスは応おう答とうしている。瞳ひとみは、死者のごとき白はく濁だく。

「……そうか、また被ひ害がい者か。すぐに行く。黙だまれ、急ぐぞ異い形ぎようめ」

　そう言って、九く罰ばつたちには目もくれず、ディオニュシウスは部屋を出て行った。誰と話しているのかはわからなかったが、彼の使し役えきする悪あく魔まと会話していたとすれば──おそらく、九罰たちには聞き取れまい。

　残ったのは。

「…………クバツ」

　憮ぶ然ぜんとした表情のアイムだった。

　まだ不満なのかなと思ったが──どうやら彼女の憤ふん怒ぬは、あっさりと鎮ちん火かしているらしい。それはもちろん、別の気がかりなことがあるからで。

「クバツがハドーを信じたいってのは、わかったわ。アタシにはまだ納なつ得とくできないけど、クバツが構わないなら、アタシに異い論ろんはない」

　不満なのは──。

　やはりアイムは、羽は堂どうを疑っているからなのだろう。七な罪つみを襲おそったと羽堂自じ身しんが告げているのだから、それは無理もないことだろうが。

「クバツはアタシの召しよう喚かん者だから。どうしてもって言うなら、アタシはクバツに従うよ」

　アイムは、九罰の考えを変えるのを諦あきらめた。

　ならば、彼女はどこまでもついてきてくれる。一度、決めたことならば、彼女は業ごう火かのごとき意い思しでもってそれを貫つらぬき通すだろう。

「うん──ありがとう、アイム」

　そしてそれは、九罰にとってなにより心強い剣となる。

　ただ──間違いのない決意の誓ちかいだったはずなのに、アイムの瞳が不安そうなことに、すぐに九罰は気づいた。

「………………ッ」

　言葉が喉のどまでせり上がり、そしてすぐに詰つまる。

　こういう、大事な場面で思い知らされる。アイムは、自分を偽にせ者ものだと思っているのだ。かつて戦った悪魔が擬ぎ態たいしただけの、とてもとてもよく似た偽の遠とお野の九罰。

　だから、不安がる。その瞳の奥に、自分を信じてくれないアイムがいる。それが、九罰には手にとるようにわかってしまう。

「クバツ？　どうか……した？」

「──いや。なんでもないよ、アイム」

　本当は言いたかった。不安がることなんかない。僕は僕だと。君が信じていることは、悪あく魔まが吹きこんだ真まっ赤かなデタラメにすぎないんだと。

　言えば良かったのに。

　それを口にした瞬しゆん間かん、大事なことを黙だまっていた九く罰ばつに、アイムが二度と口をきいてくれなくなるような気がして──アイムの不安に、気付かないふりをした。

　本当に。

　どうしようもない、腑ふ抜ぬけの選択だと思った。




　交通事じ故こで死んだ、仁に藤とう公きみ龍たつ。聖せいジョージ学園の神しん父ぷであり、担当は神しん学がく。死後、彼に成りすましていたのは悪魔ブネであったが、それもアイムと九罰によって地じ獄ごくに還かえされた。

　その後、しばらく空くう席せきだった神学担たん当とうだが、二週間ほどたって派は遣けんされてきたのがイタリア出身だというクラーラ・マレンツィオである。賛さん美び歌かも好きだという彼女は、聖せい歌か隊たいの指導も同時に行っている。仁藤神父と深ふか間ま水み鳥どり、二人分の仕事を一人でこなしている、有能な人物。

　そのくらいが、九罰の彼女に対する認にん識しきであった。

　ぶっちゃけてしまうと、仁藤神父同どう様よう、九罰は彼女を避けている。どうせ顔をあわせれば礼れい拝はいに出ろと言われるのはわかりきっているのだ。七な罪つみは慕したっていたようだったが。

「オー、愛あい夢むサントテモヨク似に合あッテイマスヨ。ヤッパリ私ノ目ニ狂イハナカッタデスネー」

　だから、知る由よしもなかったのである。

　この怪しいカタコトの日本語を操あやつる修しゆう道どう女じよが、日本の同どう人じん誌し目め当あてで来日した、正しよう真しん正しよう銘めいのオタクだなんてことは────。

「えっへへー、どぉクバツ？　似合う？」

「似合ウ似合ウ似合イマス！　ピンクノナース服ハ世界遺い産さんデス！　愛夢サンニモ似合ウト思イマシタガヤハリ最高デスネ！　アハゥアン！　モウ萌もエスギテドウニカナッテシマイソウデス！」

　一いち応おう書き添えておくが、これがきちんと修道服を着こんだ聖せい職しよく者しやのセリフである。頭ず巾きんをかぶらず、金きん髪ぱつの巻き毛を流れるままにしているのは、ここが一応室しつ内ないだからだろうか。

　クラーラは一応、倒れた七罪を含めた聖歌隊の面めん々めんの見み舞まいに来ていたのである。さっきまで、意識の戻らない七罪らを見て悲ひ痛つうな顔をしていたのだが──聖ジョージ学園の転てん入にゆう生せいとしてアイムを紹介したとたん、この調子だ。

　ピンク色の、しかもやたら短いスカートのナース服を、何な故ぜお見み舞まいにきたはずのクラーラが持っているのか。そもそもどこから調ちよう達たつしたのか。そう言ったことを聞くと、胸を張られて秋あき葉は原ばらデ買ッタノデス、とか言われた。

　ちなみに、九罰たちの街から秋葉原までは電車一いつ本ぽんでいけるのだが──もしかしたらクラーラはそれが目的でこんな田舎いなかの街まで来たんじゃないだろうか、と嫌いやな邪じや推すいまでしてしまった。

　巨大なカテドラルのある首しゆ都と、長なが崎さきに比べるべくもない、関かん東とうは半分都と会かい半分田舎の、結けつ構こう不ふ便べんな場所なのだ。なにせ関東地ち方ほうに空港は一つしかない。わざわざこんな所に赴ふ任にんしてくるなら、クラーラにもそれなりの目的があると考えるべきだろう。

　ちなみに、九く罰ばつはまだ秋あき葉は原ばらへ行ったことがないが──買い物のために行ったことのある七な罪つみ（目的はドライヤーらしかった）は、帰ってくるなり『悪あく魔まの街でした……』とか呟つぶやいて部屋に引きこもってしまっていた。なにを見たのかはわからないが、男だん色しよくがどう、ソドムとゴモラがどうとか言っていたので、深く聞く気は起きなかった。

　ともあれ──秋葉原はオタク文化の発はつ信しん地ちには違いない。そしてそれにどっぷり浸つかっているクラーラも、とても聖せい職しよく者しやには見えないのであった。

「ねー、クバツってばー！　どうなのー!?」

「あ……うん、そうだね。似に合あうよアイム……ただ、ちょっとスカート短すぎるけど」

「えー、そんなに短いかなー？」

　不ふ思し議ぎそうにくるっと一いつ回転されると、目のやり場に困る。

　そんなわけであまりアイムのほうを見ることができず、視線をそらしていたのだが──アイムは、どうもそれが不満らしい。なにやらぎゃあぎゃあと言っていた。

　オタク趣しゆ味みのイタリア人は、それを見てにやにや笑っている。

「ソレニシテモ九罰クン？　イツノ間ニコンナ可か愛わいイ子ト知リ合ッタノデスカ？　先生ハナニモ聞イテイナイノデスヨ」

「いや、説明する暇ひまもなく入院させられましたし」

「ソコデス！　七罪サンニ続イテ九罰クンマデ！　先生ハ真まッ黒くろナ服ノドクターカラ、悪魔デモーニオガ関連シテイルトマデ言ワレタノデスヨ！　今回ハ軽けい傷しようト聞イテイマスガ、クレグレモ夜や間かん外出ナドハ飛ひ行こうシテクダサイ！　主しゆヘノ祈リヲ欠かカシテイルカラコウナルノデス」

「先生、飛行してじゃなく、ひかえて、です。意味もだいぶ変わります」

　普ふ段だんは達たつ者しやな弁べん舌ぜつだというのに、時々妙みようなところで日本語を間違えるクラーラ。本人は説せつ教きようしているつもりなのだろうが、間の抜けた日本語のせいでつい笑ってしまいそうになる。

　説明を求められたらしいディオニュシウスは、九罰のケガを『七罪と同どう様ように悪魔に襲おそわれ、軽けい度どの衰すい弱じやく状態にある』と回答したらしい。海外、特に西せい欧おうでは日本などより悪魔の横おう行こうが多いらしく、クラーラはその説明であっさり納なつ得とくした。

　ただそれを、彼女は九罰の日ひ頃ごろの行いのせいだと思っているフシがある。襲われたのが礼れい拝はいに出ないからだ、とか言われても全く関係がないだろうし──そもそも、敬けい虔けんなはずの七罪も襲われている。

　もっとも、それを指し摘てきしても、『七罪サンハ神ノゴ加か護ごガアッタカラアノ程度デスンダノデス！』とか答えられるだろうから、九罰も反はん論ろんする気はなかった。

「もう一人、いるじゃないですか──礼れい拝はいに出ないやつが」

　そして。

　頃ころ合あいを見み計はからいつつ、それとなく羽は堂どうのことも聞いてみる。アイムも九く罰ばつにかまって欲しそうに見ていたが──悪あく魔まの瞳ひとみは、敵の話を聞くために油ゆ断だんなく煌きらめいていた。

「羽堂クンデスカ？　ソノコトナノデスガ……九罰クンハナニカゴ存ぞん知じデスカ？」

「え？　えっと……なんの話ですか？」

「今日、羽堂クンハ学校ニ来テナカッタラシイノデスヨ。水みず野のサンニモ確かく認にんシタノデ間違イナイデス。モウ私ハ、羽堂クンマデケガヲシタノカト心配デ心配デ────ハァ、気き疲づかレデ倒レテシマイソウデスヨ」

　さっきまでナース服で喜んでいたくせに、という言葉は飲みこんで。

　それでも、九罰は気になった。羽堂が学校へ来ていないなら──もちろん、ケガなどしているはずはない──悪魔フォラスを伴って、なにか行動を起こすつもりなのだろう。昨日きのうまでは普通に登校していたのを、九罰は覚えている。

　ならば。

「動くよ、彼」

　予よ感かんを確信に変えるのは、心強いアイムの囁ささやき。

　意い外がいなところから、機きを得られることができた。現在時じ刻こくは午後三時。今から行動すれば、もしかしたら機き先せんを制すことができるかも。

　羽堂の目的を、今度こそ聞きだすことができるかもしれない。

「ン、ドウシマシタ九罰クン。怖イ顔ヲシテ…………ハッ!?　ダ、ダメデスヨ！　コノ愛あい夢むサンハ私ガオ持チ帰リスルンデスカラ！　ソンナ顔シテモコレバカリハユズレマセン！」

　そう言って、アイムに抱きつこうとするクラーラだったが──ひらりとかわされ、残念そうな声をあげていた。アイムは短いスカートを翻ひるがえして悪戯いたずらっぽく笑っている。

　アイムに触さわってしまえば、火傷やけどは必ひつ至し。そんな様よう子すを見ている九罰としては、もう、危なっかしくて仕方がない。悪魔だとバレたら、クラーラは果たしてどんな目でアイムを見るだろうか。

「アイムはあげませんよ」

「ゥアア！　ソンナ殺せつ生しようナ後ご生しようナ宰さい相しようナ総そう称しようナ！　九罰クンガ酷ひどスギマス！」

「知ってる言葉適てき当とうに並べないでください。なに言ってるのかもうわからないです」

　別にアイムは九罰のものではないが、とりあえず所有権けんを主張してみる。あとでアイムになにを言われるかわかったものではないが──その時は適当に誤ご魔ま化かそう、と決めた。

　アイムが意い地じ悪わるそうににやにや見てくるので、この後は嫌いやな予感しかしなかったのだが。

　悪魔というより小こ悪魔だな、と思うしかなかった。




　再さい戦せんする気はあるのか。

　自分は羽は堂どうに勝てるのか。

　同どう化かは未いまだに上う手まくいかない。

　身体からだだってケガのせいでまた痛い。

　柴しば燐りんからは足手まといだとはっきり言われた。

　ああ──もう、嫌いやになる。なにが嫌って、そうした諸もろ々もろの問題の半分くらいが、自分に起き因いんしていることだ。アイムに本当のことを言えないのも、燐に見み捨すてられたのも。結局自じ分ぶんのせい。

　だから、九く罰ばつは七な罪つみの入院している部屋にきた。

「…………うん」

　七罪は、寝ているようにしか見えない。顔色は少々悪わるいようにも見えるが、それでも彼女が襲おそわれた二日前からすれば、確実に回復している。そう思えた。

　羽堂が学校にも来ていなかった。ならば、彼はフォラスとなにか行動を起こそうとしている可能性が高い。

　正直言って、九罰は動どう揺ようした。あれだけ羽堂を信じたいとか言っておきながら──この程度で動揺するなど、やはり心しん中ちゆうでは彼を犯人扱あつかいしていたのかも、とすら思う。

　なにもしていないなら、普通に学校に通えばいい。わざわざ学校に来ていないというのなら──そうまでして、羽堂は一体なにをしたいというのか。

　嫌な想そう像ぞうばかりが膨ふくれるのだ。クラーラの話を聞いてから。

　だから、ここに来た。アイムにも伝えず、一人で七罪の顔を見にきた。

「やっぱり、許せないな……」

　七罪が無事ならそれでいい──そんなことを言えるほど、九罰は優しくない。

　二日だ。もう二日も、七罪はこうしている。聖せい歌か隊たいの練習があるだろう。日々のお祈りだって欠かさない。最近レパートリーを増やしたいとか言って、中ちゆう華か料理を練習していた。

　七罪を襲おそったヤツは、そういう彼女の大事なものを奪うばおうとしたのだ。

「過か保ほ護ごなのかな……僕は」

　虚こ空くうに向かってつぶやく。

　そしてなにより。

　七罪は、九罰にとって大事な妹。代わりなんていない。たった一人の。九罰から七罪を奪おうというなら──絶対に許さない。許せるはずもない。

　なら、なにを躊躇ためらうことがある？

　犯人を見つけだす。なにか知っているに違いない羽堂から、なにがなんでも話を聞きだしてやる。アイツが犯人なら徹てつ底てい的に痛めつけて七罪に謝らせる。そうでなくても一発くらいは殴なぐらねばなるまい、親友として。

　柴しば燐りんがなんと言おうと知ったことか。

　九く罰ばつは妹を襲おそわれたのだ。なら、自分には戦う理由がある。犯人を見つけなくてはならないのだ。

　ここに来たのは、その再さい確かく認にんのため。

「傍そばにいてあげられないなんて……ダメな兄にいさんだな、僕は」
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　自じ嘲ちよう気ぎ味みに微ほほ笑えむ。本当は何より、彼女にずっと寄り添そっているのが正しいはずなのだ。七な罪つみにとってそれをしてもらえる家族は、九罰しかいないのだから。

「でも行くよ──羽は堂どうから、ちゃんと本当のこと、聞きださないと」

「うん。オッケー」

　──一いつ瞬しゆん、七罪が喋しやべったのかと思った。

　だが違う。受け答えをしたのは、いつの間にか後ろにいたアイムだった。彼女も七罪の顔を見に来たのだろうか。もしそうだとするならば──九罰とアイム、考えていることは同じだ。

　彼女の、深いイエローの瞳ひとみが、揺れる。

「じゃ、部屋戻もどって最終チェックしよっか。早い方がいいよね。ハドーがリンに殺されちゃうかもしれないし。それに──今度こそコテンパンにやられたお返し、しなくちゃね♪」




　既すでに、日は沈んだ。

　ディオニュシウスが部屋に入ってくるのと、九く罰ばつが彼を睨にらみつけるのはほぼ同時だった。

「──────？」

　苦にがい顔。メスのごとき医者の瞳ひとみに、しかし九罰はひるまない。

　体の痣あざはいまだ消えない。だがそれでも、聖せいと魔まの両方に属すディオニュシウスが治ち療りようしたのだ。普ふ段だんなら動けないはずの傷が、一日足たらずでかなり回復している。

　それでも身体からだは痛い。痛いが、それでも。

「ねえ、ディオニュシウス。柴しばさんがどこに行ったか、知ってるかな。午後から姿すが見たみえないんだけど」

「──それが人にものを聞く態度か無ぶ礼れい者ものが」

「教えてください。お願いします」

　殊しゆ勝しように頭をさげる。決して敬けい語ごを使わなかった相手に対して。

　しかし、そんな態度はむしろディオニュシウスは更さらに疑ぎ念ねんを深めたようだった。懐ふところの煙草たばこを一本、口に含むが──吸いこんだタールが心しん底そこ不ま味ずかった、という風ふうに顔つきを歪ゆがめてしまった。九罰は結局、彼が美う味まそうに煙草を吸うところを見ていない。

「……先ほど、羽は堂どう征せい重じゆう郎ろうが根ね城じろにしているらしい、廃はいビルへと向かった」

「廃ビル？　なにそれ、そんなのがあるの？」

「つい一時間前まえに発見したばかりの場所だ。街の不ふ良りよう学生が溜たまり場にしているような、廃ビル街があるんだろう？　その内の一つに、悪あく魔ま召しよう喚かんが行われた痕こん跡せきが発見できた。他にも見つかったのはコンビニの袋ふくろや、ゴミだ。羽堂がそこを拠きよ点てんとし、何度も行き来していることは明らかだ。自宅に帰らず、学校にも行っていないなら、遠からずそこに戻る可能性は高い。確か……日向ひゆうがビルとか言ったか」

　自宅に帰っていない──改めて、九罰はその可能性を思い知った。

　それはそうだ。もし自宅にいるのなら、そこを柴が狙ねらわない理由がない。確実に襲しゆう撃げきできるのだから。実際、エクソシストの聖せいルカは九罰の家を容よう赦しやなく襲おそってきた。

「つまり、待ち伏せなわけだ」

　街の果て、隣となり町まちとの境さかいにディオニュシウスが言ったような廃ビルがある。

　この街に大だい規模なオフィス街を作ろうと計画されたものだったが、結局は頓とん挫ざし、作りかけのビルが乱立するような場所。決して治ち安あんが良いとはいえない場所なので、七な罪つみには近づかないように言っている。もっとも、そんなところに行く用もないのだが。

「……そんなことを聞いてどうするつもりだ、ケガ人が。そういえばあの悪魔はどうした。俺は外がい泊はく許きよ可かをだした覚えはないんだがな」

　なにを言っても、嫌いやそうな顔をするだろう。

　そんな声こわ色いろのディオニュシウスだった。

「制服を取りに行ってもらってる。アイムはもう動けるんだから。それくらい全然アリだよね」

「なんのためにだ。一秒以い内ないに答えろ愚ぐ物ぶつ」

「決まってるだろ。僕も行く。柴しばさんに任せてちゃ、羽は堂どうが殺されるかもしれない。そうなる前に、僕がそれを止める。羽堂の目的を聞きだすんだ。アイツぶん殴なぐってでも」

　柴燐りんを止められるだろうか。彼女には戦せん闘とうに参加するなと言われているし。ただそちらにはまだ楽らつ観かんがあった。聡そう明めいな彼女なら、無理についていけば話くらいは聞いてくれるだろうと思った。

　問題は、羽堂のほう。話をしたくとも、彼が問もん答どう無む用ようで襲おそいかかってくる。そういう可能性もある。それとも、また噓うそばかりでごまかすだろうか。

　最さい悪あく──羽堂は噓などついておらず、本当に七な罪つみを。

「あれだけ、強気なことを言ったけどさ、やっぱり本当は不安なんだ。羽堂がもう、僕の友達じゃないかもしれない。アンタの言ったとおり、僕の知らないひどいことをしているかもしれない。そんなことだって思う」

　羽堂が学校に行っていないと聞いて、九く罰ばつの心はぐらついた。なかったはずの羽堂への疑ぎ念ねんが、胸の中で脈みやく動どうする。

　今、九罰が動かなければ、全てが手遅れになるかもしれないのだ。一いつ刻こくの猶ゆう予よとてない。柴燐の口ぶりから考えても、彼女はすぐさま羽堂を襲しゆう撃げきして殺すつもりだ。

　それを止められるのは──自分しか、いないのだ。

「でも、アイツがそう思っていなくても、僕はまだ羽堂の友達だ。そのつもりなんだ。だから、行かせてよ。この包ほう帯たいをとって、柴さんと一いつ緒しよに行かせて」

　ディオニュシウスの瞳ひとみが、変わる。

　それは、最初に会った時のような汚お濁だくした瞳。メスのような鋭さはない。それでも──この、底の見えない沼のような瞳こそが、ディオニュシウスの本気の瞳なのだと。

　今ならば、言える。

「却きやつ下かだ。寝ていろ馬ば鹿かが」

「でも！」

「黙だまれケガ人が！　なにが柴さんと一緒にいかせてだ！　なにがまだ羽堂の友達だ！　ふざけるなよこのガキが！　貴き様さまは満足に動ける身体からだじゃないんだぞ!?　ましてや戦闘だと!?　はいわかりましたどうぞなどと俺が言うと思ったか！」

　怒ど声せいは、狭い部屋に強きよう烈れつに響ひびく。

　ディオニュシウスは厳きびしい顔つきで、乱らん暴ぼうに九罰の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。その鮮せん烈れつな怒りは──なにか、彼のゆずれないものを守るためのような、そんな気がして。

　溜ため息いきとともに、煙草たばこの煙が口から漏もれる。ディオニュシウスの怒ど気きを体たい現げんしたようなそれは、彼の迫はく力りよくを一いつ層そう増していた。嫌いやな臭においがまとわりつく。

「俺は、医者だ。ゆえに貴き様さまを外に出すことは許さない。医者としての矜きよう持じがある。医者として、一度治ち療りようした患かん者じやは治るまで責任をもつ。途と中ちゆうで投げだすことなどしない。なんなら俺が、貴様をぼろぼろにしてやろうか？　それこそ外に出たいなんて間違っても言えないほどにな！」

　本ほん末まつ転てん倒とうという言葉を知っているのか。

　九く罰ばつは悟さとる。おそらくこの男は、九罰の足を切り落としてでも九罰を止める。そんな医者だ。

　この黒くろ服ふくをまとった男は。

　人間である前に、医者なのだ。自らの医者としての在り方を貫つらぬくためなら、どんなことでもするのだ。

「…………最初から嫌いやなやつだと思ってたけど、理由がわかった。アンタの頭、どっかおかしいよ」

「好きに言え」

　患者を癒いやすために、医者になったのではないのか。

　九罰には、とてもディオニュシウスがそんな綺き麗れいな理由で治療をしているとは思えなかった。そしてそれは、本当はとても怖いことではないのか。

　九罰をベッドに叩たたきつけるように、ディオニュシウスが手を離す。

「出て行こうとしても無む駄だだ。鍵かぎをかける。あの悪あく魔まが来たらそいつも一いつ緒しよにいれておく。『天の国の鍵クオ・ヴアデイス』の粗そ悪あくな支し給きゆう品ひんでも、破るのは至し難なんだろう。だがそれでも──なお行くというのなら、左足くらいは覚かく悟ごしておくがいい」

　睨にらみつける白はく濁だくの瞳ひとみ。手に持つのは、銀に輝く南なん京きん錠じよう。

　そうして、九罰はようやく知った。ここは病室などではなく、独どく房ぼうだと。ディオニュシウスが退室すると同時──部屋に響ひびくは、がちゃりという金属音おん。外側から鍵をかけられ、九罰は牢ろうに閉じこめられる。

　初めからディオニュシウスは、九罰を密みつ室しつへと誘さそっていたのだ。いつでも閉じこめることができるように。

　窓を見る。今いま更さらながらに、その窓が嵌はめ殺しだということに気付く。そこから出入りするなら、窓を壊こわさねばなるまい。もっともケガ人の九罰に、そんなことはできはしないが。

　九罰はベッドに身体からだを預けた。そのまま天てん井じようを見上げる。

　────どのくらいそうしていただろう。そんなに長い時間ではない、というのはわかっている。

　天井から目をそらしたのは。

「ふぎゃっ」

　猫ねこのような悲鳴とともに、アイムが病室に投げこまれたからだ。

「いったぁ──。ちょっとぉ！　急になにすんのよエセ医者ぁっ！」

　アイムはすぐさまディオニュシウスに食ってかかるが、彼は外から病室に鍵かぎをかけて立ち去ったのだろう。あとに響ひびくのは、廊下からの硬い足音だけ。

　遠とお野の宅たくから着替えをとってきたアイムは、まだなにか言いたそうに鍵のかかった扉とびらを睨にらみつける。手に持っているのは着替えのつまった袋ふくろ。

「おかえり。ちゃんと持ってきてくれた？　さすがにこの服じゃね」

　着なれたブレザーを持ってくるように頼んだのだ。患かん者じやのための病院服ふくでは、ちょっと不ふ便べんだろう。

　外に、出るには。

「どうかな、アイム？　鍵を灼やききったりできる？」

「うーん。普通の鍵ならできるんだけどねー。あのヒゲ、『天の国の鍵クオ・ヴアデイス』の模も造ぞう品ひん使っちゃってるわ。元々悪あく魔まを締めだしたり、対たい悪魔の結けつ界かいを作る聖せい具ぐだから、ちょっと破るのはキツいわね」

　扉全体を見み渡わたして、アイムは言う。ドア自じ体たいを焼いてしまえば良いのではないかと思ったが、それも多分できないのだろう。可能ならばとっくに放ほう火か癖へきの悪魔がやっている。

「じゃ……打ち合わせどおりに、だね」

「もっちろーん。あ、あとちゃんと連れてきたわよ」

　ご機き嫌げんなのは、黒くろ医者をまんまと出し抜いたが故ゆえか。九罰とて、あの医者がすんなり外出を許してくれるとは思っていなかった──まさか鍵をかけられるとは、予想外がいだったが。

　問題はない。

　アイムが、着替えの詰つまった袋をかかげる。その中には九く罰ばつのブレザーと、アイムの私服が入っているはずだ。妙みように量が多いのは、カムフラージュのために、不要な服ももってきたからだろうか。

　そんな袋から、ひょこんと顔をだしたのは。

「頼りにしてるよ、バステト」

　おそらく家で留る守す番ばんをしていたであろう、白はく皮ひの蛇へび。

　得意げに鎌かま首くびをもたげる、アイムの使い魔まであった。




　夜を駆かけるのに躊ちゆう躇ちよはない。

「ねぇアイム！　さっきの瞬しゆん間かん移動で廃はいビルまでいけないの!?」

「あれは瞬間移動じゃなくて空間接せつ続ぞく！　いったんバステトを分ぶん割かつして、片方をいきたい場所においとかないといけないから！　それだったらもう向かうほうが早いでしょ？」

　体が痛む。主おもにわき腹やろっ骨から。

　それでも走らねばなるまい。できれば廃ビルまで一いつ足そく飛びに行きたかったのだが、それは難しいらしい。アイムも九罰のケガはわかっているらしく、時とき折おり気き遣づかうような視線を向けてきて。

　先ほど、バステトの力を借りて病室を抜けだしたときは、本当に驚いた。

　代だい償しようは服。いやにたくさんあるなと思ったら、それはバステトに食べさせるためだったのだ。与えられた服を、バステトも躊ちゆう躇ちよなく食らっていく。

『服っていうのは、楽らく園えんを追いだされた始し祖その象しよう徴ちよう。全ぜん裸らだった彼らが蛇へびにそそのかされ、知ち恵えの木きの実みを食らう。そうしたらまずその裸ら体たいを恥はじた、って話は知ってるでしょ？　知恵と罪の象徴である服を、悪あく魔まである蛇が食らう。それは楽園という異い界かいと、現げん世せをつなぐ道をつくる儀ぎ式しき。アタシたちもこの病室から抜けられるってわけ♪』

　アイムの嬉き々きとした解説も、よくわからなかったのだが。どうやらバステトに服を食べさせるのは、瞬しゆん間かん移動のための儀式らしい。といってもバステトが食べたのは一着や二着ではないのだ。もし間違って七な罪つみのお気に入りとかがあったりすると、怒られるのは九く罰ばつである。

　ほとんど食べてしまってから、バステトは次に──。

　九罰を食べたのだ。

「あれは──ちょっと驚いたよ」

「あはは、先に言っとけばよかった？　ごっめーんっ」

　自分の腕くらいしかない小さい蛇が、大おお口ぐちをあけて九罰を飲みこんだのだ。物理的に無理があるのだが、一いつ瞬しゆんで食われたほうはそんなことを考える余よ裕ゆうはない。

　そして───食われたと思った瞬間に、もう外に出ていた。それが遠とお野の家けの前だったのである。

　すぐそばには、当たり前のような顔をしてバステトがとぐろを巻いていた。自分が夢でも見ていたのかと思ったのだが──いきなりバステトの体が膨ふくらみ、大おお口ぐちを開けたかとおもうと、バステトがアイムを吐きだしたのだ。

　それを見て、ああ自分もこんな風ふうにでてきたのか、と思った。

　バステトを分ぶん割かつするとか、食べられたら別の場所から吐きだされるとか、どうかしてる現げん象しようが多すぎるのだが──はっきり言って、いい加か減げん九罰も慣なれてきた。

「あんまり使いやすい能力じゃ……ないの？」

「瞬間移動したいならガープやセーレに言ってね。アタシの専門は戦せん闘とうなんだってば。他の能力もないわけじゃないけど、でもやっぱり本ほん職しよくにはとてもかなわないからさ。アタシ一人だったらもう少しマシなんだけど」

　九罰がいなければ、すぐさま廃はいビルまで向かうことができる、ということか。

　しかし九罰がいなくては、アイムもその戦闘力りよくの本ほん領りようを発はつ揮きすることができないのだ。ならば、ここで夜の街を二人駆かけるのは、もう仕方のないことなのだろう。

　あとは、九罰の傷の痛みがこれ以上ひどくならないよう、祈るだけ。

　羽は堂どうと再さい戦せんになったときの、具体的な打だ開かい策さくは浮かんでいない。まだ、アイムには隠かくしていることも言っていないし、それに九罰はケガ人だ。コンディションは以前より悪い。これで勝てると思うほうがおかしい。

　それでもいかなくては。

　この機きを逃したら、あるいは二度と羽は堂どうと話せなくなるかもしれないのだから。

「ん……クバツ、ちょおっと待って」

　アイムがいきなり止める。彼女の服装は、一月なのに薄うす手でのキャミソールとジーンズだけ。ブレザーの上にコートを羽は織おっている九く罰ばつには、見ているだけで寒くなるようなコーディネイトだ。

「どうしたのアイム。まだビルに着いてないけど」

「うん。こっからそのビル探さなきゃなんだよね？　でも……なんかおかしい」

　裏うら路ろ地じを抜ければ、そこは町の廃はい墟きよ。

　建設途と中ちゆうで放置されたビルがならぶ、建築物ぶつの墓はか場ばだ。もちろん、規き模ぼとしてはそんなに大きいものではなく、一キロほどの通りと、それに面したビルが十数棟とう。

　そのビルの中から、羽堂が根ね城じろにしているという、日向ひゆうがビルを探さなくてはならない。

「おっかしーな。フォラスの匂においがしないのは、まあアリだよね？」

　鼻をひくひくと動かして、必ひつ死しで情報を集めようとするアイム。

　確かに、フォラスの匂いはするはずがない。薬やく草そうに詳しいというフォラスが自ら作ったアロマオイルは、羽堂に染しみついた悪あく魔まの匂いすら消し去っていた。

　隠おん密みつ──という言葉が浮かぶ。姿すがたを消すことに関しては、もしかしたらフォラスはプロフェッショナルなのかもしれない。

「じゃあ……この匂いは？」

「どうしたのさアイム。怖い顔して」

　九罰には、アイムの感じている匂いを嗅かぐことはできない。

　いや──そもそもそれが、匂いなのかどうかも疑わしい。アイムが、人間の五ご感かん以外の感覚を持っていて、それを行使して表現するときもっとも近いのが嗅きゆう覚かくである、ということだって十分にありうる。

「たくさんの人間がいる──」

「……なんだって？」

「そして、これは……なんだろ？　悪魔に近いけど、こんな匂いのやつ知らない。まるで肉にく食しよく獣じゆうみたいに、人間のほうを狙ねらってる」

　耳をすませても、聞こえるのは静せい寂じやく。

　獲え物ものを狙う時に音をたてる獣けものはいない。静寂はつまり、狩かり場ばの証あかし。流りゆう血けつを予よ言げんする、暗い暗い沈ちん黙もくなのだ。

「羽堂の匂いは？」

「しない。しないけど……ハドー、たぶんたくさんの人の真まん中なかにいる。すっごい不ふ自然な感じ──悪あく魔まのアロマで強ごう引いんに匂においを消してるから、こんな不ふ自然になってるんだね。人の匂いが充じゆう満まんしているなかで、ぽっかり匂いのないところがあるから」

　羽は堂どうがいる。

　ならば、いかなくては。彼がなにをしているのかはわからない。しかし、それならばなおのこと、話を聞きださなくてはなるまい。ここで立ち止まっていてもどうにもならない。

「行くよアイム。リベンジ開始だ」

　力強く告げる。悪魔はそれに、軽くうなずく。

　向かうは、暗くら闇やみの廃はい墟きよ。町の華はなやかさと対たい照しよう的な裏うら通どおりのそれ。一歩踏ふみだした足に、夜の冷たさが静かにまとわりつく。

　背中を襲おそうのは、粘ねん液えきのような息いき苦ぐるしい悪お寒かんだけだった。








幕まく間あい三












　仲間はみんな逃げた。

　倉くら敷しき亜あ絵え香かは、いわゆる家いえ出で少女だった。とはいっても、意を決して家出をしたわけではない。家に何日も帰らない。帰ったところで親を罵ば倒とうし、無む防ぼう備びな親の財さい布ふからいくらか抜き取っては、また出ていく。そんな日常。不ふ良りようと言い換えてもいい。

　この廃はいビル街は、とても居い心ごこ地ちが良かった。

　似たような仲間がたくさんいた。煙草たばこを吸って、品ひんのない言葉で会話して、時には人からお金をわけてもらう──そう、強ごう奪だつではない。あくまでわけてもらうのだ。金属バットと怒ど声せいさえあれば、大たい抵ていの人間は財布を開く。数人で囲めばなおのこと良いだろう。

　神しん父ぷやシスターも都つ合ごうがよかった。特にいいのは日曜日だ。寄付金きんを銀行に振りこみにいく聖せい職しよく者は、神が見ていますとか言いながらあっさり金を渡すのだ。バカみたい。

　労働も勉べん学がくもない生活。学校には教師をからかいに行くだけ。家に帰れば、哀あわれにさえ見える卑ひ屈くつな母親と、大学受じゆ験けんをもう何年も失敗し続けているひきこもりの兄がいる。父親は仕事でいない。あれ、そういえば最後に顔を見たのはいつだろう。

　そんな、馬ば鹿か馬鹿しい家庭より、この廃ビルで仲間とだべるほうがいい。

　いつものように、倉敷亜絵香は友人たちと笑っていた。今日は金持ちの中年男おとこがいたので、いつもより多くお金を手に入れることができた。せっかくだからなにか美う味まいものを食べようとかそんな話をしていただけだった。

　──『それ』は、いきなり来た。

　真夜中なかの廃ビルで。彼らに決まった拠きよ点てんはない。その日の気分で居い場所を決める。その時は、今まで入ったことのないビルにいた。

　月はなく、暗くら闇やみは深いのだ。だからだれも気付かなかった。『それ』が来たことに。

　暗闇から伸びる手が、いきなり亜絵香の首を摑つかんで、持ち上げた。

　意味わかんねぇとか、殺すぞカスとか、そんな言葉を叫ぼうとした気がする。けれど喉のどを太い腕でがっしりと摑まれているのだ。ぜひゅーぜひゅーという、妙みような声しか出せなかった。なんでかわかんないけど、全身の力が抜けたようで。

　仲間の一人が、金属バットでそれに挑いどんだ。

　バットが『それ』に激げき突とつする。けれども敗はい退たいしたのは、そのバットのほうだった。バットは大きくひしゃげていたが、『それ』には傷きず一つない。

　それでもう、仲間は一いつ斉せいに逃げ去った。賢かしこい者はすでにビルの外に出ていたし、そうでない者が慌あわてて逃げても、『それ』は後を追ったりはしなかった。

　なんのことはない。

　最初に標ひよう的てきに選ばれたのは、亜あ絵え香か一人。二に兎とを追って両方逃にがしてしまうより、一兎を確実にしとめる。『それ』はそういうつもりなのだろう。それくらいのことは、勉強ができない亜絵香にもわかった。

　仲間を薄はく情じようだなんて思わなかった。だって自分が狙ねらわれなかったら、やはり真まっ先さきに逃げているからだ。仲間といっても立場が似ているからつるんでいるだけで、特別に気が合うとか大事だからとか、そういう関係ではない。

　そもそも、そういう関係が嫌いやだったから、亜絵香は家をでたのだ。

　暗くら闇やみから伸びる『それ』の腕。多分、人間。暗いせいか真まっ黒くろな腕にしかみえない。身体からだはビルの闇に飲みこまれていてよくわからない。背が高いということはわかる。亜絵香は腕の力だけで持ち上げられている。脚あしをじたばたさせて、必ひつ死しで腕を放そうとしても、『それ』の腕はびくともしない。

　だんだんと頭の中が苦しいという単たん語ごだけで埋め尽くされる。苦しい苦しい苦しい苦しい苦しい助けて苦しい。他の事が考えられなくなる。

　母親の顔が浮かんだ。なんだよこんな大事な時にでてくんなよと思った。頭に浮かぶくらいなら助けてくれと思った。脳のう裏りの母親は口くち癖ぐせを繰り返す。貴方あなたが大事なのよ。貴方のためなのよ。だからそんなことはしないで。貴方のためを思って言っているのよ。

（大事なら助けてよ今あたし死にかけじゃんなにこれなんであたしが死ななくちゃいけないのこんな死に方わけわかんないわけわかんないまま死ぬのあたし嫌いやだ嫌だ助けて苦しい死ぬ助けてお母かあさんでもお父とうさんでも兄あに貴きでも神様でも誰だれでもいい誰か助けて助けて助けてよぉ────ッ！）

　涎よだれが口の端はを伝うのはわかった。見開いた瞳ひとみから涙がでてきた。

「ク、ハ──おィ、辛つらいかよ？」

『それ』が喋しやべる。意い外がいにも若い声だった。

「あァー、あァー、可哀相かわいそうになあ。ク、ハハ。夜遊びしてるからこんなことになるんだぜェ？　これに懲こりたらすこし控ひかえろ──ああ、生きてたらだがなァ？」

　なにも知らないくせに。

　なにも知らないくせに。忠ちゆう告こくなんてするな。教師みたいなこと言うな。神しん父ぷみたいなこと言うな。なにも知らないくせに。夜になっても家に帰りたくない気持ちなんてわかるのか。家族を見て苦しくなってなじってしまう気持ちがわかるのか。この廃はい墟きよのほうがよほど居心地いごこちがいい、そんな人間の気持ちがわかるのか。なにも知らないくせに。

　殺そうとしているくせに。

「なんでお前だけって思ッてるよなァ？　いいぜェいいぜェ、その顔。理り不ふ尽じんだッて顔してやがる。あァ、そうさ。理由なんてねェのさ。大した理由がねェまま襲おそわれてる。お前じャなくても別にいい。他の誰だれでもいいけど、たまたま目についたのがお前だッたから、お前を殺そうッてわけだ」

　涙と涎よだれでぐしゃぐしゃになり、ろくに考えもできない頭。口から洩もれるのはあーあーという、生まれたばかりのガキみたいな声。

「可哀相かわいそうになァ。お前の横に立ッてた男でもよかッたのになァ。あんまり、あんまり可哀相だからよォ────」

「ぁ…………ぅえ……？」

　今、気づいた。

　声の響ひびく場所が違う。狭いビルに反はん響きようしているせいで気付かなかったが──この声は、いま亜あ絵え香かの首を摑つかんでいる『それ』とは、別の場所から響いてきていて。

　そうだ。

『それ』の後ろに、誰かが立っていて──。




「だから助けてやる──正義の味み方かたの、この俺がなァ」




　そうして、襲おそい来るのは嵐あらしのごとき暴ぼう風ふう。

『それ』はその風の凶きよう器きに、あまりにもあっさりと吹き飛ばされた。コンクリートの内部にできた強きよう烈れつな台たい風ふうは、亜絵香の軽い体たい軀くも吹き飛ばす。

　悲鳴も風にかき消される。

「ほいッと」

　だが、それはすぐに受け止められた。風の中に立つ、一人の男によって。

「あ…………」

「よォー可か愛わいい子じャん？　あ、俺羽は堂どうッつーのよろしくなァ」

　金きん色いろの髪。へらへらとした顔。年は亜絵香と同じくらいか。この、どこにでもいそうな不ふ良りようの青年が。

　自分を──助けてくれた？

　そうだ。間違いない。だって彼は今、力強く亜絵香の肩を摑んでいるのだから。

「早く逃げろ。俺ァこいつに用事があるんでなァ。下まで行けば俺の後こう輩はいが待ッてるからそいつらに助けてもらえ」

「……ぇ、あ……」

「なんだ礼れい儀ぎも知らねえのか。こういう時はありがとうッてんだ」

　恐怖と呼吸困こん難なんでろくにしゃべれない。ぜぇぜぇという吐と息いきの中にまぎれたありがとうを、金きん髪ぱつの青年はちゃんと聞きとれただろうか。

　風はやまない。闇やみの奥には、おそらく『それ』がいる。青年はその先を見み据すえながらも、ニヤリと笑った。

　お礼は──聞こえたらしい。

「一つ勉強すること！　二つ家族と仲良くやること！　別に達成しなくてもいいが命いのち助たすけてやッたんだァ！　それぐらい努力してみろよォ！」

　豪ごう快かいに笑う青年。逃げる背中にかかるその言葉が冗じよう談だんなのか本気なのか、亜あ絵え香かにはさっぱりわからなかった。

　でも──教師や親に勉強しろと言われるよりは、いくらか気分が良いものがあった。




「さァいくぜェフォラス！　こんなとこで立ち止まるわけにはいかねェぞォ！」







[image: 第四章　夜の彼方に奔る一撃]
















　日向ひゆうがビルはすぐに見えてきた。ビルの下の部分はまともであるものの、最上階かいには壁がないようだった。幸いなのは老ろう朽きゆう化かして破は棄きされたビルではないため、造りはそこそこ頑がん丈じようであることか。

「あそこかな、クバツ？」

　九く罰ばつは頷うなずいた。さすがにこんな裏うら通どおりの地理を知っているわけではないが、ビルの片かた隅すみの壁に、かすれた文字で日向ビルと掘ってある。まず間違いないだろう。

「うん……そうだね。けど……なんか、おかしいな」

「大だい体たい十五人くらい。武ぶ器きは見たところない、かな──けど、ナイフくらいは持ってるかもだし。気をつけないとねクバツ」

　ビルの前には──アイムの言葉どおり、十五人前ぜん後ごの男女がたむろしていた。座っていたり立っていたりと、好き放ほう題だいの体勢で。年ねん齢れいは学生だろうか。髪かみ色いろが派は手でだったり、制服を着き崩くずしていたりで、とても素そ行こうがよさそうには見えない。この廃はいビル街に、彼らの姿すがたはとても似に合あっていた。

　誰だれもいないと思っていた場所に、十人以上の男女。九罰とアイムは警けい戒かいして、通りの反対側、高い塀へいに隠かくれて様よう子すをうかがっていた。いざとなれば飛びこむ覚かく悟ごではあるのだが。

「羽は堂どうは、中にいるのかな」

「えっと、ビルの中は……」

　くんくんと匂においを嗅かぐアイム。

「ダメ。ハドーがいることくらいしかわからない。フォラスのアロマのせいで、ビルの中の匂いがめちゃくちゃになってる。リンの匂いもかぎとれないわ」

　やはり、外からの偵てい察さつには限界があるか。

　とはいえ、ディオニュシウスの話では、この日向ビルが羽堂の本ほん拠きよ地ちであるのは間違いないらしいのだ。ならば、中に入らなくては話にならない。一見したところ、ただの不ふ良りようが十数人いるだけなのだ。悪あく魔まと比べれば怖くもなんともない。

「アイム、ちょっと僕が行ってくるよ。まさか中に入るのを止めたりしているわけじゃないでしょ。不安だけど、なんとかしてくるから」

　ただ、不良と悪魔というのは、なにかと結びつきやすいモチーフでもある。本人たちはカッコいいからとか、そんな理由で使っているのかもしれないが、深夜に騒そう音おんをかき鳴らすバイクに、悪魔の紋もん章しようが描いてあるなんてよくあることだ。

　普ふ段だんならば、それを即そく座ざに悪魔信しん仰こうと呼んだりはしないだろうが──今は、少々事情が違う。

「えー、なに言ってるのよー。もちろんアタシも行くわよ。いざとなったらアタシの炎ほのおで返り討うちにしてやるわ。九く罰ばつになんかしたら灰にしてあげる」

　それが不安なんだけど、という言葉は口に出さない。とりあえずアイムが暴ぼう走そうしないように注意しようと決めた。

　意を決し、進む。まさかいきなり殴なぐりかかられることはあるまい。

　とはいえ──何も言わず素す通どおりさせてくれるほど、彼らは甘くはなかったらしい。

「おぅ、ちょっと待てや」

　あちゃ、と九罰は心しん中ちゆうで呻うめく。厄やつ介かいなことにならなければいいが──いざとなったとき、アイムの手綱たづなを握りきれるか、若じやつ干かんの不安はあった。

「ここは通行禁きん止しだ、とっとと失せろ」

　声をかけてきたのは、いかつい学生。年は──九罰より若干下した、というところか。だが背は九罰よりも高いし、筋きん肉にくは岩のように隆りゆう起きしている。格かく闘とう技ぎでもやっているのだろうか。

「ああ、ごめん。ちょっと中に用があるんだよ。入るくらい構わないでしょ？」

「あ？　なめてんのかタコ。誰だれも通すなって言われてんだよ」

　低い声の恫どう喝かつ。決して肝きもの太くない九罰は、普ふ段だんなら萎い縮しゆくしてしまうだろうが──今は隣となりに、今にも火か炎えんで相手を威い嚇かくしそうな悪あく魔まがいるのだ。そちらのほうに気をとられてしまう。

　初めっから敵てき意い剝むきだしのアイムに、岩のごとき青年は訝いぶかしげだ。この場にいる他のメンバーも、じろじろと遠えん慮りよなく二人を睨にらみつけてくる。居心地いごこちが悪いのは間違いなかった。

「誰かに言われてるの？　この廃はいビルに誰も通すなって」

「おめぇには関係ねぇだろが。ここ通りたきゃここにいる全員相あい手てしてからいけ。生ゴミになりたくないならとっとと失せろ」

　アンタこそ灰になりたくないならどきなさいよ──なんて、アイムの声が聞こえてきそうだった。

　たむろしている連れん中ちゆうからも、笑い声があがる。もちろん九罰一人ひとりでは、目の前の青年ですら倒せないだろうから、その笑い声も無理はないのだが。

（そういえば……この人たち、バラバラじゃないな）

　統とう一いつ性せいといえば年ねん齢れいくらいのように思えたが──そうでもないらしい。一番目め立だつのは衣服だ。男女問わず、全ての人間が金きん色いろのものを身につけている。たとえば岩の青年は、その太い手首に金の腕うで輪わを。

　他にも金色のバンダナをしている青年や、金のピアスの少女。決して目立つわけではないが、隠かくさず露ろ出しゆつさせている金のアクセサリー。

　カラーギャング──なんて言葉が、九罰の頭に浮かんだ。

「ねー、クバツー。もういいじゃん、さっさと終わらせ──」

「く、クバツッ!?」

　しびれを切らしたアイムが、九罰の名前を呼んだ瞬しゆん間かん。

　岩の青年を筆ひつ頭とうとして、一いつ斉せいに周囲の空気が変わった。不ふ穏おんな侵しん入にゆう者を見る目が、一いつ変ぺんして驚きよう愕がくのそれに変わる。いや、あるいは畏い敬けいか。

「く、九く罰ばつって遠とお野の九罰──さ、んですか？」

　いきなり敬けい語ご。

　岩の青年は額ひたいに脂あぶら汗あせをかきながら、居い丈たけ高だかだった態度を改める。

「あー、えーと……そうだけ、ど？」

「し、失礼しやしたァッ！」

　直立不ふ動どうから、一いつ切さい乱れなく頭を下げる。他の少年少女たちも一気にざわめきだした。もちろん当の九罰はそんなことをされる理由が一切わからないし、アイムに至ってはただただぽかんとするばかりだ。

「九罰ってあの？」「遠野九罰さんっしょ？　聞いたことある」「羽は堂どうさんのダチだろぉ？」「二人であの青せい嵐らん高校乗のりこんで、全員叩たたきのめしたのよね？」「バッカ違ちげぇよ、隣となり町まちの武ぶ闘とう派は神しん父ぷを叩きのめしたんだよ」「うぇ、あのサバット使いのゴリラ神父を!?」「いやいや、たった一人でゾクつぶしたから羽堂さんと義ぎ兄弟の契ちぎりをだな──」

　周囲から流れこんでくる噂うわさ話は、できれば聞きたくなかった。

　尾ひれ背びれどころか、噂に巨大な翼つばさが生はえて空の彼方かなたに飛んで行っているようなものだ。噂の出で所どころは想そう像ぞうがつく──そうなると、やはりここにたむろしている少年らは、羽堂の知り合いか。考えるまでもない。

「ちょっと聞きたいんだけど、いいかしら？」

「ウス。えーっと……遠野さんの彼女ッスか？　自分、岩いわ島しまっていうッス」

　アイムが彼女、のくだりは否定も肯こう定ていもしない。どちらにせよ面めん倒どうになりそうだったからだ。岩島青せい年ねんは直立不動のまま、顔をあげて九罰を見ていた。今にも敬けい礼れいでもしそうだった。

「アンタたちはハドーの子分でいいの？　あ、噓うそついたらダメだよ。クバツは怒らせると怖いわよォー」

　噂を最大限げんに活用するアイム。機き嫌げんがいいのは、先ほどまで邪じや険けんにされていた岩島青年が、今では怯おびえすら混じった視線でこちらを見ているからだろう。

「う、ウス。自分らは、羽堂さんのチームッス。見りゃわかると思いますが、ウチらのチームは金きん色いろのもの身につける決まりがあるッス」

「『金色の蹄鉄ゴールデンターキン』って、呼んでる。あたしらは」

　近くにいた少女が、煙草たばこを片手に呟つぶやいた。九罰はなにも言わずその少女に近づいて、煙草を奪うばい取る。少女は抗こう議ぎの声をあげようとするが──特に、すぐに黙だまりこんだ。噂のおかげだろうか。

「ごめんね、僕、煙草は嫌きらいなんだ」

　そう言って火を踏み消す。抗議するものはいない。えも言われぬ迫はく力りよくを九罰から感じ取っているのかもしれない。もちろん演技なのだが。

「岩いわ島しま……くん、だっけ。確かに僕と羽は堂どうは親友だけど、それは羽堂が言っていたの？」

「ウッス。俺ら色いろ々いろ聞いてるッス。あと九く罰ばつさんに手をだしたら命ねぇからやめとけとも言われたッス」

「あ、はは……」

　笑ってごまかすしかない。なぜそんな噓うそを流したのかは不明だが。

「俺らは、羽堂さんに助けられたんスよ」

「…………助けられた？」

　いきなりの岩島青せい年ねんの言葉は、意い外がいに重いものだった。

「羽堂さんがボクシングやってたことは、知ってるッスよね？　あの人、ボクシングやめてから暇ひまんなって、よく夜の見回りしてるんすよ。たとえばアイツは家いえ出でして行くとこないから、羽堂さんがウチのチームに連れてきたんス。みんなで面めん倒どう見みたり見られたりッス」

　先ほど九罰が煙草たばこを奪うばった少女は、少しだけ憮ぶ然ぜんとした表情で頭を下げた。照れているらしい。

「俺は──ゾクだったんスけど、抜けようとしたんス。もうゾク抜けの制せい裁さい真まっ最さい中ちゆうで。あん時ゃ羽堂さんが来なくちゃ死んだッスね、マジ。ただ羽堂さんが来たら、なんかすんげえ風が吹いて。気づいたらゾクの連れん中ちゆうがみんな倒れてたッス」

　岩島青年が頭を搔かいて笑う。今気づいたが、彼の前まえ歯ばは一本欠けていた。

　他にも、教師のセクハラから助けられた少女。ヤクザから金を借りていた少年などなど、ここにいる『金色の蹄鉄ゴールデンターキン』はみな、何かしらの形で羽堂に助けられた者ばかりらしかった。

「教会は偉そうなこと言ってっけど……家出した俺らが近く通るだけで、悪あく魔まの紋もん章しよう掲かかげてないか、探るような顔をするんスよ。ったく、たかだか家出したガキがそんな物ぶつ騒そうなもん持ち歩かねえっての────そんなんに比べたら、ここは羽堂さんが上う手まく仕切ってくれてるんで、居心地いごこちもいいッス」

　照れたように笑う岩島青年。そういう表情がよく似に合あっていた。

「よくラーメンおごってくれるんスよ羽堂さん。もうそれが美う味まくって」

　それは僕の貸した金だ、という言葉はすんでのところで飲みこんだ。美しい思い出に水をさすのはよくないだろう。

（羽堂が……そんなこと、してたなんて、ね）

　思わず笑ってしまった。それはあの面倒見のいい羽堂には、実に似つかわしかった。羽堂ならたとえ右腕うでが使えなくても、ヤクザくらいどうとでもなるはずだ。ましてやフォラスがいるのだから──あとはたやすく想そう像ぞうできる。やたら金を借りて返さない理由も判はん明めいした。

　そうなると、やはり羽堂が町の人間を襲おそっているというのは──噓のような気がしてきた。

　だって、重ならないのだ。ニヤついて街の人間に危き害がいを加える羽堂と、気のいい兄あに貴きの顔で『黄金の蹄鉄ゴールデンターキン』を取り仕切る羽は堂どうが。あまりにも違いすぎて。

「やっぱ、直接聞ききだすしかないか」

「だっよねー♪　さあさあ、アンタ達、道を開けなさいっ。最さい強きよう無む敵てきのクバツ様のお通りよ！」

　アイムはいやに機き嫌げんがいい。最近、羽堂に負けたりディオニュシウスになめられたりで鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたのかもしれない、と九く罰ばつは思った。強者扱あつかいされてもらえて嬉うれしいのだろう。

「あー……なぁ、通しちゃっていいのか？」

　岩いわ島しま青年が他のメンバーを見渡した。その様よう子すを見る限り、特にこの場にいる者で序じよ列れつなどはないのかもしれない。羽堂がリーダーというだけで、岩島青せい年ねんが強い立場にあるわけではなさそうだった。

「いや、ダメっつっても」「羽堂さん並みに強い人に勝てるわけー？　ありえないっしょ」「下へ手たに、妨ぼう害がいして、強きよう行こう突とつ破ぱされたら、それこそ、怒られる、軟なん弱じやくどもーって」

「だよなぁ……つーわけで通っていいッスよ。つっても中でなにやってるかは俺らも知ら──」

　どうにもゆるいその声が途と中ちゆうで切れたのは。

　ビルの中から、何人もの人間が慌あわてて飛びだしてきたからだった。

「え？」

　恐きよう慌こう状態、パニックという表現が正しいか。

『黄金の蹄鉄ゴールデンターキン』のメンバーたちと、一見すれば年も立場も変わらなそうな男女。ただし顔に貼はりつかせているのは明確な恐きよう怖ふだ。九罰や岩島青年には目もくれず、逃げだそうとする。

　何人かは腰が抜けたのか、ろくに舗ほ装そうもされていない道路で転んでしまっていた。恐怖で悲鳴もだせないのか、ひ、ひ、という吐と息いきをもらすだけ。そんな彼らを、『黄金の蹄鉄ゴールデンターキン』が手て慣なれた様よう子すで助け起こしていた。

「えっと、驚かないの。なんかパニックだったけど」

「何度もやってるッスから」

　岩島青年はいつものことだといわんばかりだった。おかげで九罰も驚くタイミングを逃してしまっている。

「羽堂さんが路ろ地じの入口や、ビルの入口に俺らを待たい機きさせるのはよくあることッス。その奥でなにをしてるかは知らねぇッスし、羽堂さんも聞くなって言うッス。俺らは言われたとおり、逃げてくるやつら助けるだけッスよ。羽堂さんがいるところから人が逃げてくるの、珍めずらしくないんスよ」

　なにをしているのか、九罰には見けん当とうもつかなかった。アイムは何な故ぜか舌なめずりをしている。悪あく魔まらしく悲鳴とかパニックとかが好きなのだろうか。そんなバカな、と思ったが、彼女の言げん動どうを考えると否定はできなかった。

「まあいいか、直接聞ききだしてや──」

　そう言って踏みだした直後だった。

　ビルの中から、また一人ひとり少女が飛びだしてくる。

「ッ!?」

　明らかに、他の人とは様よう子すが違った。

　息も絶たえ絶だえに、ひゅうひゅうと鳴る喉のど。その少女の顔ははっきりそれとわかるほどに青ざめ、口の端はには涎よだれの垂れた跡がある。

　その──細い首に。

　青を通り越して黒ずんだ痣あざがあることに気づくのに、そう時間はかからなかった。

「た、助け……ッ！」

　声は、渇かわききった喉に通りぬける風。

「助けて！　早くっ、早くしないと！　あの金きん髪ぱつの人、死んじゃうから！」




　雛ひなに餌えさをやる親おや鳥どり。

　そこでの光景を表現するなら、そんなところが適当だろうか。その餌え付づけの様子は、しかし違い和わ感かんはまったくなかった。

「……なにしてるのさ、羽は堂どう」

「はッは。みりャわかんだろうが。ウチのフォラスは苺いちご大だい福ふく好きでなァ」

　階段を上りきったその先に、羽堂はいた。

　未み完成のビルの最上階かい。高さは地上六メートルくらいだろうか。まだ上を作るつもりだったのか、天てん井じようはない。壁も二枚ほど作られておらず、鉄てつ骨こつがむきだしの状態だった。部屋の隅すみにはコンビニの袋ふくろや食べかけの菓か子しが散さん乱らんしている。部屋の隅に白い紙があるように見えたが、暗くら闇やみのせいでなんだかはわからなかった。

　階段が申もうし訳わけ程度に作られた、四角い石の箱。そんな印いん象しようを受ける場所で。

　羽堂は、そこにいた。死にそうな様子など微み塵じんもない。苺大福をもぐもぐと咀そ嚼しやくしているフォラスは、心なしか嬉うれしそうだった。戦せん闘とう中は死しに神がみに見えたものだが、こうしていれば年とし相そう応おうの子供である。

（やっぱり……柴しばさんはまだ来てない、か……？）

　病院からそのまま遠とお野の家けへショートカットしてここまで来たのだ。ビルに行くには病院より家からのほうが断だん然ぜん近いから、柴がいないのも無理はない。

「やッぱウチの連れん中ちゆうはお前通とおしたかァ。まァ、あれだけ噓うそ吹ふきこんどきャ当然だろ。どうよ『黄金の蹄鉄ゴールデンターキン』は。ちョッと不ふ良りよう気取ッてるが良い奴やつらでなァ」

「聞いたよ。あの人たちを助けたり面めん倒どう見みてるんだって？」

「そォそォ。弱きを助ける正義の味み方かたッてわけだァ。尊そん敬けいして良いんだぜ？」

「あはは。どう見てもロリコンにしか見えないよ」

　このまま幼女を苺いちご大だい福ふくで懐かい柔じゆうし自宅にさらいそうな、そんな光景なのだ。思わず笑えてくる。

「だ、誰だれがロリコンだァ!?　言ッとくがなァ、俺ァこんなガキに興きよう味みねェんだよ！　むしろアイムちャんみてェなナイスバディが──あァ痛いてェッ!?　痛ェ痛ェやめやがれフォラス！」

　フォラスに耳をつねられている羽は堂どうに、街を襲おそった犯人の面おも影かげは感じられない。むしろどこにでもいそうな兄にいちゃんだ。

　そして──言うまでもない。九く罰ばつがとてもよく知っている、いつもの羽堂であった。

「ごまかさないで答えなさいよ──結局、アンタが犯人なの？」

「それよりラーメン食い行かねェ？　美う味めェ店みせ知ッてるんだがよォ？」

「誤ご魔ま化かすなッつッてんでしょーが！　馬鹿にしてんの!?」

「してねェしてねェ、あ、愛あい夢むちャん今度デートしねェ？」

　ふざけた言葉に、もう九罰も限界だった。さっきからなんなのだろうこの男は。

「いい加か減げんにしろ羽堂！　なんなのささっきから！　なにか誤魔化そうとしているのはわかってるんだよ！」

「ちッ……せッかちだなァおィ。やッぱ火の悪あく魔まに感かん化かされて短たん気きになッてんのかねェ。俺なんざフォラスから色いろ々いろ教わッてるからよォ、むしろ大人おとなの落ち着きがでてきたッつーの？」

「あーもー、いい!?　一度しか言わないからしっかり答えなさいよ！　アンタが犯人なのなっちゃん襲ったのどうなのよ！　また適当な答えしたら今度こそ燃やすからね！」

　ほらみろ、と九罰は思う。あんまりも適当な羽堂に、とうとうアイムが業ごうを煮にやしてしまった。

　もう茶ちや番ばんはお終しまいだと思ったのか、羽堂も頭をかいて息を吐く。

「もちろん俺が犯人さァ──なーんて言ッて、納なつ得とくされるよな顔じャねェなァ。どう思うよフォラス。そろそろ答え合わせの時間だと思うかァ？」

　フォラスは無む言ごん。

　だが、しばらくフォラスを見つめていた羽堂は、やがて大きく頷うなずいた。悪魔とその召しよう喚かん者のみがもつ、精神の同調。無言で行われるコミュニケーションは、九罰も一いち度ど経験したことだった。

「結けつ論ろんから言ッてやろうか。俺は九罰の妹いもうと襲ッちャいねェし、街の人間だッてむしろ助けてんだ。俺は犯人じャねェよ」

「…………ホントでしょうね？」

「どうすりャ信用してもらえんだァ？　そうだな、俺ァさッきまで真しん犯人と戦ッてたんだが、もう逃げられたしよォ。その残のこり香が嗅かぎとれたりしねェのか？」

「ふん、フォラスのアロマのせいで匂においなんか消えてるわよ。あーもう、アタシ自分の感覚に自信がなくなってきたわ」

　どう考えるべきか、と九く罰ばつは思った。

　町の人間を助けている、と羽は堂どうは言う。ならばさっきビルから逃げてきた少女も、それを逃がしたのは羽堂ということか。アイムの嗅きゆう覚かくはこの場では麻ま痺ひしてしまっているし、まだ判はん断だん材料が少ない。

　ただ。

　それでも安心したのは、間違いないことなのだが。

「じゃあ、なんで自分が犯人だなんて噓うそついたのさ。お前が最初っから真しん犯人を教えてくれれば、全部解かい決けつだろ」

「そりャあ無理だ。俺は悪あく魔まと戦わなきャいけねェ理由があんだよ。今までは丘の上の悪魔やブネと戦ッて凌しのいでたんだがなァ？　俺としてもお前とアイムちャんには目ェつけてたし、ここで丁ちよう度どいい機会があッたんだ、それに便びん乗じようしようッてなァ」

　まだよく分からない。その場しのぎの言い訳わけにも聞こえるのだが──。

　いや、それよりも気になることは。

「──俺ァ、正義の味み方かたになるッて決めたんだ。それくらい、フォラスの力は俺にとッちャ不相そう応おうなもんなんだよォ」

「……ちょっと待って羽堂。お前まえ今ブネと戦ったって」

「順番に話してやるから聞きやがれ。これから昔むかし話だ、俺と、フォラスのなァ」




　子供の頃は、正義の味方になりたかった。

　強くなればなれると思った──そんな子供じみた理由でボクシングを始めた。才能があったのは自覚している。いつしか正義の味方なんてことも忘れて、青春をボクシングで浪ろう費ひした。プロになりたい、そんな想いが彼の夢となっていた。

　けれど、夢は潰ついえた。あまりにもあっさりと。

　ジムの仲間内うちでのくだらない喧けん嘩か。羽堂は、ただ巻きこまれただけだった。壊こわれてしまった肩かた関かん節せつは、簡単には戻らなかった。家族や仲間はむしろ同情してくれたが、ボクシングのできない羽堂がジムに長くいられることはなかった。腕を壊した張ちよう本ほん人にんもジムを追われたが、そんなものは慰なぐさめにすらならなかった。

　夢が粉こな々ごなに砕くだけ、残ったのはひしゃげた空っぽの残ざん骸がいだった。

　羽堂がフォラスを呼びだしたのは、およそ高校一年のころ。九罰と出会ってから、少したったくらいの頃である。

　きっかけは、丘の上に棲すむ魔ま女じよ。彼女が教えてくれたのだ。その壊れた腕を治せるかもしれないと。それから、羽堂は悪魔召しよう喚かんの勉強を始めた。悪魔召喚の書物など違い法ほう、どこにも売っていない。羽堂は丘の上の魔女を頼って、悪魔召喚を研究した。

　慣れない魔ま術じゆつ書しよなどを読みふけり、かじった程度のラテン語でなんとか完成させた召喚陣じん。このビルで行った粗そ雑ざつな儀ぎ式しき。おそらく本ほん職しよくの召しよう喚かん者から見ればあまりに出来の悪いものだっただろう。だがそれでも羽は堂どうは、どうしても悪あく魔まを呼びだして、腕を元に戻したかった。

　選びだしたのは格かく闘とうの悪魔、フォラス。

　大だい多数の悪魔図ず鑑かんが正体不ふ明めいと匙さじを投げるなか、フォラスが格闘の悪魔であると書いていた書物が一冊だけあった。羽堂はそれに賭かけたのだ。

　もう二度とできないボクシング。悪魔の力を借りるなら、それを再開させることも可能ではないのかと。医い療りようの悪魔や戦争の悪魔ではだめなのだ。それができるのはおそらく、格闘の悪魔ただ一人だと──羽堂は、そう信じた。

　現れたのは、十歳さいにも満たないような小こ娘むすめ。

　だが、悪魔が形をなして目の前に出現した──その事実だけで、羽堂は歓声をあげたくなった。成功した、とその時は確信したのだ。姿すがた形かたちに不安はあるが、それすらどうでもいい。自分の右腕を元のように戻し、ボクシングをできるようにさえしてくれれば。

　だが、結果は無む残ざんなものだった。

　フォラスは、そんなことはできないと羽堂に言った。話によれば、彼女の能力は多た岐きにわたる。薬やく草そうや鉱こう物ぶつの知識の他、格闘術じゆつも教えることができ、さらに医療技術も持つのだと。

　けれど、彼女の医療技術なんて応おう急きゆう処しよ置ち程度。代だい償しようはいくらでも払うと言ったのだが──フォラス程度の能力では、そもそも不ふ可能な高レベルの医療技術が必要なのだと答えた。要ようは、フォラスは能力の低い、まったく使えない悪魔。羽堂の腕を治すのに、不ふ適当な悪魔だったのだ。

　フォラスは代だい替たい案あんとして、別の悪魔を呼びだすことを提案した。自分は、召喚の代償だけもらえれば大人おとなしく帰る。さらに別の能力の高い悪魔を召喚するのは難しいだろうが、自分もやり方を教えるくらいならできるのだと。

　ボクシングにこだわるのならば──羽堂は迷わず、その提案に飛びつくべきなのだろう。

　悪魔召喚の覚かく悟ごならばしたはずだ。今いま更さら代償の支払いも躊躇ためらわないし、なにを呼びだせと言われたところで怖くない。腕が治るならばエクソシストとだってやりあう覚悟があった。

「できなかッたさァ。俺にはなァ」

　羽堂が言葉を失ったのは、そんな理由じゃない。

　言えるのか。どうしようもない自分の限界に対して俯うつむいて、悪魔のくせに今にも泣きそうな顔をしているフォラスに。

　お前はいらないから帰れだなんて、言えるのか。

　ボクシングができなくなって、残ざん骸がいと化した自分。どこにも行けず、なにもできないくだらない自分────フォラスの姿は、そんな自分と、どうしようもなく重なってしまうというのに。

「だから、フォラスを地じ獄ごくに還かえすのはやめにしたんだよォ」

　フォラスは腕は治せなくても、『ケガした腕で戦う方法』ならば教えてくれた。アクセサリーを媒ばい介かいにした風の操そう作さもその時に教わったものだ。フォラス自身が用いる格かく闘とう術じゆつも、多少は教えてもらった。

　それを使ってなにができるか──羽は堂どうが考えた末に行きついたのが、正義の味み方かた。

「フォラスの代だい償しようは『他の悪あく魔まと戦うこと』なんだからなァ。これはもう、まさしく正義の味方だと思わねェ？」

　こんな形で、古い古い夢が完成するとは思わなかったが。

　過去の栄えい光こうにしがみついた残ざん骸がい。それが復ふつ帰きするには、こういう形しかなかった。

「馬ば鹿かみたいだッて笑うなら笑いやがれ遠とお野の。だが俺の手の届く範はん囲いはそう広くねェ。やるならせいぜいが隣となり町まちまでだ。フォラスの能力は風の操作、つまり遠えん距離の声を拾ったりもできるんだが──さすがに、この町から外の音までひろうのはできないんだよ」

　そして、九く罰ばつにも言えない重要な理由がもうひとつ。

　それはフォラス自身の性質によるものだ。このぼーっとした少女は、しかしアイムのように自らあれをしたい、これをしたいとは言わない。せいぜいが代償の要求をするくらい。多た彩さいな力を持っているくせに、召しよう喚かん者の羽堂の命令に嫌いやな顔かお一つせずに応こたえる。それはもう──相あい棒ぼうというよりも、兵へい器きのようなのだ。能力が低いからこそ、なおさら粗そ悪あくな兵器の印いん象しようをもつ。

　初めて会った時は、泣きそうだったくせに。

　九罰はいい。彼が間違えそうになっても、理り知ちと力を兼ね備えた炎えん魔まがサポートしてくれるはずだ。だが、羽堂に道を誤ることは許されないのだ。間違えた道どう程ていのその先へ、この小さな悪魔は無む言ごんでつき従う。

　堕おちる先は、おそらく奈な落らく。

　だから正義の味方であろうと決めた。誰だれかを助けるための力だと割りきった。我が欲よくでも破は壊かいでもない、彼を超えた秩ちつ序じよに忠ちゆう実じつであろうとした。

　それが、道。彼の決めた、覇道せいぎだ。

「……で、まあそうやッて平和事じ業ぎようしてたんだが。おあつらえ向きにお前らが事件捜そう査さに乗りだしやがッた。お前らとの『戦せん闘とう』はフォラスにとッちャごちそうらしくてなァ。俺が犯人だァ、なんて言えばお前らと戦えると思ッたんだよォ。まァ、そりャビンゴだッわけだが」

「……お前、そんなこと……言ってくれれば、いつでも練習試じ合あいくらい」

「ああ、そりャ駄だ目めだァ。やるならマジでやらねェと代償にならないんだとよ。その点、丘の上の姉あね御ごは手て加か減げんがなかッた。おかげでだいぶ力は蓄ちく積せきしたんだがなァ。まだ足りねェらしいのよ。だから答え合わせはまだ先にしときたかッたんだが」

「じゃあ、あの裏の林で倒れてた子は──」

「ああ、あの子は学校の敷しき地ちの近くで襲おそわれてたからよォ。それを助けて、ちョッくら利用させてもらッたぜェ。あの見習いエクソシストは焦あせッてたみてェだが、フォラスの応おう急きゆう処しよ置ちで命に別べつ状じようはねェんだ。だから林まで俺が運んだ──お前をうまく勘かん違ちがいさせるためになァ」

　倒れていた女じよ生徒だって、羽は堂どうが助けフォラスの応おう急きゆう処しよ置ちがなければ、どうなっていたかはわからない。エクソシストの実力を疑うわけではないが、手て遅おくれにならない保証などないのだ。

　ブネが町で事件を起こしていた時も、そう。

　本来なら、彼に操そう作さされた女生徒たちは証しよう拠こ隠いん滅めつに殺されるはずだった。それをすべて妨ぼう害がいし、ブネと戦って代だい償しようを稼かせぎつつ、女生徒を安全に警察まで引き渡した。もちろんそれは陰かげに陰にと行動した結果なので、九く罰ばつに気づかれるはずもない。

　そうして、今いま現在に至る。噓うそを駆く使しし、羽堂が完全なヒールとして九罰の前に現れたとき、彼は渾こん身しんの力で戦ってくれた。それはもう、フォラスが喜ぶほどに。

「！　そうだ、お前ブネ……！　まさかなにもしないで見てたの!?」

「おいおい、俺はあん時とき色々と陰で活躍してたんだぜェ。むしろ感謝してもらいてェくらいだ。それにな──ブネの旦だん那なは、下へ手たに倒したらマズい相手だッたんだよォ」

　先月の事件。ブネと相あい対たいした九罰の奮ふん闘とうは、もちろん羽堂も知っている。

　深夜の学校での死し闘とう。炎ほのおの蛇へびが瓦が礫れきの竜りゆうを食らう様さまは圧あつ巻かんだった、と思う。あんな芸げい当とう、格かく闘とうの悪あく魔まであるフォラスには無理だろう。

「いやァ、楽しかッたぜェ。特にラスト！　お前がブネの野や郎ろう粉ふん砕さいするのは圧あつ巻かんだッたじャねェか。一いち大だいスペクタクルだッた。なァフォラス？」

「映画気き分ぶんじゃないか……こっちは必ひつ死しだったんだよ？」

「知ッてるさァ。だが、ありャちョッと派は手でにやりすぎだァ。あん時、ブネは死し霊りようにまみれていた。それを丁てい寧ねいな破は魔まの術じゆつ式しきもなく、単なる突とつ撃げきで粉砕してんじャねェか。ッたく、俺はそれが怖こえェから手てェ出さなかッたッつーのに。おかげで町の全ぜん域いきに死霊が散らばッちまッてる。さすがにお前らが悪ィたァ言わねェが、今回の事件の一いつ端たんがあるのは確かだろォよォ」

「……今回の事件って……どういうこと？」

　九罰の顔が訝いぶかしげに歪ゆがむ。

　そろそろ種たね明あかしの頃ころ合あいか。本ほん音ねを言うなら、もう少し噓を突きとおして代償を稼いでおきたかった。そもそも、召しよう喚かん者にとって優ゆう先せんすべきは代償を得ることだ。それがなくてはなにもできないのだから、当然のこと。

　羽堂は九罰を嘲あざ笑わらったことを思いだす。昨日きのうの戦せん闘とうにて、甘いと罵ののしった。

　ああ、それは確かに真実だ。だがそれ以上に自じ嘲ちようが込められていることに、九罰は気づいただろうか。なにしろ一番甘あまいのは──正義などとぬかしながら、代償の取しゆ得とくのためにへらへらと噓をつきとおす、中ちゆう途と半はん端ぱな自分自じ身しんに他ならないのだから。

　この残ざん骸がい。夢の潰ついえたみじめな自分。

　それでも、彼にとてゆずれないものが、できたのだ。

「さあて、そろそろ真しん犯人の話を────ッとォ、丁ちよう度どいいなあ」

「え？」

　九く罰ばつが間の抜ぬけた声をだすが、少々遅おそい。

　羽は堂どうは迷わず、風を呼びだした。鳴なる子このようにチャキチャキとなるアクセサリーが、ビルに吹きすさぶ疾しつ風ぷうと呼こ応おうする。

「そこ動くなよォ遠とお野のォ！」

　むしろ動けと言われても彼は反応できなかっただろう。

　羽堂が風の砲ほう弾だんを撃うちだした。加か減げんはしてある。なにしろ十分なのだ。『それ』を薙なぎ倒すのに、大たいした威い力りよくはいらない。

「ッ！」

　やられると勘かん違ちがいしたのか、九罰が目を閉じた。

　だが──羽堂の狙ねらいは、彼の背後。壁から染しみだすように出現した、真まっ黒くろな敵にあった。羽堂がずっと追い、その脅きよう威いから町の人間を守っていた、敵だ。

「な……羽堂？」

「コイツが真しん犯人。なんていやァ良いんだかねェ？　あんま強くねえんだがよォ」

　風の砲弾でぐちゃりと潰つぶれたその黒いスライムのような物体は、それだけですうっと床に染みこんで消えた。亜あ絵え香かといったか。さっきの少女を襲おそっていたのも、こいつである。もっとも羽堂はものの数秒で撃げき退たいしたわけなのだが。

　一般人には、十分に脅威だろう。

「結けつ論ろんから言ッてやろうか。真犯人は、ブネの野や郎ろうだよ」

「────ちょ、ちょっと待って。アイツは確かに僕が斬きったよ。それは間違いない」

　ようやく頭の理解が追いついたのか、慌あわてた様よう子すで九罰が言う。

「だから倒し方がマズかッたッて言ッてんだろうがよォ。あの死し霊りようにまみれたブネの野郎を対策なしに斬り捨てやがッて。おかげでアイツが呼びだした死霊が、残ざん滓しになッてこの町で増ぞう殖しよくし、根をはッてあちらこちに出しゆつ没ぼつしてやがる。ヤツらは生せい気きを餌えさにしてどんどん数を増していってんだァ。連れん中ちゆうは個こ体たいにして群ぐん体たい、その形態は菌きん類るいか、でなきャ竹だ。町の人間を襲ッてるのは、根をはッた本ほん体たいから伸びた端たん末まつにすぎねェ。こうしている間にも着々と本体は成長してんだよォ、人間の生気を養よう分ぶんにしてなァ」

　制せい御ぎよを失った死霊が集しゆう合ごう体たいとなり町の地下に潜ひそんでいる。これは文字どおりの地下だ。死者の国、土ど中ちゆうに隠かくれるブネの習しゆう性せいを踏とう襲しゆうしていると言ってもいい。

　九罰は訝いぶかしげに眉まゆをひそめていた。確かに、実物を見ていない人間に『あれ』は少々想そう像ぞうしがたいかもしれない。形は人であるものの、意い思しや感情が感じられない動きは昆こん虫ちゆうに近い。最初からあるルールに従って生きている、そんな敵。

「まだ信じられねェか？　あの見習いエクソシストがなにを根こん拠きよに俺を犯人呼よばわりしたか知らねェが──大おお方かた、死霊と戦ッてる映えい像ぞうを見たんだろォなァ。あの手のやつらはカメラやビデオには映らねェからよ、俺が人にん間げん襲おそッているように見えてもしかたねェ」

　九く罰ばつは、思うところがあったのだろう。必ひつ死しな顔で推すい論ろんを組み立てようとしてるようだった。

「────噓うそ」

　そして、反はん論ろんは思わぬところから。

「噓ッ！　噓よそんなっ、そんなのありえない！」

　悲鳴のような声は、先ほどから黙だまっていたアイム。

「噓じャねェ。ブネの野や郎ろうは確かにやられたがなァ、あいつの呼びだした死し霊りようはまだ町にこびりついてやがる。大体、俺おれ一人で町中の人間襲うなんて芸げい当とうができるもんかよォ。町に根をはッてる死霊どもなら、どこでも現れることができるし逃げるのも一いつ瞬しゆんじャねェか」

「だって…………だってそんな、それは！」

　アイムが、刃は物もののような言葉を向ける。その先は、彼女の召しよう喚かん者であるはずの九罰だ。

　瞳ひとみがわずかに濡ぬれているのを、羽は堂どうが見逃すはずもなく。

「じゃあ、アンタは誰だれ!?　一度死しんで、ブネの魂たましいとたくさんの死霊で構成された──クバツのフリをしていたはずのアンタは、一いつ体たい誰なのよ!?」




　矛ほこ先さきがこちらに向いた。正直、気分は最さい悪あくだった。

　こんな答え合わせだと知っていたら、羽堂を問い詰つめなかったのに──などと後こう悔かいしても、もう遅い。九罰を睨にらみつけてくるアイムは、すでに半はん泣なきだった。修しゆ羅ら場ばは覚かく悟ごしていたものの、これは少し意味合いが違う。

　泣かせてしまった。

　自己嫌けん悪おで吐きだしそう。

「どういうこと──クバツは、もういない。今のアンタはブネの成り代わった偽にせ物もののはずでしょ。死霊が町に散らばっているなら、アンタは一体どうやって生き返ったっていうのよ」

「…………僕は、僕だよ。最初から僕だ。ブネが身代わりになってくれてさ、僕は死なないですんだんだよ」

　なんだなんだ映画の続きかァ──なんて言いながら、羽堂が煙草たばこを吸い始めた。フォラスもその隣となりにちょこんと座って苺いちご大だい福ふくをかじっている。高たか見みの見物を決めこむつもりらしい。

「……噓。それこそ噓じゃない！　じゃあなんで!?　なんでそんな大事なこと教えてくれなかったの!?　なにそれ、アタシたちがどれだけ心配したか……」

「アイム」

「……アタシ……そんなに、信用できなかった……？」

　うつむいた顔。白はく髪はつの悪あく魔まが唇くちびるを嚙かみしめているのは、九罰にもよくわかった。

「アタシが……今までどんな思いだったか……偽物のクバツ殺す覚悟まで、してたってのに…………！」

　ああ──自分は、なにを怖がっていたんだろう。言ってしまえばよかったのだ。確かに自分はアイムを信じていなかった。言ったら取り返しのつかないようなことになる気がして。馬ば鹿かな自分。

　ブネとアイム。どちらを優ゆう先せんするかなんて決まっているじゃないか。あんな卑いやしい悪あく魔まの甘かん言げんに惑まどわされて、アイムを泣かせてしまったなんて。

「ごめん……アイム。いつかはちゃんと、言うつもりだったんだけど……ぐッ!?」

　頰ほおを殴なぐられた。平手でなく。炎ほのおの悪魔の拳こぶしは少々響ひびいた。

　噓うその真実を知っていたアイムが苦しんでいたのを、きちんと知っていたはずだったのに。

「今のはなっちゃんの分……アタシのは、これ！」

　もう一発。今度は逆ぎやくの頰を。いくら悪魔とはいえ、アイムは外がい見けん相そう応おうの力しかもたないはずだ。

　だから、自分のせいだ。彼女の一いち撃げきがこんなに響くのは。自じ業ごう自じ得とくじゃないか。

「少し……痛いよ、アイム」

「うっさい！　なによ、もう口もききたくない！」

　横を向かれた──これは、間違いなく怒っている。

　当然だろう。けれどこれくらい、九く罰ばつも予想できたことだった。だって、言わなくてはならないことをずっと黙だまっていたのだから。こんなに怒っているのは当然だ。

「アイム」

「──────ッ!?」

　だから、九罰はアイムの手を握った。

　百度を超える灼しやく熱ねつの肌はだに、力強く触ふれる。暴ぼう力りよく的な熱が九罰の感覚を灼やいてくる。アイムの手が意い外がいに柔らかいとか、そういうことが脳のう裏りをかすめたが──悪魔の熱は、そんな甘い考えを丸ごと吹き飛ばしてくれた。

「ぐっ……あ」

「く、クバツッ!?」

　アイムは手を離そうと振り回すが──いくら悪魔とはいえ、彼女自じ身しんの力は外見相応、普通の少女のものでしかない。単純な力なら、九罰のほうが強いのだ。

　口もききたくないと言ったアイムが、焦あせった様よう子すで。

「ちょ、離してっ。離してよ！　本当に火傷やけどしちゃうよクバツ！」

「アイムが許してくれたら、離す」

　ああ──なんて卑ひ怯きような、台詞せりふ。

　アイムが困った様子であーとかうーとか言っていた。彼女の顔が真まっ赤かなのは、焦っているせいだろうか。これくらいすれば、彼女は許してくれるだろう。

　相手は悪魔。

　これくらい卑ひ怯きような取引なら──全然アリじゃないのかなんて、都つ合ごうの良いことを考えて。

「そんな……クバツ……アタシ……」

　アイムはなんとかして引きはがそうとする。左手も使おうとしたが、それは結局九く罰ばつの火傷やけどを拡大させることに気づいたのか、視線が忙せわしく泳いでいた。

　そろそろ手が──本当に熱い。これはしばらく残るかも。

「わ──」

「ん？」

「わか、わかった許す！　許すからぁ！　お願いだから離してよお！」

　一気にそれで九罰は手の力を抜いた。アイムの手がするりと離れてしまう。その灼しやく熱ねつは、正直かなりキツかった。アイムが予よ想そう以上に粘ねばったせいもあるのだが──握っていた手が、ちょっと名残なごり惜おしいな、とすら思った。

「もう……本当に、ひどいよクバツ。こんなの」

「うん、ごめんね」

「あ、謝るのはアタシのほうでしょ！　火傷してない？　本当ごめ──え、あれ？　アタシが謝るの？　なんか違うよな……でも、あれ？」

　──思わず、笑ってしまった。アイムのその様よう子すに。そしたら笑うなと頭を叩たたかれてしまった。
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　もう、これで大だい丈じよう夫ぶ。炎ほのおの悪あく魔まは、これできちんと許してくれただろう。内ない心しんでは多少くすぶっているかもしれないが、今いま更さら撤てつ回かいもできまい。

　残ったのは、火傷やけど寸すん前ぜんの痛い手だけ。結果がこれなら、上じよう々じようではないだろうか。

「ありがとう──アイム」

　だから、九く罰ばつはそう言った。

　こんな卑ひ怯きようなやり方で、自分を許してもらおうとした九罰。それでもきちんと許してくれたアイム。だったら、謝るのはもう終わりだ。それよりもきちんとお礼を言わなくちゃ。

　この悪魔は、本当に大切なのだから。

「ふ、ふーんっだ。クバツ！　こんなの一回きりだからね！　次はないからね！」

　まだ涙の跡の残る、アイムの顔。

　粘ねん着ちやく質しつなブネの、最さい悪あくの嫌いやがらせ。でもこれで終わりだ。結局、あの悪魔が腹を食い破ることも、妙みような罠わなを巡らせていることもなかった。ブネは九罰の体にいることは確かだろうが──九罰にはなんの影えい響きようも与えられないと言っていた。案あん外がい、それは本当のことなのかもしれない。

「よォ、痴ち話わ喧げん嘩かは終わッたかァ？」

　退たい屈くつそうな羽は堂どうの足元にはすでに煙草たばこが二、三本は転がっていた。傍はたから見ている分にはさぞ楽しかっただろう。なんだか腹が立ったので──。

「アイム、羽堂の煙草燃やしちゃえ」

「オッケー♪」

　パチン、とアイムが指を鳴らす。炎ほのおの悪魔の力は絶ぜつ大だいだ。それだけで羽堂の胸ポケットから火があがった。服に燃え移ることはなく、器き用ように煙草だけが灰になる。一体どういう仕組みなのか、一度聞きいてみたかった。

「あッ……つ！　おい、なにしやがる！」

「煙草はダメだってー。アタシは煙けむり好すきだけど、クバツは嫌きらいなんだからねっ。それに、ほぉらー、フォラスも同じ意見みたいだよ？」

　横で頷うなずいているフォラスを見て、羽堂の反はん論ろんが止まる。うまくやりこめることができたようで、九罰は思わず笑ってしまった。

　羽堂は、七な罪つみを襲おそった犯人ではなかった。

　それだけで九罰は安心できてしまった。むしろ羽堂は仲間だ。代だい償しように関してもいざこざがあったが──それだって、フォラスのためを思う羽堂の行動だろう。

　今までだって、むしろ羽堂は助けてくれていた。町の人間だって、羽堂がいなくては手て遅おくれだった人も出てきただろう。

　そして、柴しば燐りんもいる。羽堂が事情を話してくれれば、彼女だって納なつ得とくしてくれるはずだ。なにしろ、三人は共通の敵を持つのだから。これ以上、羽堂と燐が反はん目もくすることになんの意味もないはずだ。

「ちッ、優ゆう等とう生せいめ……まァいい」

「そういえば羽は堂どう、お前、なんで学校サボったのさ。僕そのせいで急いでここまで来たんだけど」

「ああ、ここらで死し霊りようが大量発はつ生せいしてるみてぇだったからよォ。ウチの『黄金の蹄鉄ゴールデンターキン』も連れて死霊退たい治じさァ。大おお仕事だッたんで学校サボっただけだッつーの。ついでに言うとお前がここに来るとき死霊とすれ違ッたんだが──気づいてたかァ？」

　そういえば──さっき、足元を横切った黒い影が、あったような気がする。あれが死霊だったのだろうか？

「それで──さっきのヤツ、死霊の話だがよォ」

「ブネの呼びだした死霊……って話だったよね。もしかしてまた、こないだみたいなドラゴンと戦わなくちゃいけないの？」

　バステトがいなければ間違いなく死んでいた、あのドラゴンとの戦いを思いだす。あの時は必ひつ死しだったので恐きよう怖ふ心が麻ま痺ひしていたが、思い返すと氷のような冷たい感かん触しよくが足をなめるのだ。

「いやァ、どうかねェ。下へ手たすりャ悪あく魔まの制せい御ぎよがないぶん、性た質ちが悪わりィかもしれねェなァ。ああいッた秩ちつ序じよだッた戦せん闘とうならむしろ楽だろォよォ。そもそも死霊がなんだかわかッてんのかァ、遠とお野の？」

「え、あ、いや……それは」

　そういえば、知らなかった。ブネが召しよう喚かんし使し役えきしたもの、としかわからない。死んだ人の魂たましい、とかなのだろうか。

「違うよクバツ、確かに死霊は死体に染しみついたものだけど、魂とは少し違うかな。死体、墓はか場ばを巣として発生する忌いまわしきモノ。悪あく霊りようとも言うわ。材料は確かに死体だけどね。死霊は景けい教きようでいう聖せい霊れいの対たい義ぎ。聖霊が主しゆの言葉を体たい現げんさせる意い思しなき化け身しんなら、死霊はアタシたち悪魔の命令を遂すい行こうする低てい級きゆう霊れい。かつての『大たい戦せん』の時、アタシたち悪魔は多くの死霊を率ひきいて戦ったの。ザコ悪魔、って言いかえてもいいかな。あんまり低級だからいくら集まったって実じつ体たい化かなんてできないし、それぞれ個こ体たいの意識も希き薄はくなのよ。人間の生せい気きを吸って、今じゃきっとどんどん増えてる。アタシの代だい償しようになれたのも──儀ぎ式しきで数が集まってる上に、ブネが中心にいたから、かろうじて代だい替たい品ひんになれた」

「あァ、だから悪魔の制御がねェと暴ぼう走そうすんのさァ。だがそれですら、一度連れん中ちゆうを使役した悪魔の思し考こうをトレースしてる。おまけに個体としての意識が希薄だから、集しゆう合ごう体たいになって役割分ぶん担たんをしやがる。生気を吸い取る端たん末まつ役やく、それを中ちゆう枢すうに移動する運うん搬ぱん役、全体に指し示じを出す核かくの部分、これで一つの生物みたいな動きをしやがるのさァ。おまけに各かく部分は交換がいくらでもできやがる。全体を統とう括かつする中枢部ぶ分ぶんを破は壊かいしねェといけねェわけだが……」

「それが難しいのよね。地ち中ちゆうから出てくるのは端末部分ばかりだもの。なかなか本ほん体たいは叩たたけない。おまけに聖せい書しよの誤ご訳やくが広まって、この死し霊りようの集まりに『軍団レギオン』っていう形が与えられてしまった。単なるザコ悪あく魔まの集合から、れっきとした悪魔だという認にん識しきが広まっちゃってるわ。手て強ごわさはアタシ達、ソロモン七十二魔まに匹ひつ敵てきするわよ」

　いつの間にか羽は堂どうとアイムが活発な議ぎ論ろんを交わしてしまっている。正直な話、九く罰ばつはおいてけぼりの感があった。さすが自じ力りきで悪魔を召しよう喚かんしただけあって、羽堂の知識は九罰とは比べものにならないようだった。

　今度、自分も魔ま術じゆつ書しよでも開いてみようかと思う。いや、七な罪つみに怒られるだけか。

「ま、本ほん体たいに危き機きを感じさせるようなことがあれば、連れん中ちゆうは地中から出てくるはずなんだけど。問題はその方──」




「随ずい分ぶんと和なごやかな歓かん談だんですね。とても先日、竜りゆう闘とう虎こ争そうの戦いを演じた間あいだ柄がらと思えません」




　凛りんとした鈴すずの音。

　とても涼すずやかな声。喩たとえるなら冷たいガラス。しかしそこにあるのは冷たさだけではなく、爽さわやかな迷いのない透とう明めい感かん。

　やっと来たか。チェックメイトのためのピース。敵を詰つめる最後の役者。その声が聞けて、思わず安心してしまった。

　彼女はいつものスーツ姿すがたと、ハンドバッグ。手に持っているのは聖書だろうか。なんだかルカやディオニュシウスなどよりも、よほど聖せい職しよく者しや然ぜんとしていて思わず九罰は吹きだしそうになってしまった。

「あーっ、リンー。今までどうしてたのよ？　このビルにいるんじゃなかったの？」

「ええ、きちんと監かん視ししていましたよ。せっかくディオニュシウスさんが気を利かせて貴方あなたがたを閉じこめてくださったというのに。使い魔まを駆く使しして脱だつ出しゆつすることは想そう定てい内ないでしたが──本ほん音ねを言うと、ずっと病室にいてほしかったのです。このような結果は遺い憾かん千せん万ばんですが、今いま更さら言っても仕方ありませんね」

　なにか、変だ。

　アイムと燐となりの会話が嚙かみ合っていない。柴しば燐りんは、千年来らいの敵をようやく見つけたとでも言うような瞳ひとみでもってアイムを見ている。

「なーに訳わけわかんないこと言ってんのよー？　ずっと見てたなら話聞いてるでしょ？　そんな怖い顔しないでよ？」

「それです。私はここに聖書のページを張りつけておきました。会話を聞きき取れると思ったのですが──なんらかの妨ぼう害がいがあったらしく、上う手まく作動しなかったのです。ですが、もうこれで確定しました。私の盗とう聴ちようすら妨害していたのなら、もう絶対確かく実じつですよね。決まりだと思って、ここまで全力で疾しつ走そうしました」

　柴しば燐りんから、不ふ穏おんな言葉が聞き取れた。なんのことだ。盗とう聴ちよう？

　羽は堂どうが怪け訝げんな顔でフォラスを見ていた。もしかしたらフォラスの、匂においを誤ご魔ま化かすためのアロマ。それが変な風ふうに作用したのかもしれない。

「九く罰ばつさん、もしかしたら貴方あなたはディオニュシウスさんを誤ご解かいしているかもしれませんが──彼にこのビルのことを貴方に伝えるよう頼んだのも、病室に閉じこめるようお願いしたのも私です。彼は真剣に貴方のケガを心配していましたよ。普ふ段だんの悪あつ口こう雑ぞう言ごんでわかりにくいですが、本当はとても優しい方なのです」

　九罰の額ひたいを伝うのは、脂あぶら汗あせ。

　おかしい。なんだ、このえもいわれぬ寒さむ気けは。首くび筋すじに氷ひよう刃じんを当てられているような、零れい下かの緊きん張ちよう感は。一気に殺さつ気きだったこの場の色は。

　それに、一番妙みようなのは──炎ほのおの悪あく魔またるアイムが、この空気を感じていないらしいことで。

「本当に、残念至し極ごくです。病室に閉じこめても、大人おとなしくしていてくださるとばかり。裏切っていないのでしたら、ここに来る必要はないですよね。無む論ろん、そうなれば真の敵を見逃すことになったわけですから、本来は喜ぶべき結果なのでしょうが」

「ちょっと？　リン。本当になに言ってるかわからないわよ。アタシたちにもわかるように──」

　紡つむぐ言葉は最後までいかず。

　柴燐と遠とお野の九罰が走りだしたのは、ほぼ同時。

「アイム！　危ないッ！」

　その反射神しん経けい、見事。

　燐が手に挟んだページを横よこ薙なぎに振るうのと、九罰がアイムを押し倒すのと──わずかに早かったのは、後者だった。首くび落おとしの白はく紙しは、アイムの髪かみをわずかにかするのみ。

「…………同どう化かを解いてもその速度で動けるとは。鍛たん練れんなしでのその成長。一いつ朝ちよう一いつ夕せきのものとはいえ驚きです、九罰さん」

「いま──首狙ねらったでしょ！　柴さん！」

　追つい撃げきはない。九罰は倒れこんだままの姿し勢せいで燐を睨にらみつけながら──右手は油ゆ断だんなく、ポケットのライターを探り当てている。

　殺さつ気きがあったのは、九罰ですらわかった。だから反応できた。

　アイムがわからなかったのは、おそらく彼女の嗅きゆう覚かくがまだ回復していないからだろう。普ふ段だんは人の感情にすら敏びん感かんに反応するが──それは普通の人間のように態度や仕し草ぐさから判はん断だんするのではなく、アイム独どく特とくの嗅覚で感じ取っているのかもしれない。そうだとしたら──フォラスお手製のアロマがつくづくうらめしい。

　押し倒したアイムはいまだ呆ぼう然ぜんとしていた。炎の悪魔の身体からだからは、痛いくらいの灼しやく熱ねつが。

「羽堂征せい重じゆう郎ろう。感謝します。万まんが一いちを考え遠野九罰を監かん視ししていましたが……彼が本当に裏切っているとは思いませんでした。いえ、そもそも私が彼にこの話をもちかけたのですしね。自じ業ごう自じ得とくというべきでしょうか」

「あァん？」

「貴方あなたが言ったのではないですか。遠とお野の九く罰ばつが自分たちの仲間だと。あの時は逃げるための方ほう便べんかと思いましたが……先ほどの様よう子すを見る限り、妄もう言げん綺き語ごではなかったようですね。私は、もし九罰さんが貴方と通じているなら、閉じこめた時点で貴方に連れん絡らくをとろうと、ここに来るはずだと考えましたが──まったくそのとおりでしたね」

　おォ、とかなんとか言いながら手を叩たたく羽は堂どう。今さっきアイムが首を狙ねらわれたばかりだというのに──緊きん張ちよう感かんがまったくないのは。

　否、違う。

　彼の隣となりのフォラスは、すでに構えていた。羽堂自じ身しんは気楽なようでも、彼の悪あく魔まが戦せん闘とう態勢ならば──もう、甘いことは言ってられない。

「いやァ、違ちげェ違ェ。そりャ誤ご解かいだよォ燐りんちャん」

　随ずい分ぶん慣れなれしい羽堂の言葉は放っておいて。

　アイムを素早く立たせた。わずかに震えてはいるものの──そこはさすがというべきか。陽光のごとき瞳ひとみに宿るのは、強い意い思し。

　そういえば──彼女を、九罰が守ることができたのは、初めての気がした。

「大だい丈じよう夫ぶだよアイム。今いま羽堂が誤解といてくれてるから。ていうかアイツの撒まいた種だけど…………」

「今よォ、遠野と仲間割われしてたのさァ。こいつが聞きわけねェこと言うからよォ。いッそ一いつ緒しよに遠野やッちまわねェかァ？」

「はあ!?　おい羽堂お前っ！」

　デタラメだ、と叫ぼうとしたその瞬しゆん間かん。

　羽堂はこちらを見てニヤリと笑った。友人に微ほほ笑えむようなその表情。

（まさか、アイツ……まだ僕らと戦う気じゃ……！）

　代だい償しよう。この期ごに及んでそれが欲しいのか。

　羽堂は言っていた。召しよう喚かん者ならば代償を惜おしんではいけないと。ああ、それは確かにそうかもしれない。彼は噓うそまみれのトリックスターとなってまで、フォラスのために戦い続ける。本当の敵を知り、共きよう闘とうすべき相手とすら。

（それがお前の正義かよ、羽堂！）

「──バカなことを」

　一いつ笑しように付すのは、聖せい書しよのページを挟んだ神しん言げん使つかい。

　九罰は初めて見る彼女の獲え物もの。だが、見習いとはいえ聖せいルカの弟で子しなのだ。容易に打ち崩くずせるはずはない。

「九く罰ばつさん、私は貴方あなたを疑っていませんでした。ですが、最さい悪あくの事態は想そう定ていしておきたかった。このビルの名をつげ、直後に貴方を閉じこめる。貴方が無む実じつであれば病室で大人おとなしくしていたはずですが──本ほん拠きよを我々に知られ、焦あせった貴方は病室を抜けだした。そう、羽は堂どう征せい重じゆう郎ろうと連れん絡らくをとるために。もしここで貴方が羽堂征重郎と一いつ戦せん交えていたら、まだ安心もできたのですが。そうそう、ディオニュシウスさんは最後まで反対していましたよ？　ケガ人にんを試すようなことはできない、と。私が得え手て勝かつ手てにやらせてしまったのですが」

「柴しばさん、誤ご解かいだってッ！」

「外の方々は貴方の信しん奉ぽう者ですか羽堂さん？　まだ若い人を集めて邪じや教きよう集団の真ま似ね事ごととはやってくださいますね。彼らも正しき主しゆの教えに導きます。それに大たい概がい、教きよう祖そや崇すう拝はい対たい象しようを滅ほろぼせば邪教は消えてなくなりますから。お二人とも既すでに釜ふ中ちゆう乃の魚うお、我が聖せい句くにて裁さい断だんします」

　話を一いつ切さい聞いていない。耳に届いているのは間違いないから、はなから悪あく魔ま使つかいの言葉だと無視を決めこんでいるのだ。師に似る頑かたくなさ。最悪だ。

　ここで誤解だと叫んで、誰だれが聞くだろう。

　九罰と戦いたい羽堂。九罰を敵と断じ耳を貸さない柴。いくら九罰が戦いたくないと言っても、二人がその気なら戦せん闘とう回かい避ひは不ふ可能。敵が他にいると言ったところで、燐りんにはまた噓うそをついていると思われるのが関せきの山やま。

　詰つみだ。完全に。

「…………ね。クバツ」

　王おう手てをかけるのは、何より近しいアイム。

　首を落とされそうになったアイムが、その気になっている。まさか殺すつもりはないだろうが──地じ獄ごくトップクラスの戦闘狂きようの隙すきを撃うった。その報ほう復ふくはきちんとしなくてはならないのだろう。

「この場で一番強つよいのがアタシ達だって、教えとかないとね」

「……わかったよ。どいつもこいつも話聞きかないし──いい加か減げん、僕もイライラしてきたし。好き勝かつ手て言いすぎだよみんな」

　沸ふつ点てん高くしなきゃな、なんて思う。結けつ局きよく九罰の発火温おん度どは、下へ手たすればアイム並みなのだ。激しやすい。冷静さはすぐに空の彼方かなたへと吹っ飛んでしまう。

　炎ほのおの悪あく魔まの相あい方かたとしては、ふさわしいのかもしれないが。

「そういえば、未いまだに貴女の質問に答えていませんでしたねアイムさん。主しゆを信じるのか。顔も見えぬ天てん上じようの御お方かた。その実在を問うのではなく、その加か護ごを信じるのかと聞かれましたね」

　羽堂は構えている。柴燐にも隙すきはない。

　九罰はポケットのライターを取りだそうとしている。常に制服に忍しのばせているそれは数個あるのだが──。

　アイムは、熱い手でそれを押しとどめた。

「クバツ。胸に包ほう帯たい巻いてるでしょ、それで十分だよ。二人が近接距離クロスレンジで来るなら、アタシたちも同じ距離で戦わないと。アタシたちの強さがわからないでしょう？」

「私は信じます。主しゆの加か護ごが私たちにあると。何な故ぜなら主は、そうでなければ主である意味がない。救えない主など主ではない。救いがあり、私たちに無む二にの加護を与えてくださいます。悪あく魔まにも慈じ悲ひ慈じ愛あいをくださる大いなる御お方かたのはずですが──その愛を貴女あなたはいらないと、そういうことでよろしいですね、アイムさん」

「ふふっ……」

　アイムが笑う。柴しば燐りんの敬けい虔けんな宣せん言げんだが、それが悪魔に届くはずもない。罪ざい業ごうの業ごう火かに焼かれ続けたアイムが、主の慈悲など信じるはずもないというのに。

「……始めましょう。一いつ分ぷん一いち秒びようも惜おしいです」

「ひャッはァ！　強ごう欲よくは大たい罪ざいの一ッてなァ！　モロクの象しよう徴ちようする土と豊ほう穣じよう！　さァ、立ち止まるなよフォラス！　俺らの覇は道どうはこんなところじャ終われねェ！」

　そうして、ゴングが鳴る。

　──では。

　炎ほのおの悪魔。その真しん髄ずいを知らしめる、力比くらべを始めよう。

「憤ふん怒ぬは大罪の一。アラストル様の象徴する、火と破は壊かい。さあ、壊こわそうクバツ！　わからず屋どもに、誰だれが最強か教えてあげるわよ！」




　アイムの指し示じは簡かん潔けつだった。

　九く罰ばつのまとっている包帯、それにライターによって火を放つ。焼しよう身しん自殺をしろというわけではあるまい。何の変へん哲てつもない包帯を、燃やすという行為によって悪魔の武ぶ具ぐたらしめる──そのための儀ぎ式しき。加えて言うなら悪魔医い師しディオニュシウスの手によって施ほどこされた包帯は、呪じゆ具ぐとして用いるに最良の媒ばい介かいとなるらしい。

　火をつけた包帯は。

　それだけでしゅるしゅると、生き物のように九罰の身体からだからほどかれていった。燃え盛さかる包帯は、しかし熱くない。自分の居い場所に戻るかのように、包帯は九罰の両手に巻きついていく。

　しかも、材質はただの布だったはずなのに、いつの間にか鉄へと変わっている。腕を保護し、さらに威い力りよくをあげるための──灼しやく熱ねつのバンデージ。

『ただの鋼鉄手甲ナツクルダスターじゃないわよ。もちろん殴なぐれば熱い痛いに決まってるけど、同時に小さな爆ばつ発はつも起こせるわ。それはアタシが制せい御ぎよするから。クバツが火傷やけどしないようにするし、もちろん殺さないように加か減げんもするよ──手て加減して勝ったほうが、かっこいいしね♪』

　いつの間にか同どう化かしたアイムが、語りかける。アイムの制御に、間違いはあるまい。彼女に任せておけば、本気で殴ったとしても羽は堂どうや燐が死ぬことはないだろう。

　声は、以前に羽堂と対たい峙じした時より、何倍も透とう明めいに聞こえる。おかしなノイズも一切ない。ブネのことを打ち明けたせいだろう──妙みようなすれ違いは、消えていた。

　脳のう髄ずいに叩たたきこまれるのは、拳こぶしを使った戦い方。最初に同どう化かした時と同じように、基本的な戦せん闘とう方法が脳に流れこんでくる。無む論ろん、訓くん練れんなしの一いつ発ぱつ勝負ではあるが。

　遠とお野の九く罰ばつに、不安はなかった。

『クバツ、準備オッケー？』

　アイムの声がクリアに聞こえる。九罰は無む言ごんで頷うなずいた。わだかまりが解けたせいか──同化は以前よりずっと調子が良かった。

　これならいける。アイムと同じ白の髪かみは、彼の戦せん闘とう形けい態たい。炎ほのおを拳にまとった白はく髪はつ鬼きは、ようやく本気を出せそうだった。

「ふっ──」

　先に狙ねらうのは羽は堂どう征せい重じゆう郎ろう。こいつがいるから話がややこしくなるのだ。一ひと足あし先に沈めておけば、柴しば燐りんの説せつ得とくも容た易やすくなる。

　今までの恨うらみもこめて、まずは最初に殴なぐっておこうと決めた。

「フォラス」

　悪あく魔まの名を呼ぶ。

　羽堂の壁となって立ちはだかるのは、いまだ幼い少女。だがもちろん、その実力は体験済ずみである。

「遠野の相手してろォ。俺はあッちの嬢じようちャんと楽しむからよォ」

　その言葉に小さく頷うなずいて、フォラスはそのぼんやりとした目をこちらに向ける。

　間合いはすでに超ちよう近きん距離。お互いの拳が届くか届かないか────だが、考えるまでもない。リーチは九罰の方が長いのだ。

「ひゅ──」

　それは口から漏もれ出た吐と息いきか。炎の拳が風を切る音か。

　爆ばく炎えんの鉄てつ拳けんは、赤い曳えい光こうでもってフォラスを狙ねらう。先せん手てをとられたフォラスは、後ご手てにまわるよりガードを固めた。両手をクロスさせて一いち撃げきを耐えきろうと──。

『昨日きのうの威い力りよくと思わないでよフォラスッ！　アタシたちをバカにしたツケはきっちり払ってもらうんだからッ！』

　ヒットの瞬しゆん間かんに、信じられないような衝しよう撃げきが九罰の腕に走る。

「ぐッ！」

　轟ごう音おん。拳はただの殴おう打だでは止まらず、爆ばく発はつの光を伴った。腕がちぎれそうな衝撃で──思わず九罰は腕を引く。体をひねって反はん動どうを吸収しなくてはならなかった。

　たまらないのは、フォラスのほう。

　ボロ布をまとった幼い少女は、当然の如ごとく吹き飛ばされる。今まであまり表情を変えなかった彼女が、攻こう撃げきを受けた瞬しゆん間かんに目を見開いていたのが印いん象しよう的だった。

『あ──ちゃ、やりすぎた？』

　砲ほう弾だんのように吹き飛ばされたフォラスは、そのまま行けばコンクリートの壁をぶちぬいて、ビルの外へ投げだされただろう。

　羽は堂どうが、フォラスを受け止めなければ。

「ォ……いおい、格かく闘とうの悪あく魔まの名が泣くぜェフォラス……」

　風のクッションを作りだし、緩かん衝しようとしたか。

　羽堂にもフォラスにも、目立ったケガはないようだった。ただし、フォラスのほうが気き絶ぜつしている。悪魔がいつまでたっても意識喪そう失しつなどということはないだろうが、すぐに戦えるわけではあるまい。

　一いち撃げきの下に。あれだけ苦く戦せんしたはずのフォラスを。本来なら格かく下したの相手。同どう化かが完全な状態ならこの程度であしらえる──ということ、か。

「──自ら悪魔をかばうとは。軽けい薄はく短たん小しような男性かと思っていましたがなかなかどうして立りつ派ぱではないですか。悪魔使つかいにしては」

　声は後ろから。

　真の脅きよう威いはこちらだ。羽堂はどうかしらないが、九く罰ばつはまだ彼女と戦っていない。未み知ち数すうの戦せん闘とう能力に対して、どこまでできるか。

「少しは見習ったらどうですか、妹にまで犠ぎ牲せいを強いた残ざん虐ぎやく非ひ道どうな遠とお野の九罰さん？」

「だから誤ご解かいだってばッ！」

　燐りんの手に挟まれているのは、ビニールコーティングされた紙。

　それは横よこ薙なぎに振るわれて、九罰の首を狙ねらう。無む慈じ悲ひな処しよ刑けい人にんの刃やいばは、しかし深く体勢を沈めた九罰の髪かみを、わずかに切り裂さくのみ。

　それでも燐は顔かお色いろ一つ変えずに、今度は縦たて一いち文もん字じにページを落とす。

『なめてるんじゃないわよッ！』

　九罰はそのページを受け止めもせず、さりとてかわしもせず──。

　コンクリートの床を、殴なぐりつけた。

「──────ッ!?」

　灰色の足あし場ばにクレーターを穿うがつ、火か炎えんの爆ばく発はつ。

　熱ねつ風ぷうと激げき震しんとともに、無む数すうの石せき片へんが弾だん丸がんとなって散さん開かいする。その暴ぼう力りよく的な洗せん礼れいを浴びるのは無む論ろん、燐だ。

「やってくれますねッ！」

　斬きりつけようとしたページを防ぼう御ぎよに転化させて、燐は石片を防ぐ。あのページには触ふれないほうがいいなと、九罰は冷静に分ぶん析せきして。

　一度、距離をとった。今は接せつ近きん戦せんしかできないが、それは相手も同じのはずだ。両手に持ったページの有効距離レンジは、九罰とさほど変わらないはず。

　改めて間合いを詰つめればいい、そう判はん断だんした九く罰ばつは──。

「使し徒と言げん行こう録ろくから百三十ページを抽ちゆう出しゆつ！　攻こう撃げき陣じん形けいＤ！　背はい徳とくの街を滅めつした神の火の再現をここに！」

　振り上げた燐りんの腕に呼こ応おうするように。

　バチン、と言う音がどこからか響ひびいた。暗い中、その音の出で所どころはわからないが──暗くら闇やみの空に飛びあがる、何枚もの白い紙は見えた。

「え……？」

『クバツヤバイ、逃げてッ！』

　アイムの警けい告こくは、しかしこの場では的てき確かくではなかった。なにしろ逃げ場などない。天てん井じようのないビルの最上階かいで、一体どこに逃げろというのか。

「天てん罰ばつ覿てき面めん」

　燐が小さく呟つぶやいたのが、合あい図ずだったのだろうか。

　上空に飛びあがった無む数すうのページは、上りつめたその先で一いつ旦たん停止すると──見えない力に操あやつられるように、一か所に集まり始めた。

　完成したのは──両手を広げたよりも更さらに長ちよう大だいな、一枚のページ。

「う────っそだろっ!?」

　天より落ちる裁さばきの白はく刃じん。

　ビルすら両りよう断だんできそうな長ちよう方ほう形けい。九罰だけではない、羽は堂どうとて危険な容よう赦しやのない技。柴しば燐が接近戦しかできないなどと誰だれが言ったのか。事前に入にゆう念ねんな準備があったからこそ、この大おお技わざを見せつけることができたのだ。

（ああもう──鬱うつ陶とうしいなァ！）

　本来の敵は別にいるのに。

　それぞれの思おも惑わくから、この場で戦っている。本当なら味み方かたのはずなのに。一いつ緒しよに戦える、仲間同どう士しのはずなのに。

『クバツ！　本当に逃げないと！』

「逃げて──逃げてたまるかよ！」

『クバツっ!?』

　逃げ場はない。逃げるつもりもない。そもそも下に降りたところで、この巨大な刃やいばはビルごと九罰を両りよう断だんするだろう。

　羽堂に教えないといけない。燐にも伝えないといけない。ここで戦うことになんの意味もないのだと。七な罪つみを襲おそった本当の敵は、今も町の地下でほくそ笑えんでいるのだと。

　燐のページはもう目の前。九罰は迫りくる白刃を。




　思いっきり、殴なぐりつけた。




「……それは、海底撈ろう月げつというものですよ、九く罰ばつさん」

　無む駄だなことを、と燐りんは言う。それは嘲あざけるよりも、どこか悲しげな様よう子すさえ湛たたえていた。

　九罰の炎ほのおの拳こぶしは、巨大な刃やいばと拮きつ抗こうしている。右腕うで一本で白のページを防いでいたが──。

『クバツ！　持たないよ！　そのページは神の言葉を力の軸じくにしてる！　最初はなんとかなるけど、アタシの炎ですら斬きられるんだよ!?　そうなったら────』

　その先は、続かない。脳のう天てんから股こ間かんまでを割さかれ、でろでろとした内ない臓ぞうをぶちまける九罰など、アイムは想そう像ぞうしたくもないだろう。

　実際、目の前で九罰は見ることができた。九罰の腕を覆おおうナックルダスターに、落ちてくる刃が少しずつ食いこむのを。悪あく魔まの武ぶ具ぐだからこの程度ですんでいるのだろう。刃が鋼こう鉄てつのベルトを超え、九罰に触ふれてしまえば──あとはもう、言うまでもない。

「本当に、残念至し極ごくですが──私の勝ちです、九罰さん」

　諦あきらめたような溜ため息いき。さきほどからの柴しば燐は、どこか憂うれいを帯びている。彼女自じ身しんも言っていた。九罰が裏切ったことが悲しいのだと。もちろんそれは誤ご解かいで。

「いや」

　だから九罰は、否定する。




「僕の勝ちだ、柴さん」




　そう言った直後。

　柴燐の誇る巨大なページ。ビルさえ両りよう断だんできるそれが、弾はじけた。

「なっ……！」

　暗くら闇やみの空に散る、純じゆん白ぱくの紙かみ吹雪ふぶき。それらはなんの力ももたないただのページとして、ビルの各所へ散らばっていく。自らの必ひつ殺さつを破られた柴燐は、ただ呆ぼう然ぜんと。

「そんな──そんなはずは！　神の言葉を記した聖せい書しよの断だん片ぺんが、こんな簡単に破られるなど！　ルカさんの装そう甲こうと同じ！　悪魔の身を切り裂さき、悪魔の闇やみを受け止める完全無む欠けつの矛ほこと盾たてだというのに！」

「うん、ごめん。あのまま力ちから勝負だったら、僕は負けてたと思うよ」

『ていうかなにしたのクバツ!?　アタシに説明もなしに勝かつ手てなことして！　アタシ本当に怒るからね！』

　ていうかもう怒ってるじゃないか、などという言葉は飲みこんで。

　勝しよう因いんは、ごく単純な力比くらべに持って行けたことだ。だから、九罰は自分の持つ唯ゆい一いつの武ぶ器きを使うことができた。常に有ゆう事じに備え、いくつも予備をもつそれ。

「悪魔の力が関係なければ、いいんだよね」

　九く罰ばつが持っていたのは、一枚のページ。ただし表面のビニール加か工こうは溶けてしまい、紙も半分以い上じよう燃え尽きてしまっている。書かれているはずのＣ言語とて、もはや意味は摑つかめない。

「ライター、使わせてもらったよ。ビニールが耐たい熱ねつのものじゃなくて良かった。もしそうだったらアウトだったね」

　右みぎ腕うで一本で、白はく刃じんを支えた九罰。

　しかし、左腕うでは自由だった。一時的に炎ほのおの手てつ甲こうを解かい除じよした九罰は、素早くライターを取りだし──手て近ぢかなページに火をつけたのだ。表面のビニールがとけ、中身まで燃えてしまったならば。

　プログラムは瓦が解かいする。非常に精せい密みつにつくられ記された、柴しば燐りんのプログラミング言語。しかしだからこそ、それには一いち分ぶの無む駄だも許されなかった。全てが完かん璧ぺきに機能しきるから、わずかな綻ほころびで全てが崩ほう壊かいする。

　何の変へん哲てつもないライターだから、火をつけることができたのだ。少しでもアイムの力を借りていたら、おそらくビニールすら溶かせなかっただろう。

「…………そんな」

　奇くしくも。先月のルカとよく似たやり方で、柴燐の技は無に帰したのだ。

『さっすがクバツー！　強い！　つまりアタシも強い！　最さい強きよう！　いえーい！』

　脳のう内ないのアイムが歓声をあげる。彼女の理り屈くつは決して間違ってはいないだろう。柴燐と拮きつ抗こうし、火をつけるまでの時間を稼かせいだのは、彼女の作りだした鋼鉄手甲ナツクルダスターのおかげなのだから。

「さ、話を聞いてよ柴さん。誤ご解かいしてるだけだよ、僕が裏切っただとか、羽堂が真しん犯人だとか。僕らに勝てないのはわかったでしょ？　大人おとなしく話を──」

「いやァ、まだ終われねェよなァ」

　背後にゆらりと立つのは。

　動けなかったはずの、金きん髪ぱつの悪あく魔ま使つかい。傍かたわらには、意識を取り戻したフォラスもいる。

「羽は堂どう、お前……！」

「まだ、終わりじャねェ。いやむしろこれからが本ほん番ばんッつーか？　お楽しみはこれからだぜェ！　そうだろォ！」

　彼が腕を振るった──ただし、狙ねらいは九罰ではなく。

　全てを賭かけた必ひつ殺さつを破られてしまった、柴燐のほうだった。

「────ふえ？」

　圧あつ縮しゆくされた大気。急きゆう所しよに当てれば一いち撃げきで命を落とす風の魔ま拳けんが、柴燐を襲おそう。林の時と違い、今度こそ九罰はそれを眼めで追うことができた。

「なッ────」

　とっさに腕をのばしてかばおうとする。最高の状態で同どう化かをしている九罰なら、あの風すら防げたはずだったが。

「が……あっ!?」

　全身に走る痛みが、九く罰ばつの動きを止めた。

　九罰はケガ人なのだ。体に残る痣あざはまだ消えていない。こんな最さい悪あくのタイミングで、忘れていた傷が九罰を締めつけた。

　一いつ瞬しゆんの足の停てい滞たいは、しかし致ち命めい的てきなタイムロス。

　──間に合わない。

「ちくしょおおぁあああああッ！」「遅おせェッつーの」

　ごしゃり、と嫌いやな音が響ひびいた。頭ず蓋がいの砕くだける音にしか、聞こえなかった。

　嫌な光景しか浮かばない。正義の味み方かたではなかったのか。今燐りんを傷つけて、お前になんの得がある羽は堂どう。それともエクソシストの見習いは、やはり邪じや魔まなのか。そんな風ふうに、九罰は思って──。

　柴しば燐がいまだ立っていることに、気づいた。

「え？」

「遅ェ。遅ェ遅ェぞ死し霊りようどもがァ。せッかく三人でドンパチやッてお前ら呼び寄せてやッたんだ、もッと早く来いよォ。でねェと俺がお前ら全員──踏みつぶしちまうぜェ？」

　羽堂は笑う。月げつ下かに笑う。どう見ても悪役の顔で笑う。

　呆ぼう然ぜんとする柴燐の後ろで、妙みような形にひしゃげていたもの────それは、ただただ真まっ黒くろいだけの、できそこないの人間だった。

「悪役がいねェと始まんねェだろォが。正義の味方の活躍はよォ」




　死霊。その姿すがたを簡かん単たんに形けい容ようするならば、黒い墨すみを全身に塗りたくったような人間。そんな表現がもっとも適切だろうか。あるいは人ひと型がたの影がそのまま浮かび上がったような、とでも言うべきか。

「つまり……彼らが！　被ひ害がい者を襲おそっていた！　正しよう真しん正しよう銘めいの黒くろ幕まくというわけです！　ねッ!?」

「おゥよ！　アンタの上じよう司しがなに言ッたか知らねェがなァ！　これだけの数の死霊見みてまだ俺が犯人だなんて言いやがるかァ!?」

　湧わいてでる。ビルの床から、壁から、染しみだすように黒い影が現れてくる。ぱっと見まわしただけでも十はいた。そいつら──ブネの残ざん滓しともいうべき死霊は、あとからあとから湧いてくる。

「いえ──もう疑いません。私はなにをやって……いえ、貴方あなたがたにも責任があります！　特に羽堂さん！　貴方が混乱させなければ！　電でん光こう石せつ火かの解決がのぞめたっ、はずっ、ですよねッ！」

「悪わりィ悪ィ！　だがよォ、フォラスの代だい償しようは集めとかねェと、死霊の『軍団レギオン』にはかなわねェ！　九く罰ばつと仲間だなんての言ったのは、アンタから逃げる隙すき作るためにも仕方なかッたんだよォ！　それにこうしてお詫わびとして死し霊りよう呼よび寄せてやっただろうが！　よッ！　ッとォ！」

　柴しばの誤ご解かいは、修正される。目の前に現れた無む数すうの死霊によって。

『なっるほどねー。悪あく魔ま使つかいとエクソシスト見習いが一か所に集まって殺し合いをしてる。誘ゆう蛾が灯とうに群がる虫と似てるね。死霊は個々が弱いから、どうしても強い力のぶつかり合いに引き寄せられる──もっとも、それが罠わなだったわけだけど』

　敵を騙だますにはまず味み方かたから。

　本気での潰つぶしあいをしているからこそ、死霊たちもチャンスだと集まってきたのだ。もっとも、羽は堂どうに利用された感がどうしてもぬぐえないわけなのだが。

　そうして、どんどん出てくる死霊は、しかしそれ以上のペースで潰されていた。無む論ろん、羽堂やフォラス、そして得え物ものを取り戻した柴しば燐りんにである。特に燐は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしたとはいえ、死霊がでてくるやいなや真まっ先さきにページを拾って切り裂さいたのだ。

　死霊の攻こう撃げきは、単調だった。その真まっ黒くろな腕や足を伸しん長ちようさせ、突き刺してくる。また手足をしならせて鞭むちのように攻撃してくる。人間の形をしているものの、腕や足は伸しん縮しゆく自じ在ざいらしかった。触しよく手しゆと言い変えてもいい。

　だが──鈍どん重じゆうな動きはともかく、その特とく殊しゆな攻撃は厄やつ介かいだった。

「お前ら……よくこの状況で話ができるね……」

「早々に一いち撃げき食らったお前が悪ィ。あれくらい避けろよォ同どう化かしてんだからよォ」

「こっちは柴さんの攻撃跳はね返した直後だったでしょっ！　あれ受け止めるのすごいキツかったんだよっ!?」

　おまけに体たい幹かんを走る痛みはまだ健けん在ざいなのだ。快調に動けるわけがない。

　遠えん距離から一方的に腕を伸ばしてくる死霊。突然に現れた相手が、動きの止まった九罰の肩を狙ねらったのだ。その黒い影に攻撃されても、傷はなく、血もでない。だがその、両りよう生せい類るいの皮ひ膚ふのようなどろりとした感かん触しよくとともに──。

　九罰の、全身の力が抜けたのだ。

　風か邪ぜの症しよう状じようによく似ている。全身がだるく、いくら力をこめても手足の反応が鈍い。死霊の腕はすぐさま炎ほのおの手てつ甲こうによって燃やしたのだが──生せい気きを吸われるというのはどういうことか、身をもって実感した気がする。

『クバツ大だい丈じよう夫ぶ？　気き合あいよ気合！　この自じ己こ意識すら薄い連れん中ちゆうには、気合が一番なんだよ？』

　この期ごに及んで、まさか悪あく魔まから精神論ろんを聞かされるとは思わなかった。

　だが、おそらく彼女の言うとおりなのだろう。この死霊というのは、悪魔より幽ゆう霊れいや幽ゆう鬼きに近いものなのだ。気き迫はくで幽霊を追い払う話は、古い話に山とある。

　それに──多少生気を吸われても、動けなくなるわけではない。それこそ気合で、いつものとおりに戦えるのだ。もっとも、額ひたいに浮かぶ脂あぶら汗あせだけはどうにもならなかったが。

「ああ……ちくしょう！　邪じや魔まなんだよッ！」

　八つ当たりをこめた裏うら拳けんは、背後から伸びる死し霊りようの触しよく手しゆをなぎ払う。

　そのまま上体を沈めて、床から溢あふれでようとしている死霊を三匹、もぐら叩たたきの要よう領りようで殴なぐりつけた。動きの鈍どん重じゆうな彼らは、高熱の一いち撃げきをくらってすぐにコンクリートの奥へと沈みこむ。

　こいつらは、ブネから派は生せいしたというものの──既すでにあの悪あく魔まとはまったく別種の、違う災さい害がいになっているような気がした。かなり厄やつ介かいな、そして厭いやらしい敵だ。

「よッしャァ三十二匹目めェ！」「こちらは約やく四十です」

　ノリにノっている羽は堂どうと、相変わらず極めて冷静な柴しば燐りん。

　九く罰ばつはようやく二十七匹目の顔面に、左フックで風かざ穴あなを開けたところである。ケガと吸われた生せい気きは、やはりハンデとして重い。

　羽堂とフォラス、燐、そして九罰の倒した死霊をあわせれば、そろそろ百を超えるだろうか。特に燐の活躍は目覚ましかった。ページを振り回すだけでなく、両手で扇おうぎのように構えてから一いつ斉せいに投げつけたり、時には自じ律りつ起き動どうさせて攻撃していた。一対たい一より、一対多た数すうの戦いのほうが向いているのだろうか。

「ねぇアイム！　こいつら何匹いるのさ!?」

『え──わ、私に聞くのそれ!?　ブネが何匹呼よんだのかはしらないけど、街の人間の生気を吸い取ってるなら相当増ぞう殖しよくしているはずだよ？　ここに湧わいてでてきているのはほんの一部…………総そう量りようは億おくとか兆ちようとか、そういう単位じゃない？』

「げ……」

　想そう像ぞうしていたよりも桁けたが違い、九罰は思わず呻うめく。いくら一匹一匹は難なく倒せるザコとはいえ、さすがに一億とか言われると気が遠くなった。

『心配しないで、クバツ。こいつらには中心となって指し示じをしている中ちゆう枢すうがいる。普ふ段だんは地ち中ちゆうにいるけど、それをおびき寄せることができれば、他のやつらは散り散りになっていずれ消えるわ』

　両手で二匹の死霊の頭部を摑つかみ、一気にビルの壁に叩きつける。確かにこの黒くろ塗ぬりの人間どもは、それくらいで戦せん闘とう不能になるほど脆もろいものだった──ただし、それが億と兆もいるとなると、やはり話は変わってくる。

「そんな──都つ合ごうよく出てくるの？　地下にいたほうが安全じゃないか」

「いいえ、必ず来ます。彼ら『軍団レギオン』は、一いつ定てい数すうまで数が減ってしまえばそれだけで消しよう滅めつしてしまうほど、個こ体たいでは脆ぜい弱じやく無む比ひです。こうして数を減らし続けていれば、いずれ中枢が危き機きを感じて、全ぜん勢力でもって相手をしようとするはずなのです」

「そしてそれがむしろチャンスッてわけだァ。こッちは三人。まァ戦わずして連れん中ちゆうを追い払ッた耶や蘇そにャ敵かなわねェが、互ご角かく以上の戦いはできんだろォよ！」

　まるで舞いを踊るかのように、両手のページを広げ戦う燐。

　対して羽は堂どうは豪ごう気きなものだ。自由な左腕うででフック、アッパーを放つ。と思ったら中段蹴げりまで駆く使しするのだから、すでに彼の動きはボクシングではありえない。フォラスもフォラスで、彼の背中をカバーするように敵を倒している。

「あと……何匹倒たおせばいいのさ！」

　いい加か減げん、自分も体を鍛きたえようと思った。

　燐りんや羽堂と違い動きが鈍いのは、やはりそもそもの身しん体たい能力の違いだろう。アイムがいなければ、ごく単純なランニングですら負けてしまうに違いない。

『……ううん、匂においが変わった。そろそろ出てくるんじゃないかな』

　横から鞭むちのように振るわれる腕を、身をひねってかわす。そのまま回転を止めず、敵の後こう頭とう部ぶに変へん則そく的てきなラリアットを撃うちこもうとした瞬しゆん間かん──。

「…………ッ!?　あッ!?」

　膝ひざが、がくんと落ちた。

　力が抜けたのだ。立っていられない。全身を襲おそうのは寒さむ気けがするほど壮そう絶ぜつな脱だつ力りよく感かんである。どれだけ立とうとしても、体が言うことを聞いてくれない。

「おらァ……来やがッた……ぜェ？」

　そういう羽堂も膝をついている。壁にもたれている燐も同どう様よう。無ぶ事じなのはただ一人フォラスのみだった。

　湧わいてくる死し霊りようどもが、一か所に集まっている。それらは凝ぎよう縮しゆくされ融ゆう合ごうし、一つの形を成していく。

　嘆なげきの声が聞こえてくるようだった。もちろん錯さつ覚かくなのだが、それでも人ひと型がたのモノが巻きこまれ、黒い大きな塊かたまりとなっていく様さまは異い様ようの一ひと言ことに尽きる。

　大きさは──せいぜいが二メートルの人型。やはり墨すみを塗りたくったように真まっ黒くろで、人型といえど目め鼻はななどは一切ない。シルエットから兜かぶとをかぶり、円形の盾たてと細長い槍やりを持っているのがわかった。全身のシルエットは、教科書などで見る古こ代だいローマの兵士に似ていた。

「シシ。ネネ。シシ。ネネ。シシ、ネネ、シシネネシシネネシシネネシネシネシネ──────」

　どうやら、喋しやべることもできるらしい。しかしそれは意味などあってないような虫の羽は音おと。ただただ単純な悪あく意いの発はつ散さんは、ひたすらに不ふ快かい感かんを煽あおるのみ。

　怖くはない。人型の兵士、これがようやく姿すがたを現した死霊どもの中ちゆう枢すうだとしても、恐れるような要素はない。アイムの力さえあれば一いつ瞬しゆんで粉ふん砕さいできるだろう。ブネの作りだした竜りゆうのほうがよほど脅きよう威いだった。

　だが──それは、この死霊の本ほん質しつではあるまい。

「は、はは……ねぇ、どうしよう？　力、入らないんだけど……」

「触ふれずして生せい気きを吸い取っています……！　く、甘く見た……よもやここまで成長肥ひ大だいしていようとは…………！」

　がくがくと震える足は、恐怖ではなく凄せい絶ぜつな脱だつ力りよく感かんによるもの。

　先ほど、黒い腕が九く罰ばつを襲おそったが──その比ではないのだ。どれだけ力をこめようとしても、体のあちこちから抜けでてしまう。そんな感かん触しよく。だらりと下がった腕を持ち上げることすらできない。

（ブネのヤツも、随ずい分ぶんと面めん倒どうくさいものを────ッ！）

『クバツ、平気!?　元々ケガしてるんだから無理しないで──』

「……な、わけにはいかないよ。アイツが七な罪つみを襲おそったっていうなら……ここで終わらせる……」

　炎ほのおの拳こぶしを握り締める。だがそれだけだ。足を一歩踏ふみだす気力もわかない。額ひたいの脂あぶら汗あせが目に流れおちてきて痛かった。

　死し霊りようの集しゆう合ごう体たい『軍団レギオン』。

　それがまず最初に標ひよう的てきとしたのは、柴しば燐りんだった。

「────ッ!?」

　二メートルの黒い巨人が、動く。槍やりを構え、上から燐を突き刺そうと狙ねらっていた。動作そのものは緩かん慢まんなのだが──この場において、レギオンより早く動ける者は存在しなかった。それはもちろん、燐も同どう様ように。

『クバツマズイよ！　あの槍、触ふれたら一気に生せい気きを吸われる──死んじゃうってッ！』

　そう言われても、九罰は走りだすことすらできない。タールの海に沈みこんでいるかのように、脱力感が九罰の動きを阻そ害がいする。

「…………神よ」

　祈りのように、燐が目を閉じた。諦あきらめのようにも見えた。

　黒い槍は、そんな燐のすぐ目もく前ぜんまで────。




「勝かつ手てに諦めてんじャねェ。それでも神様の奴ど隷れいか？　あァ？」




　来なかった。それを受け止めている者がいた。

　羽は堂どう征せい重じゆう郎ろう。彼は壊こわれていたはずの右腕うでを突きだし、槍を制せい止しさせていた。正確に言うなら、風を圧あつ縮しゆくした一時的な盾たてを形けい成せいしているのだ。

　先ほどまで動けなかったはずなのに──そんな疑問は、すぐに氷ひよう解かいする。彼は地面に立っていなかった。羽堂の左足を、フォラスが担かつぎあげていたのだ。それも片手で。荷物でももつかのように軽々と。

『そうか……ハドーがフォラスの代だい償しよう集めにこだわったの、これが理由!?　とにかく多くのエネルギーを集めておけば、この生気吸収の渦うずの中でも行動できるから……！』

　フォラスの体に隠かくされた膂りよ力りよくは、相当なものだ。羽は堂どうを片手で持ち上げるくらい、なんてことはないだろう。

　レギオンは空気の盾たてを貫つらぬこうと、槍やりを押しこめる。だが羽堂の腕はびくともしなかった。壊こわれているはずの、その右腕うでが。

「マンガやアニメでよくあるだろォ？」

　羽堂が、いつもの軽かる口くちを叩たたく。だがその眉まゆが苦しげにしかめられているのは、よく見えた──痛いに決まっているのだ。本来なら肩より高くあげられない右腕なのだから。

「悪あく役やくの強さや怖さや残ざん酷こくさを表現するために、わざわざ小さな子供や女を殺す話。ああいう、弱い者いじめみたいなのが俺ァ大だいッ嫌きらいでなァ。強つえェなら、それだけの事ができるなら正義の味み方かたになれよッて、悪役相あい手てによく思ッたもんさァ」

　それでも、羽堂は引かない。一歩も引くはずがない。

「ボクシングを無くして残ざん骸がいだッた俺は、そんな子供みてェな夢にすがるしかねェ。神様がなに企たくらんでるかしらねェが、悪役を引き立てるために人が死ぬなんざまッぴら御ご免めんなんだよ────俺の正義の邪じや魔ますんなァッ！」

　風が吹いた。すべて吹き飛ばす豪ごう風ふう。

　羽堂が、腕を裏うら拳けん気ぎ味みに振るった。それだけで黒の槍が弾はじき飛ばされた。

「喰く！　ら！　い！　やがれええええええええええ──────ッ！」

　続けて放つ右ストレート。

　九く罰ばつは知っていた。それは彼が最も得意としていた技。今はそれに風が上うわ乗のせされ、螺ら旋せんを描く暴ぼう風ふうとなって荒れ狂う。

　その台たい風ふうは、レギオンの頭部を一いつ瞬しゆんで貫かん通つうした。いや、頭だけではない。上じよう半身も余よ波はでほとんど削けずられている。盾たてを持った左腕うでは身体からだとのつながりを消しよう失しつして、音もなく闇やみに融とけた。

『す、すご…………』

　アイムの端たん的てきな呟つぶやき。彼女が感かん嘆たんしてそう言うだけで、威い力りよくがどれほどか知れるというもの。

　だが──その代だい償しようは大きかった。

　そもそも、右腕でパンチを撃うてないからこそ、彼はボクシングを諦あきらめたのだ。そこに右肩かたを押さえ、痛みで呻うめいている羽堂がいることは至し極ごく当然だろう。しかし、彼がそこまでしたからこそ、レギオンを粉ふん砕さいする一いち撃げきを──。

「シ。シシ。シシシシシシシシシシシシシシシシネ──────」

　壊れたレコードのように、妙みような羽は音おとを繰り返すレギオンの残ざん骸がい。それはまだそこに立っていた。削り取られた腹が少しずつ再生しているのだ。機械音おんにも似た音声を奏かなで、再び復活しようとしている。

「う、そだろ…………？」

　そうだ、この死し霊りようは群ぐん体たいなのだ。

　倒されても復活ができる。群れを構成する死霊どもはいくらでもいる。ならば再生も容易ではないか。倒しても倒しても、キリがない。

「どうやって倒せっていうのさ……」

「九く罰ばつさん！　一いつ旦たんこちらへ！　この敗はい色しよく濃のう厚こうな状況を立て直します！」

　燐りんの叫びがあがった。彼女も汗まみれなのは変わらないが──呻うめく羽は堂どうを横にするなど、迅じん速そくな行動を行っていた。レギオンが再生を行っているせいで、生せい気きを吸きゆう収しゆうする力が弱まったのかもしれない。

　すぐさま駆かけ寄ると、燐が大きく叫んだ。

「創そう世せい記きより全ページを抽ちゆう出しゆつ！　特とく殊しゆ陣じん形けいＡ！　神よ、この戦う身にわずかばかりの安あん息そくを────ッ！」




　紙による防ぼう壁へき。

　レンガのように規則的に積み上げられたそれは、九罰らを取り囲むかのようにゆっくりと回転する。白に閉ざされたその世界は、優ゆう雅がな大だい理り石せきの神しん殿でんを連れん想そうさせた。

　ページの隙すき間まから垣間かいま見みえるのは深い夜と、いまだ再生を続けているレギオンだった。不完全な身体からだのままでこの防壁に手を出しているが、すぐに跳ね返されている。

「まだ試し作さく段階の特殊陣形です。もって……五分。その間は敵も手をだすことができませんが……時間は限られています。急いで作戦立りつ案あんを」

　冷静な燐の言葉が、今はとてもありがたかった。

　一いつ旦たん同どう化かを解かい除じよすると、するりとアイムが自分の中から抜けだした。腕のナックルダスターは、元の包ほう帯たいとなって地に落ちる。炎ほのおにまみれていたはずなのに、包帯には焦こげ跡一つない。

「羽堂、お前、大だい丈じよう夫ぶ……？」

「あァー……いや、ちョッと妙みような音がしたなァ。こりャヒビくらい入ッたんじャねェのォー……？　痛くて動かせねェしよォ」

　肩をおさえるその姿すがたが痛々しい。唇くちびるが妙みように赤いのは、血が滲にじんでいる証あかし。それほどまでの激げき痛つう、九罰には想そう像ぞうすらできないが。

　フォラスが心配そうに寄り添そっていたのが、尚なお更さら九罰を不安にさせた。

「九罰さん、羽堂さんはもう戦えません。私たちだけで孤こ軍ぐん奮ふん闘とうを」

「大丈夫。さっきのハドーの攻こう撃げきで、あいつら四割くらいは消しよう滅めつしたわよっ。アレと同じくらいの威い力りよくを持つ攻撃を当てられれば、なんとかなるわ」

　防ぼう壁へきの向こう側を覗のぞいていたアイムが言う。彼女の見立てなら間違いないだろう。

　羽堂の右ストレート。さきほどの一いち撃げきはフォラスの力もあって、凄すさまじい威力だった。あの再現が可能なら、確かに勝ちは九罰たちのものだろう。

「私の必ひつ殺さつは、先ほど九く罰ばつさんに破られてしまいました。他の陣じん形けいなら可能ですが、白はく刃じんはプログラムが焼しよう却きやくされたので使えません。あとは手て数かずは多いですが、威い力りよくの低い攻こう撃げきばかりです」

「それじゃ、ダメなの？」

「きっびしいと思うよー？　なにせあいつら生気吸収エナジードレインがお得意じゃない。ちまちま攻撃している間に生せい気き吸い取られて、動きが鈍ったところを槍やりでグサリ。これはもう、完全に死ぬパターンだよね。だから────一いち撃げき必ひつ殺さつ、追つい撃げきなし。全部それにこめる気でやるしかないわ」

　──一撃必殺。

　そんな技に、九罰は一つ心当たりがあった。

　バステトを使った、炎ほのおの突とつ撃げき。ブネの双そう竜りゆうですら跡あと形かたも残さず粉こな々ごなにした、あの一撃。それさえできるのなら、この鈍どん重じゆうな死し霊りようの寄せ集めなど敵ですらないに違いないのだ。

　だが──なんの痛みもなしに、あの技は使えない。

　あの大おお技わざを使った直後、アイムは代だい償しようが欠けつ乏ぼうして地じ獄ごくに還かえることになったのだ。今でこそ代償は支払っているものの、それは身代わりになったブネのもの。その効果がどれほどまで続くのか、九罰にはわからなかったが。

（あの選択肢しは、最低最さい悪あくのものなんだ。アイムも七な罪つみも泣かせるような──。他に方法がないからって、軽々しく選べるようなものじゃないだろう……？）

　九罰は後こう悔かいしていたのだ。アイムに、自分の魂たましいを使うように言ったことを。あの時は時間がなかった。方法を模も索さくしている暇ひまさえ。

　今度は時間がある。アイムの勘かん違ちがいも、先ほど修正できたのだから。ならば──そのリミットを近付けるようなことを、したくない。今度こそ、誰だれも泣かないような方法があると信じているから。

　アイムは真剣な表情で、防ぼう壁へきの外のレギオンを睨にらみつけている。九罰は、まだ彼女がどれくらい『こちら』にいられるのか。それすら聞いていない。できればバステトを使いたくない、というのは臆おく病びよう者のわがままだ。既すでにアイムは力を使っているのだから。

　だから──今いま更さらためらうのは、きっとおかしいことなのだ。

「それなら、方法が────」

「方法ならあるぜェ」

　九罰の言葉を遮しや断だんしたのは、羽は堂どうのはっきりとした声こわ音ね。弱気な色など微み塵じんも感じさせない意思の発はつ露ろ。

「もう一度俺おれが殴なぐりャあ良いんだろォ？　あのデカブツ、今度こそ俺の右で粉ふん砕さいしてやろォじャねェか？　俺ァ右ストレートが得とく意い中の得意だッたんだよォ」

「ですが羽堂さん。貴方あなたは先ほど右腕うでは使用不ふ能のうと……」

「あァ、だからよォ」

　羽は堂どうは地に落ちた包ほう帯たいを指した。乱らん雑ざつに散らばったそれは、九く罰ばつのケガを覆おおっていたもの。

「これ使って縛しばれェ、遠とお野の。俺の腕うで使つかッて──思いッきり、ぶん殴なぐれよォ」




　再さい生せい完了。個々の意識を統とう合ごうし、『軍団レギオン』は再び戦せん闘とう行動を開始する。

　その中ちゆう枢すう司し令れい部ぶ、全体に指し示じをだすレギオンの脳は、少々焦あせっていた。彼らにとっての感情はごくごく希き薄はく──しかもその大たい半はんは悪あく意い的な攻こう撃げき意識でしかない──だが、焦りや恐怖の感情もないわけではない。

　先ほど、金きん髪ぱつの男の一いち撃げきは総そう数すう五百億おく八千二万三千七百六体たいの死し霊りようのうち、二百億七千二百十万八千九百一体を消し飛ばした。二メートルしかない兵へい士しの姿すがたをしているが、そこに凝ぎよう縮しゆくされた死霊の数は相そう当とうなものだし、それの半はん数すう近くを粉ふん砕さいしたあの一撃も恐ろしい。

　再生は、圧あつ縮しゆくした死霊の容量を増やし、一いつ体たい一体の役割を再さい分ぶん担たんすることで完了する。この作業におよそ五分。その間も残った下か半身で攻撃を続けていたが、中枢部は白い防ぼう壁へきには無む意味だと判はん断だんし、すぐに中止する。

　再生が完了したレギオンは、周辺の生命体たいから生せい気きの吸収を開始した。中にいた敵てき性せい個こ体たいも、防壁から出てこなければ生気が尽きて死ぬし、出てきたのなら兵士の槍やりで一いつ瞬しゆんにしてミイラにすればいい。

　同時に、全体の死霊に対して防ぼう御ぎよ体勢をとる指示を出していた。金髪の男の一撃は恐ろしいが、こちらは未いまだに三百億の死霊を有している。全体が統とう率そつされた行動をとり、万ばん全ぜんを期せば防げない攻撃ではない、と中枢部は判断する。

　果たして──すぐに、防壁は解かれた。中から出てきたのは四よん体たいの敵性個体。悪あく魔ま一、人間二、人間と悪魔の同どう化か一の構成。

「陣じん形けい変へん更こう！　攻撃陣形Ｂにより、黙もく示し録ろくの獣けものを打ち砕くだきなさい！」

　飛ひ来らいするのは、無む数すうのページ。水平に飛んでくる紙の刃やいば。しかしそれはレギオンにとって脅きよう威いではなかった。圧あつ倒とう的てき数量で構成されるレギオンは、そんな細かい攻撃を相手にしない。中枢部はおろか、ほとんどの行動機き能のうにも影えい響きようを与えないほど、低い威い力りよくの攻撃だからだ。ページがレギオンの胸を貫かん通つうしても、再生はわずか数秒で完了する。

「シシ。ネネ。シシ。ネネ」

　レギオンは、金髪の人間を最も脅威だと断じた。

　金髪の人間はその右腕を、白はく髪はつの人間の左腕に縛りつけていた。束そく縛ばくに使用されているのは金属のベルト。悪魔と同化した人間が作りだしたものだろう。炎ほのおにまみれたそのベルトは、先ほどの鋼鉄手甲ナツクルダスターを二人用にしたものだった。

「おい遠野ォ！　俺がいくら痛がッても無視する気でやれよォ！　腕ぶち壊こわす勢いでぶん殴れェ！　でねェとさッきみてェな威力は出せねェぞォ！」

「ああ──わかってるさ羽堂！　アイムいけるよね？　……うん。さすが！　それじゃあ全部──壊こわしちゃおうか！」

　腕を一つにした二人。それに寄り添うのは最も小さな個こ体たい。悪あく魔まだ。レギオンの中ちゆう枢すう部は、聖せい書しよのページを操あやつる人間より、こちらのほうがはるかに危険だと判はん断だんした。感情意い識しきは希き薄はくでも、自己防ぼう衛えいの本能はそこらの人間などよりよほど強いのだ。

　改めて、全ぜん個体に防ぼう御ぎよ姿し勢せいをとるように指し示じをだす。実際に、レギオンは盾たてを前にして構えるし──それを構成する無む数すうの死し霊りようも、どんどんと圧あつ縮しゆくされて盾に入りこんでいく。盾の見た目に何の変化がなくとも、それを構成する死霊の密みつ度どは恐ろしい数量を誇っていた。

　加えて──さきほどから、生せい気きを吸い取っているのだ。おそらく全ての敵てき性せい個体が行動の限界を感じているだろう。レギオンに飛ひ来らいするページも、数が少なくなっていた。これから来るだろう一いち撃げきを耐え抜けば、追つい撃げきはおそらくない。

　レギオンは群ぐん体たい。あるのは、生気を集めて餌えさとし、分ぶん裂れつ増ぞう殖しよくしてさらに強大になろうという、あさましい意識でしかない。それは生物であるならば自然なのだろうが──死霊は生物ではない。悪あく意いの塊かたまりは、繁はん栄えいすればするほど攻こう撃げき意識を増していくのだ。

「……羽は堂どうさん……あなただけが、正義の味み方かたではないのです……！　私とて負けていられません！」

　水平に襲おそいくるページは無視して。

「遠とお野のォ！　俺を友達と思うなら躊躇ためらうんじャねェ！　甘さを捨てろッて言ッたよなァ！　フォラスも風の制せい御ぎよは任せたぜェ！」

　金きん髪ぱつの一撃のみを警けい戒かいする。

「やってやるさ──ここで立ち止まるほど、僕は生なま易やさしい人間じゃない！」




「喰らい」「やがれェ」「ええええええ」「えええあぁあ──────ッ！」




　炎ほのおを巻きこんだ竜たつ巻まきが、レギオンの盾に直ちよく撃げきした。

　高熱と爆ばく風ふう。もし建物を狙ねらったのだとしたら、ビルの一つや二つはなぎ倒せる威い力りよくだろう。レギオンは盾でそれを受け止める。それでもあふれる爆風は夜の闇やみに流れて散った。

　レギオンの中枢部は、盾を構成する死霊がどんどん死し滅めつするのをカウントする。（消しよう滅めつ数すう五千六百）一いつ体たい一体に存在への執しゆう着ちやくはない。要ようは群ぐん体たいとしての形が存そん続ぞくすればいいのだ。（消滅数一億二千）死滅した死霊が億おくを超えても、まだ中枢部は余よ裕ゆうを感じていた。

　受け流せる。この壮そう絶ぜつな炎ほのおと風の右ストレート。耐えきれる。（消滅数五億二千）しかも再生すら必要ないと──コンマ一秒に満たない時間でそう判はん断だんを下す。

　中枢部が妙みように思ったのは──そのさらにコンマ数秒後ご。（消滅数二十億八万九千）消滅した死霊が二十億を超え、盾が消え去り始めたころ。防御姿勢をとったはずのレギオンであるならば、とっくに爆風を受け流していいはずなのに。（消滅数三十七億）。

　そこからますます（消しよう滅めつ数すう五十億七万）加か速そく度ど的に死し霊りようの消滅数すうが増し（消滅数七十九億）全体の統とう合ごうにも影えい響きようを及ぼし（消滅数百億二千万）ようやく中ちゆう枢すう部は危き機きを感じ始め（消滅数百二十億）レギオン全体の自己分ぶん析せきを開始した。

　爆ばく風ふうを受けて一秒がたった頃（消滅数百五十億）実際はレギオンの防ぼう御ぎよ姿し勢せいをとる命令に（消滅数百七十おく）呼こ応おうしていたのは全体の一部であり（しょうめつ数百はは八十億）多くの死霊は盾たてには集合せず（小しよう滅めつ吸うニヒャク五十置く）襲おそいくるページに対しての（しょしょしょうめつす）対たい応おうをしていたことが判はん明めいした。

　個々の意識は希き薄はくであるとはいえ（に、に、にひゃくはちちちじゅお）それぞれの自己保ほ存ぞん本能が強すぎたがために（しょ、めつ）レギオン全体を狙ねらう攻こう撃げきと、レギオンの一部を狙う攻撃（す。に。ひゃ。お）異なった性質の攻撃に対応できず（しょ──め──）中枢に従わない個体が現れたことが（ｓｙｏｕｍｅｔｓｕｓｕｕ）ここまで加速度的な消滅をした最大の理由だったのだと（９３ｑｒｊ８ａ３９ｄａｈｄｆａ）気づいたころには中枢も末まつ端たんもなく、ただ死霊はわずかな一部を残すのみとなっていた。




「やばい……あいつ……逃げる……！」

　レギオンの大だい多数を消滅させた後。

　生せい気きを吸収され、立っているのもやっとだった九く罰ばつは、朦もう朧ろうとした意識の中でそれに気づいた。

　コンクリートを這はいずる黒いスライム。それがレギオンのなれの果て。わずかに動ける程度の死霊は残っていたらしい。

「やべェぞ……追わねェ、と────がああッ！」

　羽は堂どうが痛みで呻うめく。生気吸収と右肩かたの激げき痛つうのせいで、這いずるようにしか動けていなかった。柴しば燐りんは全力を使い果たしたのか、すでに気き絶ぜつしている。もし七な罪つみと同じように生気を吸われたせいで気絶しているのだとしたら、放っておいては危険だと思った。

　頼みの綱つなのフォラスも、動きが鈍かった。彼女も力を使い果たし、限界であるのかもしれなかった。

『クバツ！　クバツが行くしかないよッ！』

　アイムの激げき励れいも効かない。一歩一歩踏ふみだす足は、カタツムリより遅かった。

　スライムと化した死霊が、蠕ぜん動どうして非常階かい段だんへと逃げていく。その速さは決して速いものではなかったが、鉛なまりと化した九罰の足よりは速かった。

「くっそ……！　ちく、しょう……！」

　ここまで来たのに。

　アイツを逃のがしては、また同じことの繰り返しか。あの死霊どもが成長し増ぞう殖しよくしては、また被ひ害がい者しやが増える。七罪と同じような人間が何人も増えることになるのだ。

　だが──歯は嚙がみする唇くちびるとは違い、身体からだは全然動うごいてくれなかった。




「────詰つめが甘い。ここで逃してどうするんだ未み熟じゆく者どもめ」




　黒いスライムに、まばゆい光が突き刺さった。

　鮮せん烈れつな青い光の槍やり。その人ひと影かげは暗い暗い闇やみを照らしていく──そのはっきりとした光を、九く罰ばつはよく覚えていた。

『は、はあァ？　ルカぁ？』

　間まの抜ぬけた声が脳のう内ないに響ひびくが──九罰も、まったく同じ感想だった。ただもう喋しやべる気力も残っていないだけで。

「やってくれたな悪あく魔ま使つかいども。これだけ暴あばれて教きよう皇こうの慈じ悲ひがあると思うなよ」

　光の鎧よろいが消え去ると、そこにいたのは見み慣なれたグレーコートだった。言葉は乱らん暴ぼうだったが、その表情にはどこか爽そう快かい感が満ちている。

　聖せいルカ。柴しば燐りんを町に送りこんだ張ちよう本ほん人にん。

「な、な……んでここに……」

「心しん外がいだな。私はずっと見ていたんだぞ。柴がどこまでできるのかを、な。おまけに他の街にも死し霊りようが漏ろう出しゆつしないよう退たい治じまでしていたんだ。柴燐はそこまで気にできなかったようだが。だからこそ──試験結けつ果かは散さん々ざん。防犯カメラを信用し、医師の見立てもまるごと鵜う吞のみにした。結果的に犯人を間違えてここまで死し霊りようどもを肥ひ大だい化かさせたんだから、不ふ合ごう格かくなんだがな？」
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　ルカは倒れている柴しば燐りんを担かつぎあげる。人一人の体重を持ち上げて、汗すらかいていなかった。

「はあ？　ちょっと。試験ってなによ」

「なんだ聞いていないのか……まあ、いい。一いち々いち説明することでもない」

　同どう化かを解いて姿すがたを現したアイムであるが──すぐにルカにあしらわれてしまう。なんだか今までと立場が逆ぎやくであった。きー、なによそれー、とかアイムが言っている。

　九く罰ばつはもう限界だったので、その場に大だいの字じに倒れこんだ。

「──ご苦労だったな羽は堂どう征せい重じゆう郎ろう。こちらが設定したスケープゴートの役割を見事に演じてくれた。まさか噓うそをついてまで犯人役やくをやり通すとは思わなかったがね。おかげで柴の実力が計測できたよ」

「は、ン……、エクソシストか……ァ？　俺ァ……好きなように……正義の味み方かたになっただけだ…………スケープゴートになッた覚えなんざねェなァ……」

　膝ひざをつき満まん身しん創そう痍いで──それでも、羽堂の口ぶりに弱気さは一いつ切さい感じられない。傍かたわらでおろおろとしているフォラスの頭に、羽堂が軽く触ふれていた。

「ふむ。強気なのは好感が持てるが──今回のこと、委い細さい漏もらさず教きよう皇こうに報告させてもらう。これだけ暴あばれてお咎とがめなしというのはさすがに無理だ。その時は敵同どう士しかもしれんぞ」

「……させま、せんよ……」

　九罰が、それだけ言った。その後は言葉が続かなかった。

　なにをさせないのか、自分でもよくわからなかった。深く考えて言ったセリフではないのだ。ただ、ルカと羽堂が戦うような──そんな状況が嫌いやだなと、思っただけだった。

「────そういきりたつな。お前たちの処しよ分ぶんは、おって連れん絡らくする。教皇には私から口くち添ぞえくらいはしてやるさ。柴が面めん倒どうをかけたからな、それが今回の件についての、私の感謝の表れだと思ってくれ」

「……ハ、初めからよォ……お前がやりャあ良かッたんじャねェのかァ……」

「ふ、捜そう査さ協力感かん謝しやする。なんなら教会が売っているマスコットのキーホルダーでもやろうか？」

「なめんじャねェ……タコ……」

　軽く笑ってから、ルカは手を振って去っていく。肩に柴燐を背負っていたせいか、その背中がやけにかっこよく見えた。

　残ったのは、もうただ疲れただけの二人。

「あァ…………だりィ眠ィ辛つらい……」

「僕も全く同どう意見だよ……はは、アイム……僕、動けないや」

「無む茶ちやしすぎだってばぁ」

　アイムが困ったように視線をさまよわせている。なにも言わないが、フォラスも同じような態度をとっていたのがおかしかった。

「羽は堂どう……」

「あァ？　なんだよ水みず買ってこいとか無理だかんなァ？」

「違うよ……さっき。僕がバステト使おうとしたの、止めたでしょ」

　羽堂が、自分の腕を使うと言わなければ。

　きっと、九く罰ばつはバステトを使った大技でレギオンを倒していたに違いない。彼が自分だけでなく、九罰のことまで気にかけてくれたのは──。

「おィおィ、勘かん違ちがいすんなァ。あの炎ほのおの蛇へびは確かに強力だがよォ、あの突とつ進しんのせいで町中に死し霊りようが散らばッたのもう忘れてんのかァ？　あいつは乱らん暴ぼうすぎんだよ、使うのは控えとけェ」

「あ……そういうことか。僕はてっきり、代だい償しようのことを」

「それは俺の気にすることじャねェだろ──だけどな遠とお野の、アイムちャんが大事なら力は温おん存ぞんしとけ。俺みたいに簡単な代償じャねェんだからよォ」

　そんなことはわかっていた。アイムの代償は人の魂たましい。文字どおりの生いけ贄にえなのだ。

　次にアイムが力尽つきて、代償を要求されたとき──自分はどうするのだろうか。以前は、自分の命を捧ささげると決めたが、今ではそれを後こう悔かいしている。一度死んだからよくわかった──あんな選択、本当に自分のことしか考えていないものだった。

　では──一体、どうする？

「別れだッて大事だぜェ……ま、フォラスをとッとと地じ獄ごくに還かえさねェ俺が言えたセリフじャねェがよォ。……ッたく、未み練れんがましくて嫌いやんなるぜェ」

　その言葉に、フォラスが小さく首を振った。一いつ見けんちぐはぐな二人だが、案あん外がい相あい性しようは良いのかもしれないと思った。

　一方のアイムは──困ったような顔で、微ほほ笑えんでいた。自分の話をこんな形でされているのだから当然だろう。彼女のことは、彼女自じ身しんが一番よくわかっているはずだった。

「ねえ、アイム……」

　少しだけ笑えみながら、九罰は彼女の手を握ろうとしたが──全身の疲ひ労ろう感が、そんなことを許してはくれなかった。

「代償、あとどれくらい残ってる──？」

　制せい限げん時間まで、どのくらいの期間があるのか。

　アイムの代償は、人の魂。どんなやり方でも、九罰が応おうと言ったならば、彼女は人の心を食らうのだ。そのために、彼女は放ほう火かしたいとすらたまに言う。それがなくては、彼女は地獄へと還ってしまうのだ。

　どんな答えを出すのか、九罰にはまだわからなかった。けれど、その答えを出さなきゃいけない期間ぐらい知っておきたい──万ばん能のうの神様でもなければ、最さい善ぜんの答えなんて出せないのかもしれなかったが。

「────ナイショ、だよ。クバツ」

　けれど、炎ほのおの悪あく魔まは教えてくれなかった。人ひと差さし指ゆびをたてて笑う。笑ったくせに、九く罰ばつにはそれが泣き顔にしか見えなかった。

　それで、どこかほっとしてしまった自分は──本当に、どうしようもない臆おく病びよう者だと思った。
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　長い長い三日間だった。

　羽は堂どうが悪あく魔ま使つかいだと知った一日目。羽堂に惨ざん敗ぱいした二日目。リベンジを期し、真しん犯人を倒した三日目。濃のう密みつすぎる三日間であった。学校生活に費やしたならまだしも青春だっただろうが、生あい憎にくそんな爽さわやかなものではない。

　柴しば燐りんは、一日も経たたずルカと共に長なが崎さきへと帰き還かんした。別れの際、九く罰ばつには疑ったことを平ひら謝あやまりし、羽堂にも一応は謝しや罪ざいしていた。複雑そうな顔には、責任の所在は明らかに羽堂にある、と書いてあった。もちろん九罰も燐と同どう意見である。

　生せい気きを吸われた九罰、羽堂の二人はディオニュシウスの治ち療りようを受けた。散さん々ざん罵ば倒とうされながらも、一日入院で済んだのはやはりあの黒くろ医師が優秀だからなのだろう。全身の打だ撲ぼくや気だるさも、かなり回復した。

　アイムに許してもらうためだった火傷やけども、あっさり治療されてしまったのが、なんとなく惜おしい気分だった。今では掌てのひらが腫はれている程度で、大して痛くはない。

　それから数日後ご、七な罪つみがようやく目を覚ました。九罰もほっとしたのだが──それ以上に、アイムが半はん泣なきで良かったと繰り返していたのが印いん象しよう的だった。涙ぐむ悪魔なんて本当に悪魔らしくない、なんて思ってしまう。

　ちなみに、七罪も九罰がブネだと勘かん違ちがいしていた一人だったわけだが──七罪が事実を知ったときは、いつものニコニコ顔で思いっきりビンタされてしまった。『ちょ、七罪の分はアイムから殴なぐられたんだけど』『じゃあこれがアイムの分です』なんてやり取りのあとにもう一発頰ほおを張られた。今回は七罪のために頑がん張ばったのに、この仕打ちはあんまりだと思った。




　さて、今日は七罪の退院祝いわい。

　────のはずなのだが。

（僕は……なにしてるんだろうね）

　七罪とアイム共用の部屋の前で、九罰は自問する。ちなみにすぐ傍そばには、いつもの修しゆう道どう服ふく姿すがたのクラーラ・マレンツィオがいた。彼女はやたらとニヤニヤしているので、正直嫌いやな予よ感かんしかしなかった。

　話は一時間前に遡さかのぼる。

　七罪の退院祝いということで、一いち応おう羽堂とフォラスを呼んであった。今回の件ではなにかと助けられたし（同じくらい振り回されたのも確かなのだが）、せっかくだからということで家に呼んだのだが──。

　それに、便びん乗じようし、遠とお野の家けにやって来たのがクラーラである。

「イヤア助カリマシタデスヨ。七な罪つみサン二呼バレテイタノデスガ、道ニ迷ッテシマッテ！　羽は堂どうクンガイナケレバ遭そう難なんスルトコロデシタヨ」

　とは、クラーラの弁べん。一いつ緒しよにいた羽堂がなんだかげんなりした様よう子すだったのは──来る途と中ちゆうで礼れい拝はいサボりに対する説せつ教きようでも受けたのだろうか。

　一方のフォラスは、いつものボロボロ服でなく、ちゃんとした普ふ段だん着ぎを着ていた。確かにあのボロきれのような旅りよ装そうでは怪しまれるだろうが──もし着替えさせたのが羽堂なのかなーなんて思うと、親友とはいえげんなりした思いに駆かられてしまう。

　そして──まあ当然というかなんというか、クラーラはメイド服を持じ参さんしていた。正直意い味みがわからなかった。

「先生、どうしたんですか……あのメイド服」

　一いち応おう、目の前のクラーラに聞いておく。一着しかなかったので、部屋の中ではアイムが着替え中なのである。

　七罪や羽堂は一階で、クラーラが持参したケーキを切って待っているはずだ。ぶっちゃけてしまえばこのメイド服鑑かん賞しようはクラーラの趣しゆ味みなのだから、早く終わらせてもらいたい。

　というか、九く罰ばつがここにいる必要性はないと思うのだが。アイムが存ぞん外がいにノリノリで、九罰にもメイド服姿すがたを披ひ露ろうしたいと言い、クラーラもそれに便びん乗じようしてゼヒ見テアゲテクダサイと半なかば強ごう引いんに連れん行こうされたのだ。

「コノ間ノ愛あい夢むサンノナース服姿ガ可か愛わいスギタノデ、今日ハオ手製ノ愛夢サン用メイド服ヲ持ッテキタノデス！　ハアァ、胸ノサイズモ愛夢サンニアワセタ特とく注ちゆう品ひんナノデスヨ！」

「いやそんなこと聞いてな…………どうしてメイド服なんですか」

　九罰がそう言うと、クラーラは不ふ思し議ぎそうな顔をした。むしろメイド服になにか問題があるのか、とでも言いたげだった。

「ナンデスカ九罰クン、私ノメイド服ガ不ふ倫りんデスカ！」

「不倫じゃなくて不満ですよね……いやそうじゃなくてですね」

「メイド服ハ文化遺い産さんレベルデス！　貴方あなたモ男ナラメイド服ヲ着タ可愛イ女ノ子ヲ見タラ、スグサマ声ヲカケルヨウナ紳しん士しニナラナクテハイケマセン！　ソウシテ子供ヲドンドン作ッテ少しよう子し化かニ歯は止どメヲカケルノデス！」

「アンタホントに聖せい職しよく者しやかよ！」

　むしろ秋あき葉は原ばらでコスプレ店とかやればいいのに、と本気で思った。思っただけで言わない。ソレモイイデスネーとか言って明日あしたにでも転てん職しよくしそうな気がしたからだ。

「九罰クン」

　と──いきなり、クラーラが真ま面じ目めな顔になって。

「旧きゆう約やくニモ産メヨ増ヤセヨ地ニ満チヨトアリマス。快かい楽らくノミニ流サレタ性せい欲よくハ罪デスガ、恋愛ヤ性せい衝しよう動どうハ、本来主しゆノ御み心こころニ適かなウモノナノデス。主ノ本ほん質しつハ愛ナノデスカラ。主ガ我々ヲ愛シテクダサル事ノヨウニ、我々モ隣りん人じんヲ愛スル事ガデキルハズナノデス」

「え……あ、はあ？」

　目を半分だけ閉じて、優しく語りかけるクラーラ。その顔つきがなにかに似ている──そう思って、一度だけテレビで見たことのある、長なが崎さきのマリア像ぞうを思いだした。

「ダカラ、九く罰ばつクンモココデ誰だれガ好キナノカブッチャケテシマウベキカト思ウノデスガ」

「……全部台だい無なしですね」

「アアッ!?　何な故ぜソンナ目デ見ルノデスカ九罰クン!?　エエイトットト吐クノデス本ほん命めいハ誰だれナノカ！　ヤハリ愛あい夢むサン？　イエココハ実妹血けつ縁えんエンドノ可能性モ……ハッ!?　マ、マサカ羽は堂どうクンヲ!?　ナントイウコト！　マァ私ハソッチ系けいデモ十分萌もエラレルノデムシロ推すい奨しようシタイノデスガ！」

「今の発言マズイでしょうシスターとして！」

　というか実妹血縁エンドなんてセリフも修しゆう道どう女じよにとっては完全にアウトだ。いっそ教きよう皇こうにでも直じき訴そするべきだろうか、なんて本気で考える九罰。

「何故ソンナニ隠かくスノデスカ九罰クン……アア！　モシヤ！」

「今度はなんですか」

　いい加か減げん投げやりになってきた九罰である。

「イヤァン、駄だ目めデスヨ九罰クン？　私ノヨウナ魅み力りよく的ナ女性ニ憧あこがレテシマウノハワカリマスケレド……私ハ主しゆニ身体からだヲ捧ささゲタ身、マシテ貴方あなたトハ教師ト生徒……」

「アンタいい加減にしないと本当に天てん罰ばつくだりますよ!?」

「キャー！　獣けものト化シタ生徒ニ襲おそワレルー！」

　ふざけた声とともに、九罰があっさり突き飛ばされた。

「うおッ!?」

　クラーラの意い外がいと強い力。予想外がいだった九罰は、為なす術すべなくアイムが着替えてるだろう部屋に飛びこんでしまった。

　厄やつ介かいなのは、アイムが鍵かぎをかけていなかったこと。九罰の服の裾すそがドアノブにひっかかって、ほとんど自動でドアが開いてしまったのだ。

　更さらに悪いことに──アイムは、部屋の出入り口のすぐ傍そばで着替えていて。

「えっ…………!?」

　これには、さすがに炎ほのおの悪あく魔まも驚いたか。

　やはり思いっきり着替えの途と中ちゆうだったらしく、メイド服の前のボタンを留めている最さい中ちゆうだった。エプロンは付けていなかったが、フリルのカチューシャはきちんと頭に載せていた。

　ボタンが半分止とまっていないせいで、アイムの白い肌はだが大きく露ろ出しゆつしてしまっている。肌というか、アイムの大きな胸のほとんどだが。そんなことより。いや、それはそれで一いち大だい事じなのだが、それより。

　なんか色々とヤバいのは──クラーラの意い外がいな力技で、九く罰ばつがアイムを押し倒す形になってしまったことで。

「く、くくくくクバツっ？」

　アイムの顔が真まっ赤かだ。倒れた衝しよう撃げきか、メイド服が肩までずり下がっている。大きな胸が九罰の胸に当たっている。これだけ近いと、彼女からの熱気も相そう当とうだ。直接肌はだと肌が触ふれず、間に服があるだけマシなのだが。

（な、んだってのさ……！）

　文もん句くの一つでも言おうとクラーラを見ると、彼女が唇くちびるだけを『キース！　キース！　キスシテシマエー』と動かしていた。正直馬ば鹿かじゃないのかと思ったが──今なら言える。この女、間違いなく意い図と的に九罰を突き飛ばしたのだ。

「たっ……アイム、ごめ」

　そこで、はたと気づく。

　アイムが、目を閉じていた。なんだかかなり強めに。心なしか、顎あごがわずかに持ち上がっている気がする。顔は真っ赤だが──嫌いやだとか早くどけとか、そういうことはまったく言わなくて。

（え、えっと……え、これ……ぅえ？）

　アイムの体温の高さも今はどうでもいい。

　気になるのはただ一点で──していいのか、ダメなのか。それだけ。

（お、オッケーってこと……いや、そんなまさか）

　大体、女の子とこんな状況になることがない九罰だ。それが気になっている女の子と。いや、まつ毛げ長いなーとか頰ほお柔らかそうだなーとか、そういうことも頭をよぎるのだが。

　それよりなにより──アイムの唇が、美お味いしそうだなと思ってしまって。

（あ、いい、いのかな……、い、いんだ……よね……？）

　震える体。心しん臓ぞうが熱く鳴り、背せ筋すじを鼓こ舞ぶするのは不安と期待のない交ぜになった昂こう揚よう感。のどが渇かわく。けれど九罰は自分の顔を、ゆっくりとアイムに近づけていった。

　アイムは抵てい抗こうしない。けどその唇に届くまで、九罰は長い長い時間がかかった。もう後あと数ミリ。

　キスしたい。キスできる。キスしてしまおう。

　九罰が、もうなんか色々と面めん倒どうくさいものを投げ捨てて、そう思った時──。

「や」

「え？」

「や、やややや、やっぱダメェ────ッ！」

　そうして、顔を襲おそうのは高温。

　アイムの高温の手に遮さえぎられて、九罰のファーストキスはあえなく夢と散ってしまった。もちろん、彼が情なさけない叫び声をあげたのは言うまでもない。

　それは、熱さに対してだけではなく──期待があっさり潰つぶされた悔くやしさからと。そしてダメなら最初にそう言ってくれれば良かったのにという、至し極ごくまっとうな抗こう議ぎの声であった。




「よォー、元気かお前らァ」

「これが元気に見えるのかよ」

　やたら能のう天てん気きな自じ称しよう正義の味み方かたと、対して無む口くちな格かく闘とうの悪あく魔ま。一ひと騒そう動どうがあって下に降りると、まず出迎えてくれたのがその二人だった。

　机には切り分けられたケーキ。アイムは未いまだにちょっと赤い顔つきで。クラーラは心底楽しみましたという表情で、それぞれ席についている。もちろん九く罰ばつは誰だれよりもげんなりした顔だった。

「兄にいさん……？　あの、さっき二階から叫び声が」

「気にしないで。お願いだから、気にしないで……」

　ちなみにアイムはメイド服ふく姿すがたである。羽は堂どうはそれを見てニヤニヤしていたが、フォラスに耳をねじりあげられていた。結局喜よろこんだのはクラーラ一人という気もする。

「ねー早くケーキ食べようよー」

「ソノ前ニチャントオ祈リヲシナクテハイケマセンヨ？」

「あ、じゃあ切り分けちゃいますね。えーっと、包ほう丁ちよう包丁……」

「………………（フォラスが七な罪つみに向かって無む言ごんでホワイトチョコの飾り付けを頂ちよう戴だいとジェスチャーしている）」

　そんなに広くない遠とお野の家けの食しよく卓たくに、六人も並ぶのは壮そう観かんだった。ていうか羽堂とフォラスにここにこのまま居い座すわられたらやだな、とすら思うのだが──羽堂にはきちんと自分の居い場所がある。あの廃はいビル街でのまとめ役が、彼に似に合あっている気さえしていた。

　ちなみに七罪はフォラスにケーキを切り分けたりと、なにかと面めん倒どうを見ていた。外見からして可か愛わいがりたくなるのかもしれない。フォラスが悪魔だということは七罪も知っているはずだが──それ以上に、可愛いから良いんですっ、という七罪の声が聞こえてきそうだった。

　その内、フォラスが七罪の着せ替え人形になる気もする。

「羽堂……国こつ教きよう庁ちようから、なにか連れん絡らくがあった？」

　クラーラに聞こえないよう、小こ声ごえで。もっとも彼女はアイムのメイド服姿しか眼がん中ちゆうにないようだったが。

「あァ──あの、聖せいルカッてエクソシストから直じき々じきになァ。なんでも今回は不ふ問もんに付す、だとよ。討とう伐ばつもナーシ。なんでも町の人間を死し霊りようの脅きよう威いから守っていたことは評ひよう価かできる、とか言ッていたがよォ。こりャちョッと妙みようなんだよなァ」

「うん……僕もお咎とがめなし。今までどおり普通に生活しろってさ」

　ちなみにその報告をしたのも聖せいルカである。彼女もまたブネと九く罰ばつを取り違えている一人だったので──真しん相そうを明かしたところ、『次に会ったら泣くまで殴なぐり続けてやるから覚かく悟ごしろ』とのことだった。正直恐おそろしかった。

「なんか……ここまで何も言われないと、不ぶ気き味みなんだよね」

　特に、聖ルカが襲おそってきたときのことを考えれば、お咎とがめなしというのがあり得ない気がする。あの時、ルカは悪あく魔まの存在は絶対に認めない、と言っていたはずなのに。

「あのルカが口くち添ぞえするとか言ッてたろォ？　その結果なんじャねェ？」

　そうなのだろうか。ならば──ルカには感謝しないといけない、のかもしれない。

「──そォそォ。今日はお前に教えにきたことがあんだよォ」

　隣となりの羽は堂どうが、ケーキを食べながら小声で耳打ちしてきた。ちなみに七な罪つみらは卵を丸まる飲のみしているバステトをみて、曲きよく芸げいでも見るようにおぉー、とか言っている。

「丘の上の幽ゆう霊れい屋や敷しき、知ッてるよなァ」

「あの、市役所行いく道の途と中ちゆうにある？」

　町を見下ろす巨大な時計塔とう。この町の人間が『丘』という時は、あの辺りしかありえない。実際は丘というよりは山に近く、鬱うつ蒼そうとした森すら存在してるのだが。つくづく田舎いなか町だよな、なんて思ってしまう。

　幽霊屋敷とは、その森の奥おく深ふかくにあるとされる──巨大な洋よう館かんだ。

「そォそれそれ。あそこな、知らねェかもしんねェが人が住んでんだよォ」

「え……そ、そうなの？」

「しかも、だァ。そこにいんのは悪魔と召しよう喚かん者。特に悪魔の方は手て加か減げんなくてなァ──よくフォラスと代だい償しよう集めのために戦ってんだが」

　それがどうかしたのか。

　そう聞く前に、羽堂がニヤリと笑った。

「これはエクソシストには内ない緒しよな──その召喚者の姉あね御ご、別べつ名めい丘の上の魔ま女じよ。もう十年以い上じよう自分の悪魔と一いつ緒しよにいるらしいぜェ。どんな等とう価か交こう換かんしてんだが知らねえが、もしかしたら代償を払わずにやッていける方法、あんのかもしれねェぞォ？」

　思わず、九罰はアイムを見てしまった。

　人の魂たましいを食らう悪魔。けれど──もし、それが必要ないとしたら？　なにか特別な方法で、アイムの代償を払わずにいられるとするなら。

「……わかった。行ってみるよ。詳しく教えて」

　聞き逃す理由など、一つもないと思った。




　天あま草くさ国こつ教きよう庁ちよう、聖ルカのオフィス。

　正直、柴しば燐りんの感想は一つだった。やられた。これしかない。味み方かただと思っていたディオニュシウス。完全に中立だと思っていた彼が、実はルカの指し示じどおりに動いていただなんて。

「今回の事件──資料を渡したな？　アレを鵜う吞のみにしないことがまず第一条件だったんだが。間違った資料などいくらでもありうる。それに、お前はディオニュシウスが言ったことを丸ごと信じただろう？　奴やつが悪あく魔まの仕し業わざだと言ったから、お前は死し霊りようの可能性を一いつ切さい考えなかった。いかにして羽は堂どう征せい重じゆう郎ろうを追い詰つめるか、あるいは単独犯はんなのか複ふく数すう犯なのか。そういう分ぶん析せきはしていたようだがな」

「あ……う」

「間違った資料、間違った見立て。いくらでもある。柴しば、確かに国こつ教きよう庁ちようはお前の味み方かただが──その分析が間違っていた場合、本来の敵を見逃すことになりかねん。お前は味方を疑うことも覚えるべきだな。もちろん、悪い意味ではないわけだが」

　オフィスの隅すみで、ディオニュシウスがくつくつと笑っていた。最初に言われた『Ｄ』が柴燐りんを推すい薦せんしているということすら、噓うそだったらしい。全部を含めて誤答誘導ミスリード、柴は誤ご答とうである羽堂征重郎を、まんまと犯人だと思ってしまった。

「私は……死霊がいる可能性を、まったく考えなかったわけではありません。ディオニュシウスさんが被ひ害がい者を診しん断だんした時点で、そんな話が一切でなかったわけですから……彼の見立てなら、百ひやつ発ぱつ百ひやく中ちゆうだろうと」

「甘いな」

　ルカにばっさり切られ、燐はますます落ちこむ。

　ディオニュシウスの見立てなら間違いはない。そう思ってしまった。実際、彼は最初から知っていたはずだ。犯人が羽堂ではなく死霊なのだと、被害者を治ち療りようした彼にわからないはずがない。

　だからこそ、演技をして柴燐を騙だました。そういうことだ。

「今回のお前の推すい薦せん、事実上は教きよう皇こうが言っているだけだよ。エクソシスト内で賛さん同どうしているものは少ない。この事件でお前が試験を無事クリアしたなら、『Ｒ』に持ち上げても良かったんだが──結果は、残念なことだったな」

　まだまだ未み熟じゆく。柴燐は自分でそう思ってしまう。

　なによりも悲しいのは──ルカが、それほど残念そうではないことだ。彼女はわかっていたのだろう。燐が今回の事件、正答を導きだせないということを。まだエクソシストになるのは早いと言っていたせいもあるだろうが、師が自分に対して期待をしていなかった。そのことで必要以上に気落ちしてしまう。

　しばらくは見習いのまま──今以上に精しよう進じんするしかない。

「羽堂さんや九く罰ばつさんにもご迷めい惑わくを……特に九罰さんは、本来であればなんの因いん果が関係もないというのに……」

「そのことだよ」

　ルカは頭が痛いとでも言いたそうに、難しい顔をしている。

「今回、あの二人は一切不ふ問もんに付す、と教きよう皇こうから伝達が出ている。私はきちんと報告したというのにな」

「それが、なにか」

　彼らは特に悪あく事じを働いていたわけでは──いや、悪あく魔ま召しよう喚かんは重じゆう罪ざいではあるだろうが──それでも、彼らはむしろ未み熟じゆくな柴しば燐りんの手助けをしてくれた。そういう風ふうに考えることもできるし、実じつ際さい彼女の見方はそれに近かった。

　だが、ルカは違うらしい。

「二人だぞ、悪魔召喚者が二人。それをなんの咎とがめもなく見逃すと、教皇は言っているんだぞ？　確かに口くち添ぞえくらいはしてやると言ったが──それはあくまで、なんらかの罰ばつが下ることが前ぜん提ていなんだ！　減げん刑けいには尽じん力りよくするという意味でな！　それを……教皇が直じき々じきに、悪魔を見逃すと言っているんだぞ!?」

「それは……」

　エクソシスト、いや、天あま草くさ国こつ教きよう庁ちようの存在意い義ぎすら奪うばうような発言だろう。ルカが憤いきどおるのはよくわかった。警察のトップが泥どろ棒ぼうを見逃すようなものだからだ。それも二人。なんの審しん問もんもせず。

　柴燐個こ人じんとしては、そうなってくれて良かったというところ。今回の件は柴の見立て違いで二人に迷めい惑わくをかけたのだ。羽は堂どうは自じ業ごう自じ得とくの側面があるとはいえ、地下牢ろうに入れられたりするのを見るのは、さすがに心苦しい。

　ルカの憤りもわかるが、しかし。

「いや、すまなかったな。これは今回の件とは関係がない。とにかく柴、お前はまだ見習いでいてくれ────ただ、これからも頼りにしている。こまごまとした仕事を任せることもあるだろう。よろしく頼む」

「はい、もちろんです。万ばん事じ万ばん全ぜんを期します」

　これで降こう格かくだったらどうしようかと思っていたところだったから、ルカの言葉は正直ありがたかった。さっそく自室に戻って書類の整理をしよう。

「────コドク」

　その時、部屋の隅すみのディオニュシウスがそう呟つぶやいた。

「なに？　なにか言ったか、ディオニュシウス」

「詳しくは知らん──だが、俺も今回のことは疑問に思っていてな。教皇に問いただしたよ、そうしたらこう言っていた。コドク、コドク、と繰り返すようにな。どういう意味だと思う？」

　孤こ独どく──柴燐の語ご彙いでは、そんな単たん語ごしか浮かばなかった。ルカも同じ考えらしく首をひねっている。

「コドク……ロンリーか？」

「俺も知らん、だが孤こ独どくだからなんだというんだ。なんの説明にもならんだろう──今度、教きよう皇こう近衛このえにでも問いただしてみたらどうだ？」

　どこか、不ぶ気き味みな響ひびきだと思った。コドク、コドク。

　柴しば燐りんは一度だけ会ったことがある。天あま草くさ教皇。御み簾すの奥に隠かくれたその姿すがたは、小さい影だった。よく通る澄すんだ声は、天使を連れん想そうさせた。

　彼がコドクと繰り返している様さまは──なぜか、物もの哀がなしく。

「……すまんな柴。これは本当に関係がない。今回はご苦労だった。精しよう進じんするように」

　柴は頷うなずく。頭の中には、まだ不気味なコドクという単たん語ごが反はん響きようしていた。

　コドク、コドク、コドク。

　体から離れてもまだ鳴り続ける心しん臓ぞうの音のような気がして──その連れん想そうを、慌あわてて柴燐は打ち消したのだった。










　　　　　あとがき




（BGM　「鬼き帝ていの剣」by ALI PROJECT）

　はじめまして、折おり口ぐち良よし乃のです。挨あい拶さつが間違っているのは前回からのネタのひっぱりです。引き出しがすくない？　そんな私の自じ明めいの欠点を今いま更さらあげつらって一体だれが得をするというのでしょうか？　お久ひさしぶりです、そしてはじめましての方ははじめまして。折口良乃です。二巻です。あとがきって読まれているんでしょうか？　気になります。




　前回のあとがきを読み返して気づいたことなのですが、私まったくアリプロのことについて触ふれていませんでしたね。私は洋よう楽がくは聞きませんが邦ほう楽がくはそこそこ好きで、自転車でふらーっとどこか行く時や通学途と中ちゆうに音楽を聞きまくります。そんな中でももっとも好きなのがALI PROJECTなわけなのです。あ、実じつ名めいだしていいんですかね？

　そんなわけで今いま現在聞きいています。もうすぐライブがあります。チケット取りました。どこの席かは内ない緒しよですが、どこかの席に折口良乃は座っています。おっかけさんは探しだしてみるがいいと思います（でも二巻発売の頃にはライブはもう終わっています）。

　私のおっかけなんていない？　そんなことは知っています。今いま更さらそんな周しゆう知ちの事実を後ろ指さして笑って誰だれが得をするのでしょう。私が泣くだけです。




　そんなわけで今回正せい義ぎ正義と暑あつ苦くるしい人がでてきました。個人的お気に入りはフォラスです。何な故ぜって？　フォラスは一ひと言ことも喋しやべらなくて書くの楽だからです。ところで正義正義とうるさい人は三さん国ごく的にばたばたと敵てき兵へいを薙なぎ倒すゲームにもでてきたような気がしますが勘かん違ちがいでしょうか？　キャラは全然かぶっていませんがここだけ取り上げるとパクリっぽくて不利ですよね（私が）。

　一いつ瞬しゆんだけ真ま面じ目めになると、正義というのは私の中で長年の重っ苦しいテーマでした。重すぎてつぶれます。そのあり方を示したキャラというのは、今まで書いた中で何人かいますが、九く罰ばつシリーズではそれが羽は堂どうだ、というわけです。




　では、最後にこの本にかかわってくださった方に感謝を。

　編集Ｍさんは相変わらず忙しそうです。どうしてあんなに忙ぼう殺さつされて平気そうなのでしょうか。目の下にクマを作っていても、打ち合わせのテンションがいつもどおりなのはすごいです。私には無む理りです。

　絵え師しの戌いぬ角ずみさんは夏コミお疲れ様でした。ところで私はコミケに行ったことがないのですが、もし行く機会があればまっさきに戌角さんのとこへ行って既き刊かんを買いたいと思います。これからもどうぞよろしくお願いします。

　そのほか、校こう閲えつさま、事前に話を読んで意見をくれた後こう輩はい友人先せん輩ぱいがた、何気なくいつも格かつ好こうのネタをくれる家族、二巻に中ちゆう年ねんのおっさんを出すと言ったらめちゃ喜んだ友人ＴとＩ、電でん撃げきから本を出すと言ったら真まっ先さきに喜んでくれた高校の恩おん師しＫ先生（読んでますかー？）、そしてなりよりもこの本を買ってくださった皆様へ、最大限の感謝を。

　それでは、三巻で。え？　ええ。今まさに執しつ筆ぴつしてますよ。




　余よ談だんですがとあるローマ字にすると回かい文ぶんになる作家が、あとがきで『僕以外の全ての皆さまに百パーセントの感謝を』と書いていたのですが、それは手て抜ぬきと思う反はん面めん便利でいいなあと思ったりしました。ぼそっ。
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折おり口ぐち良よし乃の

１９８８年10月16日生まれ。とてもとてもアリプロが大好きなアリカ教信者。今日も今日とて愛用のＭＰ３に新曲をぶちこんでは延々とリピートしている。ふと口ずさむのは亡国覚醒カタルシス。寝る前に浮かぶのはルシファー第四楽章。最近のお気に入りは地獄の門。著者近影は切り取ってフォラス召喚にでも使ってください。
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イラスト／戌いぬ角ずみ柾まさき

11月８日生、Ｏ型。イラストレーター＆原画家。ラノベ二巻おめでとうございます！　ゲームも無事発売されましたし部屋の掃除でもしたい今日この頃。
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九く罰ばつの悪あく魔ま召しょう喚かん術じゅつIIドゥ
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